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茨城県は，世界的な科学研究の中心であるつくば市において，国際

都市にふさわしい街づくりを推進しております。この新しい街づくりの

一環であるつくばエクスプレスの整備は，つくば市と東京圏を直結させ

ることによって，人・物・情報の交流を盛んにし，地域活性化の大きな

力となるものです。そこで，平成6年7月に県，市，地権者が三者協議

で開発合意に達したのを受け，新線整備と沿線開発を一体的に進める土

地区画整理事業が進められております。

この予定地内に熊の山遺跡が存在していたため，財団法人茨城県教育

財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査についての委託を受け，平成7

年4月から発掘調査を実施してまいりました。その成果の一部は，すで

に当財団の文化財調査報告第120集，第133集，第149集，第166集，第

174集として刊行いたしております。

本書は，平成10年度に調査を行った熊の山遺跡の調査成果を収録した

ものであります。本書が学術的な研究資料としてはもとより，郷土の歴

史に対する理解を深め，ひいては教育・文化の向上の一助として御活用

いただければ幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県か

ら賜りました多大なる御協力に対し，心から御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各機関

及び関係各位から御指導，御協力を賜りましたことに対し，衷心より感

謝の意を表します。

平成14年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例 口

1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成10年度に発掘調査を実施した，茨城県つく

ば市大字島名に所在する熊の山遺跡の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調査　平成10年4月1日～平成11年3月31日

整理　平成13年4月1日～平成14年3月31日

3　当遺跡の発掘調査は，調査第二課長小泉光正の指揮のもと，調査第二課第1班長横堀孝徳，主任調査員江

幡良夫，藤田哲也，三谷正，川上直登，副主任調査員稲田義弘が担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理第二課長瓦吹堅の指揮のもと，主任調査員稲田義弘が担当し

た。

5　本書の作成にあたり，律令期における郡衛周辺域の様相及び末端支配機構については，奈良国立文化財研

究所埋蔵文化財センター集落遺跡研究室長山中敏史氏，埼玉県埋蔵文化財調査事業団主任調査員田中広明氏

に御教示いただいた。

6　当遺跡から出土した銅製品の金属分析は岩手県立博物館に依頼して実施し，成果は付章として収録した。

7　発掘調査及び整理に際し御指導・御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表し

ます。



凡 例

1　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ⅹ＝＋7，320m，Y＝＋20，200mの交点

を基準点（Alal）とした。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C……，西から東へ1，2，

3…・‥とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へa，b，C・・・…j，

西から東へ1，2，3……0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal区」，「B2b2区」のように呼

称した。

その他，調査年次等による調査区の名称は第1図に示した。

2　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　土坑－SK　井戸跡－SE　溝跡－SD　道路跡－SF

不明遺構－SX　ピットーP　ピット群－Pg　柱穴列跡．P r

遺物　　土器・陶器，P　土製晶－DP　石器・石製晶－Q　金属製品・古銭－M　拓本記録土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構番号は，平成7年度調査からの継続である。

4　土層観察と遺物における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

（1）　遺跡全体図は500分の1，遺構は60分の1，または80分の1に縮尺して掲載した。

（2）　遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もある。

（3）　遺構・遣物実測図中の表示は，次のとおりである。

焼土・施粕　　　　　　　　　　　　　　　　炉・火床面・炭化材（物）

寵材・黒色処理　　　　－　油煙・媒

●土器　　○土製品　　口石器・石製品　　　△金属製品　－・－・－・－硬化面

6　遺物観察表の作成方法については，次のとおりである。

（1）　計測値の（）内の数値は既存値を，［］内の数値は推定値を示した。単位は，法量については

cm，重量についてはgで示した。

（2）　備考の欄は，残存率，実測番号（Pなど）及びその他必要と思われる事項を記した。

（3）　文字資料のうち，焼成前に線刻されたものを「へラ書き」，焼成後に線刻されたものを「刻書」と

分けて記述した。

7　「主軸」は，竃を持つ竪穴住居跡については竃を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）を主軸と

みなした。「主軸・長軸方向」は主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示し

た（例　N－100－E）。
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ふ　 り　が　な くまのやまいせき

書　　　　 名 熊の山遺跡

副　 書　 名 島名 ・福田坪一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書

巻　　　　 次 Ⅶ

シリーズ名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第 190 集

著　 者　 名 稲田　 義弘

編　集　機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310－0911 茨城県水戸市見和 1丁目356 番地の2　　 T EL　O29－225－6587

発 行　機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310－0911 茨城県水戸市見和 1丁目356 番地の2　　 T EL　O29－225－6587

発　 行　 日 2002 （平成 14）年 3月 25 日

ふ　 り　が　な

所 収 遺 跡

ふ りが な

所　 在　 地
コード 北　 緯 東　 経 標　 高 調査期間 調査面積 調査原因

くま　　　やま　い　せき熊の山遺跡 茨城県つくば市大宇島 08220 36 度 140 度 19 19980401 7，786d 島名 ・福田坪

名字香取前 1903 番地は － 3分 3分 ～ ～ 一体型特定土

か 214 41秒 46 秒 20m 19990331 地区画整理事

業に伴う事前

調査

所収遺跡名 種　　 別 主 な時代 主　 な　 遺　 跡 主　 な　 遺　 物 特　 記　 事　 項

熊の山遺跡 集落跡 古　　　　 墳 竪穴住居跡　　 22 軒 土師器　 須恵器

土製品 （土錘 ・土玉＿・

支脚）石器 ・石製品

（紡錘車・勾玉 ・砥石・

石製模造品）鉄製品

平成 13 年度整理分を含めて

過去 5か年間で，古墳時代か

ら平安時代に位置づけられる

1300 軒以上の竪穴住居跡，

120 棟以上の掘立柱建物跡が

調査されている。今年度の調

査区の東部か‘らは，掘立柱建奈 良 ・平妄 竪穴住居跡　　 88 軒 土師器　 須恵器

掘立柱建物跡　 17 棟 土製品 （土錘 ・支脚） 物跡の集中城が確認されてい

大形竪穴状遺構　 4基 石器 ・石製品 （砥石 ・ る。中心となる掘立柱建物跡

土坑　　　　　 14 基

溝跡　　　　　　 2条

井戸彿　　　　 2基

不明遺構　　　 1基

紡錘車）鉄器 ・鉄製品

（刀子 ・鎌 ・鉄 ・紡錘

車・鋤先 ・釘・門金具・

帯金具）

灰粕陶器　 馬骨

皇朝十二銭 （餞益神賓）

銅製品 （鏡 ・腰帯具）

は，三両庇を伴うものである。

1

墓城 中　 近　 世 方形竪穴状遺構　 3基

掘立柱建物跡　 1棟

道路跡　　　　　 3 条

井戸跡　　　　　 1基

陶器　 磁器　 古銭

その他 時　期　不　 明 土坑　　　　　 144 基

溝跡　　　　　　 7条

柱穴列跡　　　　 3基
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

茨城県は，首都圏とつくば研究学園都市を結ぶつくばエクスプレスの早期開通をめざし，新線の建設とそれ

に伴う沿線開発に取り組んでいる。

平成6年8月18日，茨城県知事は，茨城県教育委員会あてに，新線沿線地域の土地区画整理事業地内におけ

る埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育委員会は，平成6年9月19

日から27日にかけて現地踏査を行い，平成7年3月8日，島名・福田坪地区一体型特定土地区画整理事業地内

に熊の山遺跡が所在する旨を回答した。さらに同日，茨城県知事から茨城県教育委員会あてに，同事業に係わ

る熊の山遺跡の取り扱いについて協議があった。

その結果，現状保存が困難であることから，平成7年3月9日，茨城県教育委員会は，茨城県知事あてに，

熊の山遺跡を記録保存する旨を回答し，併せて調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受けた茨城県教育財団は，平成7年4月1日から熊の

山遺跡の発掘調査を開始し，平成7年度は17，167I運の調査を実施した。同様に，平成8年度は16，050汀デ，平成

9年度は33，421汀デの調査を実施した。

平成10年度は，当初の調査予定面積は36，451I葺であったが，遺構が多数確認されたことから，茨城県と協議

の上，24，904謎に面積を縮小して調査した。

第2節　調　査　経　過

平成10年度の調査は，平成10年4月1日から平成11年3月31日までの1年間にわたって実施した。調査区は，

2・4・8・10区である。以下，調査経過について，表に示す。

4　 月 5　 月 6　 月 7　 月 8　 月 9　 月 10　 月 1 1　 月 1 2　 月 1　 月 2　 月 3　 月

2　 区 表土除去 、遺構 討査

4　 区 遺構調査　 ′

［

8　 区 遺構調査

［

1 0　 区

1

．、藩 士除去 、 喜※遼楠瀾庵㌫＋

l　　　　 1　　　　 1　　　　 1

なお，11月24日に茨城県県南都市建設事務所，茨城県教育庁文化課と三者協議を行い，遺構が多数確認され

たために調査の終了が困難との見通しから，調査面積を24，904I葺に縮小することが決定された。今回報告する

調査10区は，当初の予定通り，7，786誠の調査を行った。10月以降は，調査の主力を4区から10区へと移し，

8区と並行して調査を進め，3月からは2区の調査も並行して行った。

10区の調査に当たっては，遺構の覆土が薄く，遺構同士が重なり合っていることから，新旧関係の見極めに

時間をかけて調査を進めた。さらに，掘立柱建物跡の集中域や遺跡の西部を南北に走る大溝と関わるような溝

跡が確認されたことから，集落全体の様相を念頭に置きながら調査を進めた。
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第2章　位置　と環境

第1節　地理的環境

熊の山遺跡は，茨城県つくば市大宇島名字道場前1640番地はかに所在している。

つくば市は，信仰と行楽で名高い筑波山を北端に，南西側に広がる標高約20～25mの平坦な台地上に位置し

ている。この台地は，筑波・稲敷台地と呼ばれ東を霞ヶ浦に流入する桜川，西を利根川に合流する小只川と，

商流する二つの河川によって区切られている。それぞれの河川によって大きく開析された流域には，標高約5

mはどの沖積地が発達している。両河川の間には，東から花室川，蓮沼川，小野川，東谷田川，西谷田川など

の中小河川がはぼ北から南に向かって流れて，台地は浅く開析され谷津や低地が細長く入り組んでいる。

筑波・稲敷台地は，貝化石を産する海成の砂層である成田層を基盤として，その上に竜ヶ崎層と呼ばれる斜

交層理の顕著な砂層・砂礫層，さらに常総粘土層と呼ばれる泥質粘土層（0．3～5．0m），褐色の関東ローム層

（0．5～2．5m）が連続して堆積し，最上部は腐植土層となっている1）。

当遺跡の所在する島名地区は，つくば市の南西部，旧谷田部町域に位置する。当遺跡は，東谷田川と西谷田

川に挟まれた舌状台地上の東谷田川に画した緑辺地に立地し，標高は約20mである。台地は主に畑地として耕

作され両河川の沖積低地は水田として利用されている。当遺跡の調査前の現況は畑地で，主に芝畑として利

用されていた。

第2節　歴史的環境

当遺跡周辺の小貝川や東谷田川，西谷田川，蓮沼川流域の台地上には，縄文時代から中世にかけての遺跡が

数多く存在している。

縄文時代には，小貝川や東谷田川，西谷田川に挟まれた台地上の縁辺部に集落が形成されるようになる。西
さかいまつ

谷田川左岸の台地上に所在する境松貝塚遺跡2）く2〉は谷田部地区の代表的な遺跡であり，前期から中期にか

けての遺構が確認され　とりわけ地点貝塚が確認されたことで注目される。熊の山遺跡周辺では，平成11年度
しまなまえのひがし　　　　　　　　　　　　しまなさかいまつ

からの茨城県教育財団の調査により，当遺跡から約1血南の島名前野東遺跡く36〉，さらに500m南の島名境松

遺跡く38〉に中期や後期の遺構が存在することが明らかになった。

弥生時代の遺跡は当地域では少なく，谷田部地区では，中期から後期にかけての遺物が出土した境松貝塚

遺跡などが確認されているだけである。

古墳時代になると，遺跡数は増加の傾向を見せるようになる。谷田部地区では古墳が数多く存在しており，

昭和34年当時で古墳群11か所，古墳約300基が確認されている3）。それらのほとんどは径10m代の小円墳で卒
しまなくまのやま

り，地域的な群集墳のあり方を示している。当遺跡周辺では，当遺跡の北側に隣接して島名熊の山古墳群く18〉

があり，径7～12m，高さ0．5～1．2mの円墳11基が点在している。当遺跡からは，1辺が10mを超える後期の
しまなせきのだい

大形住居跡が複数軒確認されており，古墳群との関連がうかがえる。さらに，約1血北には島名関ノ台古墳群

く10〉があり，集落としては，今回報告する熊の山遺跡を想定することができる。

熊の山遺跡では，過去5年間の調査により，4～5世紀に台地の縁辺部に集落が出現し，6世紀になって台

地上の全体に広がり，6世紀後半になり急速に発展していく様子が明らかにされている。また，熊の山遺跡周

辺の古墳時代の集落跡としては，平嘩11年度からの当財団の調査により，当遺跡から南へ2血の範囲内に島名
やたべうるし

前野遺跡4）く3〉，島名前野東遺跡，島名境松遺跡，谷田部漆遺跡く39〉などが所在することが明らかになった。
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台地から低地へ下りる緩斜面部に立地する島名前野遺跡と島名前野東遺跡は，前期から後期にかけて断続的に

生活が営まれた集落遺跡である。また，台地の縁辺部に立地する島名境松遺跡は後期，谷田部漆遺跡は中期の
しまなやくし

集落跡である。さらに，当遺跡の南に谷津を挟んで隣接する島名薬師遺跡く7〉からは，後期の所産と考えら

れる遣物が確認されている。これらの遺跡の分布から見ると，4世紀には台地の縁辺部や低地へ下りる緩斜面

部に小集落が形成され　6世紀になると，熊の山遺跡に見られるように，台地のより内陸部まで開墾が進み，

本格的な定住がなされて拠点的な集落形成が進められていった様子がうかがえる。

奈良・平安時代になると，律令体制の確立と共に，谷田部地区は河内郡に編入されることとなる。河内郡衛

は，当遺跡から北東へ4．5血の距離に位置する桜地区の西坪遺跡付近に所在する。『和名類東抄』によれば，谷
やたのわかのいらつ度）

田部地区は河内郡八部郷に属し5），仁徳天皇の妃八田若郎女のために八田部を置いた所と言われており，地

名の語源になっている6）。さらに，島名は『和名類果抄』にある「嶋名郷」に比定されており，当遺跡がこの

地域の拠点的な集落であった可能性が高い。

奈良・平安時代の遺跡は，近年の発掘調査の進行に合わせ，数多く確認されている。平成7年度からの当財
かりまろくじゅうめ

団の調査により，当遺跡の他に，当遺跡から北東約3血の神田遺跡，約3．5血の苅間六十日遺跡7）く37〉，約1

血南の島名前野遺跡，島名前野東遺跡，約3．5血南の根崎遺跡，西栗山遺跡にこの時代の遺構が存在すること

が明らかになった。また，平安時代末には苅間，谷田部，小野崎などに在地領主層が出現したと伝えられてお

り，今後の調査研究が待たれるところである。

中世になると，谷田部地区の大部分は田中荘と呼ばれることになる。鎌倉幕府の成立後，田中荘は小田氏の
ひらいで　　　　　おものい

支配下に入り，室町時代には，小田氏配下の平井手氏が島名・面野井に住していたと伝えられている8）。中世

以降の確認された遺跡は城館跡がほとんどであり，熊の山遺跡周辺では北北東へ約2血の位置に平井手氏の居

城と伝えられる面野井城跡があり，島名前野東遺跡からは方形に巡る堀を伴う居館跡が確認されている。熊の

山遺跡は，中世には広大な墓域となっており，墓境に伴って地下式境や方形竪穴状遺構が多数検出されている。

当遺跡の西側には，13世紀末の開基と伝えられる妙徳寺が隣接しており，墓域との関連がうかがえる。

※文中のく　〉内の番号は，第1図及び周辺遺跡一覧表の該当遺跡番号と同じである。
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第1図　熊の山遺跡周辺遺跡位置図



表1　熊の山遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

時　　　 代

番

号

遺　 跡　 名

時　　　 代

遺　 跡　 名
旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

●

平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

癖

奈

°

平

中

世

近

世

1 熊　 の　 山　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 22 島 名 八 幡 前 遺 跡 0 ○ ○

2 境　 松　 貝　　 塚 ○ ○ ○ ○ 23 島名タカ ドロ遺跡 ○ ○

3 島　名　前　野 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 24 島 名 一 丁 田 遺 跡 ○

4 真 瀬　 山　田　遺 跡 ○ 25 真瀬新田谷津遺跡 ○

5 下河原崎高山遺跡 ○ ○ 26 水 堀　下　道　遺　跡 ○ ○

6 高 田和 田 台 遺 跡 ○ ○ 27 島名 関 ノ台 遺 跡 ○＿

7 島　名　薬　師 遺 跡 ○ 28 高　　 田　　 遺　 跡 ○ ○

8 島 名　榎　内　遺 跡 ○ 29 水　 城　　 遺　 跡 ○

9 谷　 田　 部　 城　 跡 ○ ○ 30 柳　 橋　 遺　 跡 ○ ○

10 島名関ノ台古墳群 ○ 31 苅　間　神　 田　遺　跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 面 野 井 古 墳 群 ○ 32 根　 崎　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○

12 下河原崎高山古墳群 ○ 33 西　 栗　 山　 遺　 跡 ○ ○ ○

13 下 河 原 崎 古 墳 群 〇° 34 真 瀬 三 度 山 遺 跡 ○ ○ ○

14 面　野 井 南　遺 跡 ○ ○ ○ ○ 35 上萱丸古屋敷遺跡 ○ ○ ○ ○

15 島　名　本　田　遺 跡 ○ ○ ○ ○ 36 島 名 前 野 東 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

16 谷田部台町古墳群 ○ 37 苅 問 六 十 日遺 跡 ○ ○ ○ ○

17 島 名榎 内 古 墳 群 ○ 38 島　名　境 桧 遺　跡 ○ ○

18 島名熊の山古墳群 ○ 39 谷　 田　部 漆 遺　跡 ○ ○ ○

19 島名 ツバ タ遺 跡 ○ ○ 40 水 掘 屋 敷 添 遺 跡 ○ ○

20 谷田部台成井遺跡 ○

○ ○

41 水 掘 道 後 前 遺 跡 ○ ○ ○

○ ○21 谷田部福 田前遺跡 ○ 42 平　 後　 遺　 跡 ○
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第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

調査区は，便宜上1～11区に分けられている（第3図）。平成7年度の調査区は1～4区，平成8年度の調

査区は5～8区，平成9年度の調査区は2～9・11区，平成10年度の調査区は2・4・8・10区，平成11年度

の調査区は4・5・8区である。今回報告するのは，平成10年度に調査した10区の7，786I迂分についてである0

調査の結果，古墳時代，奈良・平安時代の集落跡を中心とする複合遺跡であることが確認できた0遺構は，竪

穴住居跡110軒（古墳時代22軒，奈良・平安時代88軒），掘立柱建物跡18棟（奈良・平安時代17棟，中世1棟），

大形竪穴状遺構4基，方形竪穴状遺構3基，土抗158基，溝跡7条，井戸跡3基，道路跡3条，不功遺構1基

などである。出土した主な遺物は，土師器，須恵器，灰粕陶器，柑堀，管状土錘，支脚，紡錘車，支脚，砥石，

腰帯具，鉄鉱，刀子，鎌，鉄斧，釘，門，古銭，不明銅製品などである0

第2節　基　本　層　序

当遺跡は，標高20mはどの平坦な台地上に立地しており，その縁辺部にあたる，調査10区の南西部（QlOe3

区）にテストピットを設定して，基本土層の観察を行った0土層は9層に分層され土層断面図中，第2～7

層が関東ローム層に，第8・9層が常総粘土層に相当する0以下，テストピットの観察から，層序を説明するb

第1層は，黒褐色をした耕作土層である0ローム小ブロック・ローム粒子を中量含み，粘性・締まりとも弱

い。層厚は8～11cmである。

第2層は，暗褐色をしたハードローム層への漸移層である0粘性は普通で，締まりは強い0層厚は15～21cm

である。

第3層は，褐色をしたソフトローム層である0粘性・締まりともに強い0層厚は5～13cmである0

第4層は，褐色をしたハードローム層である0粘性・締まりともに掛、0層厚は11～18cmである。

第5層は，褐色をしたハードローム層で，火山ガラス粒子をわずかに含んでいる0姶良Tn火山灰（AT）

を含む層と考えられる。粘性・締まりともに強い。層厚は4～7cmである0

第6層は，暗褐色をしたハードローム層である0第Ⅱ黒色帯に相当するものと考えられる0粘性・締まりと

19．6m　－

1

2

3

4

5
〝く、′、′憑　′、

7

8

9

第2図　基本土層図

もに強い。層厚は5～11cmである。

第7層は，褐色をしたハードローム層である。粘性・

締まりともに強い。層厚は16～22cmである。

第8層は，にぷい黄橙色をした粘土層である。粘性・

締まりともに特に強い。層厚は10～13cmである。

第9層は，黄橙色をした粘土層である。明黄橙色の砂

粒を少量含んでいる。粘性・締まりともに特に強い。厚

さは20。皿以上あり，下層が末掘のため，本来の厚さは不

明である。

遺構は，第2層上面で確認している。
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第3図　熊の山遺跡調査区設定図
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第4図　熊の山遺跡グリット設定図
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第3節　遺構　と遺物

1　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で，竪穴住居跡22軒を確認した。以下，検出された遺構及び遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第658号住居跡（第5・6図）

位置　調査区東部の013h2区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。本跡は調査7区と10区にまたが

って位置しているため，7区の調査を平成9年度，10区の調査を平成10年度に実施した。

A20．8m

8　　　7

第5図　第658号住居跡実測図
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重複関係　南側部分で第1089号住居跡を掘り込み，中央部を東西に第30号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸10．84m，短軸10．68mの方形で，主軸方向はN－110－Wである。壁高は37～50cmで，各壁

ともほぼ直立する。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

ピット　25か所。調査7区に位置するPl～P22は既に報告済みであり，今回の調査では新たにP23～P25が

検出された。これらのピットは深さ26～30cmで，南壁際の壁溝内に位置しており，壁柱穴と考えられる。

覆土15層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量

2　褐　色　ローム粒子多量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

4　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中量
7　褐　色　ロームブロック多量
8　暗褐色　ロームブロック中量

9　黒褐色　ローム粒子少量
10　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
11褐　色　ロームブロック中量

12　褐　色　ロームブロック多量
13　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
14　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量
15　褐　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片13点（杯6，高杯2，聾5），釘1点が散在した状態で出土している。第6図1は南

西コーナー部の覆土上層から出土している。

所見　本跡の北半部は平成9年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県教育財団文化財調査

報告』第149集を参照されたい。本跡の時期は，聾の口線部につまみ上げが見られ杯が小形であることから，

第149集での報告通り，7世紀前葉と考えられる。この時期の集落は遺跡の北部と南部，西部の3か所に形成

されており，本跡は南部の集落の中心的な住居跡と考えられる。

第6図　第658号住居跡出土遺物実測図

第658号住居跡出土遺物観察表（第6図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴出土位置備　　考

1土師器杯8．0 2．2－雲母・長石橙普通
休部外面へラ削り，内面へラ磨き南西部上層PlOOOl，70％

2土師器嚢［19．0］（5．7）－雲母・長石・石英にぷい橙普通
口緑部内・外面横ナデ覆土中PlOOO2，5％

番号器種長さ幅厚さ重さ材　質 特　　　　　徴 出土位置備　　考

3釘11．45．7 0．4 16．0 鉄頭部は叩きによる造り出し，脚部屈曲。覆土中MlOOO1，100％，PL70

第1089号住居跡（第7～9図）

位置　調査区東部の013i3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　北壁際を第658号住居跡，南西部を第1090号住居跡，中央部から南部にかけてを第1091号住居跡と

第111号掘立柱建物跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸6．53m，短軸5．78mの方形で，主軸はN－140－Wである。壁高は12～38C皿で，各壁とも外

10－
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第7図　第1089号住居跡実測図
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方に若干開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，竃の前面がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁際の中央部に砂質粘土で構築されている。竃の北側部分が調査区域外に位置しているために，壁外へ

の掘り込みや煙道部の形状は不明であり，確認できた規模は，焚口都から火床部まで122cm，両袖部幅150cmで

ある。天井部は崩落しており，土層断面図中，第4層が粘土粒子や砂粒を多量に含んでおり，天井部の崩落土

と考えられる。袖部は良好に遺存しており，両袖とも内側が火熱を受けて赤変している。火床面は，床面と同

じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱を受けて赤変硬化している。また，火床面からは，多量の灰が

検出されている。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒千・秒粒中鼠　焼土粒子・炭化粒

子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒

子微量

3　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭
化粒子微量

4　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒
子微量

5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒
子・砂粒微量

6　暗赤褐色　灰多量，砂粒中量，ローム粒子・焼土ブロック・炭化
粒子・粘土粒子少量

7　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ロームブロック・
砂粒・灰微量

8　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・砂粒・粘土粒子中量，ローム粒
子少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは60～93cJnである。P5は深さ38C皿で，南壁際の中央部

に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。また，壁柱穴と考えられる小ピット6か所が壁構

内から検出されている。

覆土　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子　4　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　6　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片55点（杯28，高杯3，鉢1，整23）が竃付近の床面を中心に出土しており，図示した

遺物はいずれも本跡に伴うものと考えられる。第8・9図1～15・18～20・22は竃の西側の床面からまとまっ

て出土しており，いずれも完形，または完形に近い状態で検出されていることから，住居廃絶時に遺棄された

ものと考えられる。竃の手前からは2卜23・24がいずれも破片の状態で出土している。また，火床部からは多

量の灰が検出され　その中には貝殻片が微量含まれていたが，いずれも細片のため同定には至らなかった。

所見　竃の西袖脇の床面から杯類がまとまって出土しており，その付近が供膳具類の保管場所として椀能して

いたと推測される。時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

第8図　第1089号住居跡出土遣物実測図（1）
－12－



第9図　第1089号住居跡出土遺物実測図（2）
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第1089号住居跡出土遺物観察表（第8・9図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師器 杯 1 3．8 4．6 － 赤 色 粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 竃西側床面 P lOO52，100％，PL 39

2 土 師器 ま不 14．2 4．4 － 長 石 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 竃西側床面 P lOO53，90％，PL 39

3 土 師 器 杯 13．9 5 ．3 －
赤 色 粒子 にぷい褐 普通 体部内両横ナデ後へラ磨き 竃西伽 床面 P lOO54，80％，PL 39

4 土 師 器 杯 － （4．0） －
石 英 ・赤色粒子 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 竃西側 床面 P lO O5 5 ，8 0 ％

5 土 師 器 杯 － （5．0） － 長 石 ・赤色粒子 灰黄褐 普通 傭外面へラ削り，内面横げ ，底部木葉痕 北西部床面 P lOO56，95％，P L39

6 土 師 器 杯 13．0 3 ．9 －
長 石 ・赤色粒子 灰褐 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 竃西側床面 P lOO57，100％，PL 39

7 土 師 器 杯 13．0 5 ．0 － 雲 母 ・赤色粒子 赤褐 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き 竃西側床面 PlOO58，95％，P L39

8 土 師 器 杯 13．0 4 ．6 －
雲 母 ・赤色粒子 にぷい褐 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 竃西側床面 PlOO59，95％，P L39

9 土 師 器 杯 13．4 4 ．3 －
雲 母 ・赤色粒子 にぷい赤褐 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 竃西側床面 PlOO60，95％，P L39

10 土 師 器 杯 － （4．8） －
長 石 ・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ 竃西側床面 PlOO61，90％，P L39

11 土 師 器 杯 11．8 4 ．5 －
雲 母 ・赤色粒子 にぷい褐 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 竃西側床面 PlOO62 ，95％，P L39

12 土 師 器 杯 14．0 5．1 －
雲 母 ・赤色粒子 灰褐 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 竃西側床面 P lOO63 ，90％，P L40

13 土 師 器 杯 12．9 4 ．8 －
長石 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 竃西側床面 P lOO64 ，80％，P L40

14 土 師 器 杯 14．0 4 ．5 － 雲母 ・赤色粒子 褐灰 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 竃西側床面 P lOO65，70％，P L 40

15 土 師 器 杯 13．8 4．0 －
雲 母 ・赤色粒子 にぷい褐 普通 体部外面へラ削 り，内面ナデ 竃西側床面 P lOO66，70％，P L 40

16 土 師器 ゴ不 ［13．3］ 6．5 － 雲 母 ・赤色粒 子 にぷい褐 普通 体部外面へラ削 り，内面ナデ 北東部下層 P lOO67，50％，PL 41

17 土 師器 ゴ不 － （4．4） － 長 石 ・赤色粒 子 にぷい赤褐 普通 体部外面へラ削 り，内面ナデ 竃西側床面 P lOO68，40％，PL 41

18 土 師器 鉢 2 1．8 8．7 －
雲 母 ・赤色粒 子 にぷい褐 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き 竃西側床面 P lOO69，70％，PL 40

19 土 師器 高　　 杯 1 5．0 13．7 11．2 雲 母 ・長石 にぷい橙 普通 口緑部・榔外面横げ ，榔 内面へラ削り 竃西側床面 P lOO70，95％，PL 40

20 土 師器 高　　 塀 ［14．0］ 9．8 11．6 石 英 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 口緑部外面横ナデ，杯部内面へラ磨き 竃西側床面 P lOO71，70％，PL 40

2 1 土 師 器 高　　 杯 1 2．7 12．8 ［12．3］ 長 石 ・石英 にぷい橙 普通 杯部・脚部外面へラ削り後，ヘラ磨き 竃手前床面 P lOO72，80％，PL 40

22 土 師 器 嚢 ［1 5．7］ 14．4 ［5．7］ 雲 母 ・赤色粒子 橙 普通 体部外面削り，内面へラげ，底部へラ削り 竃西側下層 P lO O7 3 ，5 0％

23 土 師 器 嚢 16．5 （2 0．2） －
雲 母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 竃手前床面 P lO O7 4 ，4 0％

24 土 師 器 嚢 ［2 3．0］ （14．7） －
雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部外面げ ，内面へラげ ・指頭痕有り 竃東側床 面 P lO O7 5 ，2 0％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

25 支　 脚 15．1 5．5 5．6 （441．0） 土　 製 円筒状，ナデ，被熱痕有 り。 竃火床面 D PlOOO4，80％，PL66

第1090号住居跡（第10図）

位置　調査区東部の013i3区に位置し，平坦な台地の南端部に位置している。

重複関係　北東部で第1089号住居跡を掘り込み，東側部分を第1091号住居跡，西側部分を第1096号住居跡，北

側部分を第111号掘立柱建物跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　南北軸は3．30mで，東西軸は東側部分を第1091号住居跡に掘り込まれ3・00mだけが確認できた。

西側部分の形状から，N－90－Wを主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は15cmで，各壁とも外

債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，竃の前面から出入り口施設にかけてよく踏み固められている0壁溝は確認された壁際を巡り，

全周していたと推定される。

竃　北壁に砂質粘土で構築されている。竃の中央部を第111号掘立柱建物跡に掘り込まれているために，火床

部の様相は不明であり，袖部の遣存状態も悪い。規模は焚口部から煙道部まで85cmで，壁外への掘り込みはほ

とんどなく，煙道は外債して緩やかに立ち上がる。

ピット　3か所。PlとP2は深さがそれぞれ12cmと20cmで，いずれも南壁際の竃と対する位置にあり，硬化

面を挟むように東西に並列していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられるo P3は深さ37cmで，

－14－



形状から主柱穴の可能性があるが，対応する柱穴は認められない。

覆土12層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子

・粘土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗褐色

8　暗褐色
9　暗褐色
10　褐　色
11褐　色
12　褐　色

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量
ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片63点（杯10，高杯2，聾51）がほぼ全域から散在した状態で出土している。それらの

大部分は細片で，破断面が摩滅しており，本跡の廃絶後に混入したものと考えられる。図示できた土器は2点

で，第10図1は西壁際の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後葉から7世紀前葉と考えられ本跡はこの時期にあっては最も小

形の住居跡である。

‾、l－　ノ

第10回　第1090号住居跡・出土遺物実測図

第1090号住居跡出土遺物観察表（第10図）

∈3♂2

0　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　：　　　」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　　j　　　＿＿」

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器杯［13．8］（3．4）－長石・赤色粒子
にぷい褐普通体部外面へラ削り，内面ナデ西壁際床面PlOO76，5％

2土師器嚢 －（3．2）－雲母・長石・石英にぷい黄橙
普通口緑部横ナデ 南西部覆土中PlOO77，5％
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第1092号住居跡（第11図）

位置　調査区東部のP13e7区に位置し，南に傾斜する台地の縁辺部に立地している。

重複関係　中央部を南北に第73・74号滞跡，西部を第1088号住居跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　後世の耕作あるいは整地により南側部分を削平されているため，東西軸は4．65m，南北軸は2．60

mだけが確認され　北側部分の形状からN－140－Wを主軸とする方形または長方形と推定される。壁の立ち

上がりは北壁と西壁の一部で確認され，壁高は4cmのため，立ち上がり具合は判然としない。

床　竜の周囲から硬化面が確認され　それ以外の部分は床面まで削平されているために不明である。壁溝は確

認された壁際を巡っている。

竃　北壁中央部を壁外に30cmはど掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで

100cm，両袖部幅110cmである。袖部の遺存状態は良好で，床面と同じ高さの地山面の上に砂質粘土を用いて構

筆されている。火床面は北壁ラインより内側に位置しており，床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火

熱を受けてわずかに赤変している。煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

覆土　床面が露出した状態で検出されたため，不明である。

遺物出土状況　土師器片5点（杯2，高杯1，整2）が火床部から出土しただけである。第11図1は火床面か

ら出土した破片3点が接合されたものである。

所見　本跡の時期は出土土器から6世紀後半と考えられ　本跡の南側部分は台地から低地へ下りる急斜面部で

あることから，黒色土層中に床が構築されていたと考えられる。

＼
第11図　第1092号住居跡・出土遺物実測図
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第1092号住居跡出土遺物観察表（第11図）

番 号 種 別 券　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備　　 考

1 土 師 器 高　　 杯 － （5．2） 12 ．0 赤 色 粒 子 に ぷ い橙 普 通 裾部内・外面へラ削り，下端横ナデ 竃 火 床 面 P lO lO O， 2 0％

第1098号住居跡（第12～14図）

位置　調査区東部のP13g3区に位置し，南側に傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　東側部分を第1097号住居跡，北壁部を第1210・1219号土坑，中央部を第1211・1212・1213・1221号

土坑，第79号溝跡，西側部分を第1099号住居跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　本跡の南側部分が後世の耕作あるいは整地により削平されているために，東西軸は8・25m，南北

第12回　第1098号住居跡実測図
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軸は4．60mだけが確認され，北側部分の形状からN－220－Wを主軸とする方形または長方形と推定される。

壁の立ち上がりは北壁と西壁の一部で確認され　北壁の最も残りのよい部分の高さが31cmで，いずれの壁も直

立している。

床　はぼ平坦で，壁際を除きよく踏み固められている。壁溝は，確認された壁際を巡っており，全周していた

と推定される。

竃　北壁の中央部を壁外に50cmはど掘り込んで構築されており，規模は，焚口部から煙道部まで140cm，両袖

部幅105cmである。天井部は崩落しており，土層断面図中，第1層が粘土粒子や砂粒を多量に含み，天井部の

崩落土と考えられる。袖部は遣存状態が良好で，床面から火床部に向かって緩やかに懐斜した地山面上に砂質

粘土で構築されている。火床面は床面の高さから10C皿はど皿状に掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬

化している。また，火床面直上からは灰が多量に検出され　層状をなしており，貝殻片が微量出土している。

煙道は，火床部から緩やかに外債した後，急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1暗　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子中量，ローム粒子少

量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少

量，炭化粒子数量

4　暗　赤　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・粘土粒子少量，
炭化粒子微量

5　暗赤　褐　色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子・砂粒少
量，粘土粒子微量

6　極　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂粒微量

7　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・砂粒少量，
粘土粒子微量

8　暗赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子・
粘土粒子微量

9　暗　赤褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，
ロームブロック微量

10　暗赤褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子・砂粒微量

11黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，灰微量
12　暗赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
13　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，灰少量，ロームブロック

微量
14　にぷい赤褐色　灰多量，焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　2か所。主柱穴はPl・2の2か所で，深さはそれぞれ100cmと103cmを測る。Pl・2に対応する主

柱穴は，削平により遺存していない。

覆土11層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック・砂

粒微量
4　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物・砂粒微量

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

10　黒　褐　色

11黒　褐　色

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子数量
ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物・砂粒微量
ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片79点（杯7，高杯4，聾67，甑1），土製紡錘車1点，鉄津1点が覆土下層を中心に，

北部域から散在した状態で出土している。杯は黒色処理が施された模倣杯が主体を占め，第13・14図1～4・

6は床面直上からの出土である。8と10は竃付近の覆土下層から出土した破片が接合されたものであり，出土

位置から竃で使用されていたと考えられる。また，火床部から灰とともに検出された貝殻片は，微小のため同

定には至らなかった。

所見　本跡の南半部分が削平されているために，全体の形状を把握することはできなかったが，東西軸が8m

を超えていることや主柱穴の深さが1mに達することなど，作りの堅固な大形の住居跡であったことが推測さ

れる。時期は，出土土器から6世紀中葉と考えられる。

第13図　第1098号住居跡出土遺物実測図（1）
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第14回　第1098号住居跡出土遺物実測図（2）

第1098号住居跡出土遺物観察表（第13・14図）

’：二を一

口

・：11

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　＿＿」　　　　」

番号種別券　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴
出土位置 備　　考

1土師器杯 13．9 4．4 －長石・赤色粒子にぷい橙
普通体部外面へラ削り，内面横ナデ中央部床面PlO127，95％，PL41

2土師器珂こ［13，3］4．0 －長石・石英にぷい橙普通
体吾β外面へラ削り，内面横ナデ北西部床面PlO128，60％

3土師器杯 －（4．7）－
石英・赤色粒子橙 普通体部外面へラ削り，内面へラ磨き中央部床面PlO129，60％

4 土師器杯［14，1］5．1 －赤色粒子 にぷい橙普通
体酎桶へラ削，内醐げ禍痕有り北壁際床面PlO130，65％

5 土師器杯［12．0］5．0 －石英・赤色粒子にぷい橙普通
体部外面へラ削り，内面横ナデ中央部下層PlO131，40％

6 土師器杯［13．9］4．3 －赤色粒子 黄灰
普通体部外面へラ削り，内面横ナデ中央部床面PlO132，30％
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番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　　 考

7 土師器 i不 ［9．2］ （4．2） － 石英 ・赤色粒子 にぷ い黄橙 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 北西部下層 P lO 133，20％

8 土師器 嚢 15．0 （16．3） － 石英 ・赤色粒子 にぷ い赤褐 普通 傭 外面へラ削り後へラ磨き，内面へラげ 竃東側床面 PlO 134，50％，PL 41

9 土師器 聾 － （11．2） 9．6 石英 ・赤色粒子 にぷ い橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 中央部下層 P lO 135，20％

10 土師器 甑 28．3 （22．0） － 石英 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 休部外面へラ削り，内面へラげ 後へラ磨き 竃 手前下層 PlO 136，40％，PL 41

番号 器 種 最大径 厚 さ 孔 径 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

11 紡錘車 （4．0） 3．0 0．9 （22．6） 土　 製 ナデ，にぷい橙色を呈する。 北西部覆土中 D PlOO12，45％，PL67

第1251号住居跡（第15・16図）

位置　調査区東部のP13d2区に位置し，南に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　北東部を第1250・1252号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸7．20m，短軸7．02mの方形で，主軸はN－30－Eである。壁高は北壁の最も残りのよい部

分で21cmを測り，各壁とも外方に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁中央部を掘り込んで，砂質粘土で構築されている。東側部分を第1252号住居跡に掘り込まれているた

第15図　第1251号住居跡実測図
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めに，西袖の一部が確認できただけである。

ピ再　4カ所。主柱穴はPlへ『P3が相当し，深さ43～54cmである。北東コーナー寄りに配されていたと推

測される主柱穴は，第1250号住居跡によって掘り込まれておりタ検出されなかった。㌘4は深さ39。mで，南壁

際中央部の竃と対する位置にあり，出入りロ施設に伴うピットと考えられる。またヲ深さ10。mほどの小ピット

4か所が壁溝内から検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆並　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

l　暗　褐　色　ローム粒子中量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，砂粒微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　砂粒微量
6　暗　褐　色　ローム粒子中鼠　廃土粒子少量

遺物出土状況　土師器尉5点（杯6，高杯主要8），須恵器片4点（杯身上杯蓋1，壷2）㍉鉄鉱2点，刀

子2点が床面を中心に散在した状態で出土している。いずれも細片のため，図示できたのは4点だけである。

第摘図2の須恵器杯蓋は南西部の床面から出土しており，天井部に扁平な擬宝珠状のつまみを有している。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀後半と考えられる。この時期になると，小形住居が増加する傾向に

あり，本跡もその典型である。

第相聞　第12別号住居跡出土遺物実測図

第且251号住居跡出土遺物観察表（第16囲）
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等

0　　　　　　　　　　5cm』

番号種別器種序径器高底径 胎　土 色調i焼成 手法の特徴 i出土位置 備　　考

1 須恵器
杯　身巨8・8］仕8）－

i長石 黄灰　 i普通体部ロクロげ　 ！南郷覆土中ipユ0145プ　5％

2 須恵器
杯　可 （2．3）－長石e石英

灰　 ！普通序井部右回りの纏へラ削りi南西部床面
PlO146，10％

3 土師器
高　杯i 仕4）［14．2］長石・石英 にぷい橙i普通裾部横ナデ　　　 極東部覆土中PlO147学　5％

4 土師器
嚢　巨18・8］ほ6）－雲母e長石・石英

明赤褐！普通桓緑部横ナデ　　 極東部覆土中
PlO148，5％

二＿l：＿：＿＿ll＿l＿＿：＿l1－‾＿l：：‾：‾：‾l：：l：：＿l＿l：‾＿＿：l＿‾l：‾＿＿＿：‾‾‾ll＿＿l＿＿＿　＿l＿＿：l＿＿＿＿
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番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

6 鉄 （9．3） 0．5 0．4 （6．8） 鉄 箆被部か ら茎部にかけての破片，棟状関有 り。 中央部床面 M lOO 38，PL 69

7 刀　 子 （4．3） 0．9 0．3 ほ7） 鉄 茎部の破片，片 関。 北壁際床面 M lOO 39

8 刀　 子 （5．0） 1．4 0．4 （6．2） 鉄 刃先部 ・茎尻部 欠損，両 関 カ。 覆土中 M lOO 40

第1254号住居跡（第17～19図）

位置　調査区東部のP13b3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　南側部分を第1252号住居跡，北東部を第1253号住居跡，西側部分を第1255号住居跡，中央部から北

側部分にかけてを第96号掘立柱建物跡と第114号掘立柱建物跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　南側部分を第1252号住居跡に掘り込まれているため，南北軸は前述住居跡の床下から検出された

出入り口ピットの位置から5．50m前後と推測される。東西軸は6．02mであり，N－50－Wを主軸とする方形

と考えられる。壁高は最も残りのよい北壁で23cmを測り，各壁ともほぼ直立している。

床　はぼ平坦で，全体的によく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部を壁外に20C皿はど掘り込んで砂質粘土で構築されている。中央部から西側部分を第96号掘立

第17図　第1254号住居跡実測図
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柱建物跡に掘り込まれているため，東袖部と煙道部の一部のみが確認された。煙道は火床部から外憤して緩や

かに立ち上がる。

ピット　確認されたピットは5か所で，そのうち㌘1は第1253号住居跡の床下から，㌘2・3。5は第1252号

住居跡の床下から検出されている。主柱穴は㌘1～㌘4の摘ゝ所が相当しぎ　㌘4だけは他遺構との重複を受け

ずに本来の形状を留めて深さ44cmを測りタ　その他の柱穴の深さは21～32cmである。竃と対する位置にある㌘5

は深さ16cmでヲ　竃に向かって斜めに掘り込まれており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆豊　2層からなりタ　ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量

遺物出立状況　土師器片端点（杯3軋要路　甑1が北壁寄りの覆土下層を中心に出土している。竃周辺では，

第18019図5が竃の火床部，20607が竃手前の床面から出土しタ　また，8が竃手前の床面から破砕された

状態で一括して検出されており芦　これらは出土位置から見て竃で使用されていたものと考えられる。

所見　本跡で他遺構との重複を受けていない部分はわずかに北西部分だけであり，本来の形状を把握すること

はできなかった。時期は，出土土器から7世紀前葉と考えられる。

ニーン／・・

第肇8図　第且254号住居跡⑳出土遺物実測図
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第19回　第1254号住居跡出土遺物実測図

第1254号住居跡出土遣物観察表（第18・19図）

番 号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　　 考

1 土 師器 杯 ［13 ．6 ］ （4．0） － 石 英 ・赤 色粒 子 橙 普 通 体部外面へラ削 り，内面検ナデ P 4 覆 土 中 P lO 17 7 ，7 0％

2 土 師器 土不 ［12 ．0 ］ （3．5） － 雲母 ・長石 ・石英 明 赤 褐 普 通 休部外面へラ削 り，内面横ナデ 奄 手 前 床 面 P lO 17 8 ，2 0％

3 土 師 器 杯 － （3．2） － 雲 母 褐灰 普 通 体部夕欄へラ削り，内面放射状の暗文 覆 土 中 P lO 179 ，2 0％

4 土 師 器 嚢 ［18 ．2 ］ 13 ．7 9．0 長 石 ・石 英 に ぷ い橙 普 通 休部外面へラ削り，内面へラナデ 北 西 部 下層 P lOl軌 60％，PL41・糾

5 土 師 器 聾 ［22 ．0 ］ （10 ．9 ） － 雲母 ・長石 ・石英 灰 褐 普通 休部外面へラげ ，内面げ 瀾 諏 有り 竜 火 床 部 PlO181，2吼 傭 外面靴 鮒 着

6 土 師 器 聾 ［13 ．0］ （1 1．8 ） － 石 英 ・赤 色 粒 子 橙 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ・給積み痕有り 寵 手 前 床 面 P lO 182 ， 30 ％

7 土 師 器 要 ［19 ．0］ （10 ．0 ） － 雲母 ・長石 ・石英 に ぷ い赤 褐 普通 体 部 内 ・外 面 へ ラナ デ 竃 手 前 床 面 P lO 183 ， 10 ％

8 土 師 器 甑 ［2 6．0］ 32 ．5 10 ．6 雲母 ・長石 ・石英 にぷ い橙 普 通 体馴 面へラ磨き，内面へラげ ・指頭痕有り 薗 手 前 床 面 P lO 184，50％，PL 41

第1303号住居跡（第20・21図）

位置　調査区西部のQlOb8区に位置し，東側の埋没谷に向かって緩やかに懐斜した台地の南端部に立地してい

る。

重複関係　西側部分を第1304号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．42m，短軸5．31mの方形で，主軸はN－90－Wである。壁高は最も残りのよい部分で5

cmしかなく，壁の立ち上がりは判然としない。

床　ほぼ平坦で，竃の前面から硬化面が検出されたものの，それ以外の床はやや軟弱である。壁溝は，確認さ

れた壁際を巡っていることから，全周していたと推定される。

竃　北壁の中央部を壁外に15C皿はど掘り込んで，砂質粘土で構築されている。焚口部から煙道部まで65cmを測

ーご・1



り，袖部は退存状態が悪いために，その痕跡が確認されただけである。付近の床面から粘土粒子や砂粒が検出

されており，竃材の一部と考えられる。火床部は床面よりわずかに低くなっており，火熱を受けて赤変してい

るが硬化しておらず，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

富士層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック中量

2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒

子少量

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4が相当し，Pl・2の深さはそれぞれ62cmと34cmで，P3・4は第1304

号住居跡の床下から検出され　深さ35cJnと28cmである。P5は深さ27cmで，南壁際中央部の竃と対する位置に

あり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。また，P6は深さ30cmで，南東コーナー部の壁溝内から検出

されており，壁柱穴と考えられる。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ロームブロック少量
3　暗褐色　ロームブロック中量

4　極暗褐色　ロームブロック中量

5　黒褐色　ロームブロック・ローム粒子・廃土ブロック・粘土粒子
少量

遺物出土状況　土師器片21点（杯11，婆10）が中央部の覆土下層を中心に出土しており，これらのほとんどは

住居廃絶後の埋没途中に投棄されたものと考えられる。杯は黒色処理された模倣杯が主体を占め，第21図1～

⑥l七，。b8叫再
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3は北東部の床面に重ねられた状態で検出されている。さらにその東側の床面から7が出土しており，これら

は住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　本跡は，床が軟弱であることや竃の火床部に使用した痕跡があまりみられないことなどから，存続期間

が短かったと推測され時期は出土土器から6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。

喝蜜轡

第21図　第1303号住居跡出土遺物実測図

第1303号住居跡出土遺物観察表（第21図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師 器 杯 13．0 5．0 － 石 英 ・長石 にぷい橙 普通 体酎帽へラ削り後へラ磨き，内面へラ磨き 北東部床面 P lO2 10，90 ％，PL 42

2 土 師 器 杯 13．9 4．7 － 石 英 にぷい黄橙 普通 休部外面へラ削り，内面横ナデ 北東部床面 P lO2 11，90 ％，PL 42

3 土 師 器 杯 13．0 5．6 7 ．4 赤 色粒 子 にぷい黄橙 普通 体部外面げ ，下端へラ削り，内両横げ 北東部床面 P lO2 12，90 ％，PL 41

4 土 師 器 杯 ［1 1．2］ 4．3 － 赤 色粒 子 にぷい赤 褐 普通 体部外面へラ削り，内面検ナデ 中央部床面 P lO 213 ， 30 ％

5 土 師 器 杯 ［14．3］ （3．4） － 長 石 にぷい橙 普通 体 部内 ・外面へ ラ磨 き 北東部床面 P lO 214 ， 30 ％

6 土 師 器 聾 ［17．8］ （14．2） － 長 石 ・赤色粒 子 にぷい橙 普通 l柑外面へラ紳）・給積み痕，内面へラげ 中央部床面 P lO 215 ， 40 ％

7 土 師 器 嚢 （6．3） 8．8 雲母 ・長石 ・石英 にぷい黄橙 普通
体部外面へラ磨き，内面へラナ

デ・輪積み痕，底部へラ削り
北東 部床面

P lO2 16，10 ％ ，休 部

外面炭化物付着

第1305号住居跡（第22・23図）

位置　調査区西部のQlOc4区に位置し，南に向かって緩やかに傾斜した台地の南端部に立地している。

重複関係　東側部分を第1297号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6．46m，短軸5．97mの方形で，主軸方向はN－40－Wである。壁高は最も残りのよい北壁

一一　26－
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で28cmを測り，各壁ともほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，規模は，焚口部から煙道部まで130cm，両袖部幅110cmで，壁外への掘り

込みは認められない。袖部は，火床部に向かって傾斜した地山面の上にローム土混じりの砂質粘土を用いて構

築されている。火床部は，床面から20cmはど掘りくぼめた後，焼土混じりのローム土を床面と同じ高さまで埋

め戻して使用しており，作り替えの可能性が指摘される。煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がり，そ

の北寄りの部分からは深さ25cmのピット2か所が煙道を挟むように並んで検出されている。両ピットとも粘土

部分を貫通して，底部は地山面まで達しており，防火壁的な施設のピットの可能性も考えられるが，用途につ

いては判然としない。

竃土層解説

1　褐　　　　色

2　暗　褐　色

3　にぷい赤褐色

4　にぷい赤褐色

5　暗赤　褐色

6　にぷい赤褐色

7　暗赤　褐　色

ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量
焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子少量

焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少
量

焼土ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒

子少量

8　暗赤　褐　色

9　暗赤　褐　色
10　にぷい赤褐色

11暗　褐　色
12　灰　褐　色

13　にぷい赤褐色
14　暗赤　褐　色
15　褐　　　　色

焼土ブロック中量，炭化粒子少量
焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒
子少量
粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子少量
粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量
焼土ブロック・炭化粒子中量

ロームブロック中量，焼土ブロック少量
ロームブロック中量，焼土ブロック・焼土粒子少量

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4の4か所で，深さは59～67cmである。P5・P6は，深さがそれぞれ29

cmと36cmで，南壁際の中央部に主軸と同じ方向に並んで位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。

貯蔵穴　径100cmはどの円形で，深さは25cmを測り，竃の東側に付設されている。底面は平坦で，壁は外傾し

て立ち上がる。

貯蔵穴土層解説

1暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少　4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量
3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　極暗褐色　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒

子少量

遺物出土状況　土師器片57点（杯2，鉢1，聾54），不明鉄製品2点，土製支脚1点がほぼ全域から散在した

状態で出土している。第23図2は西壁際の床面直上からの出土である。聾は竃周辺に集中しており，とくに6

は竃東側の貯蔵穴から破片の状態で一括して検出されている。また，7は西袖部付近，8の支脚は火床部から

出土しており，いずれも竃で使用されていたものと考えられる。9の不明鉄製品は南壁際の覆土上層から出土

しており，長さ12cmはどの棒状を皇し，紡錘車の紡輪の可能性が高く，投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から7世紀前半と考えられる。本跡は，他の住居跡と重複しておらず，7世紀代の住

居の形態や土器の様相を窺い知ることのできる良好な資料といえる。また，本跡の西側は調査区域外になって

おり，当該期の集落はさらに西方に広がる可能性がある。
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第1305号住居跡出土遺物観察表（第23図）

番号 種 別 券　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師器 土不 12．4 4．5 － 石 英 ・赤色粒子 にぷい赤褐 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ 貯蔵穴上層 P lO233，1の％，PL 42

2 土 師器 坪 10．8 4．5 －
長石 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ 西壁際床面 P lO234，80％，P L 42

3 土 師器 鉢 ［16．0］ （8．7） － 長石 ・赤色粒子 橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き 南東部床面 P lO2 35 ， 20％

4 土 師器 賓 24．0 33 ．3 8．4 雲母 ・長石 ・石英 にぷい赤褐 普通 体部外面へラ磨き，内面へラナデ 貯蔵穴上層 P lO236，60％，P L 42

5 土 師器 聾 ［25．6］ （16．7） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部 内 ・外面へ ラナデ 竃西側床面 P lO2 37 ， 20％

6 土 師器 要 － （16．2） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい赤褐 普通 体部外面へラ磨き，内面へラナデ 貯蔵穴上層 P lO2 38 ， 20％

7 土 師器 聾 ［22．8］ （12．0） － 長石 ・石英 橙 普通 休部外面へラけ 内面げ ・絵積み痕有り 寵西側床面 P lO2 39 ， 20％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

8 支　 脚 （7．5） （4．8） （4．1） （144．0） 土　 製 ナデ，被 熱痕有 り。 寵火床部 D P lOO l l

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 材　 質 特　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

9 不　 明 （11．9） 0．6 0．5 （9．5） 鉄 断面方形 の棒状 ，紡錘車の軸 ヵ。 南西部上層 M lO O50

10 不　 明 （3．1） 0．5 0．4 （2．2） 鉄 断面方形の棒状，紋の茎部或いは紡錘車の軸ヵ。 西壁際中層 M lOO 5 1

第1309号住居跡（第24・25図）

位置　調査区西部のQlOa3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長軸3．75m，短軸3．48mの方形で，主軸方向はN－40－Wである。床面が露出した状態で検出

されたため，壁の立ち上がりは確認できなかった。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

宗　達存状態が悪く，北壁中央部の壁際から火床面が確認されただけである。付近の床面に粘土粒子や砂粒が

散在しており，竃材の一部と考えられる。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱を

受けて赤変硬化している。

第24図　第1309号住居跡実測図
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ピット　1か所。Plは深さ21cmで，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。

貯蔵穴　長軸50cm，短軸40cmの長方形で，深さは28cmであり，北東コーナー部に位置している。底面は平坦で，

壁は外傾して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　土師器片8点（高杯1，饗7）が床面から散在した状態で出土している。第25図1は北西コー

ナー部の床面，2は南東コーナー部の床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，竪穴部に主柱穴をもたない小形の住居跡である。時期は，出土土器から7世紀前半と考えられ

る。

第25図　第1309号住居跡出土遺物実測図

第1309号住居跡出土遺物観察表（第25図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　】　　　！

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器高　　杯［12．2］ほ2）－長石・石英にぷい褐普通坪部内・外面へラ磨き北西部床面PlO254，10％

2土師器襲 －（3．6）［8．6］雲母・長石灰褐
普通体部・底部外面へラ削り，内面へラナデ南東部床面PlO255，5％

第1317号住居跡（第26図）

位置　調査区西部のPlOh7区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　西側部分を第1318号住居跡，北側部分を第1102号土坑，中央部を第1287号土坑にそれぞれ掘り込ま

れている。

規模と形状　長軸4．70m，短軸4．40mの方形であり，主軸方向はN－30－Eである。壁の残存高は最も残り

の良い部分で5cmのため，壁の立ち上がり具合は判然としない。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は周回している。

竃　北壁際に竃材の一部と考えられる粘土粒子や砂粒が散在していることから，北壁の中央部を第1102号土坑

に掘り込まれたことにより摩滅したと考えられる。

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは50～64cmである。P5は深さ19cmで，南壁際の中央部に位置

しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土居解説
1　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ロームブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片27点（杯9，高杯1，肇15，甑2），土製支脚2点，刀子1点，不明鉄製品（釘ヵ）

1点が床面や覆土下層を中心に出土している。第26図3・6はP3の覆土中から出土しており，4は北西部の
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覆土下層と中央部の床面から出土した破片が接合されたものである。

所見　本跡の竃部分は土坑に掘り込まれており，様相は不明である。時期は，出土土器から7世紀前半と考え

られる。

」‾：l当 t‾l、ノ

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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！　　　：　　　！

第26図　第1317号住居跡・出土遺物実測図

第1317号住居跡出土遣物観察表（第26図）

可5 ′紺
0　　　　　ノ　5cm

！　　：　　j

番号種別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1 土師器 杯 ［12．2］（4，0）－赤色粒子 褐灰
普通休部外面へラ削り，内面放射状の暗文覆土中 PlO315，30％

2 土師器 杯 ［11．9］（2．7）－
赤色粒子 にぷい橙普通休部外面へラ削り，内面横ナデ南壁際床面PlO316，10％
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‾番号 種 別 器　 種 口径 器高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

3 土師器 杯 ［10．6］ （2．9） － 雲母・赤色粒子 にぷい褐 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ P 3 覆土中 P lO317，5 ％

4 土師器 棄 ［22．2］ （7．4） 雲母・長石・石英 にぷい橙 普通 体部外面ナデ，内面へラナデ
北部・中央

部床面
P lO318，5 ％

番一号 券 種 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5 刀　 子 （5．5） （1．3） 0．3 （7．8） 鉄 刃 部の破片 ，刃先 部欠損。 覆土 中 M lO O7 0，P L 6 8

6 釘 （4．0） 0．6 0．5 （5．4） 鉄 頭部 欠損 ，脚 部は攣 曲。 P 3 覆土 中 M lO O7 1

第1320号住居跡（第27・28図）

位置　調査区西部のPlle2区に位置し，南東側の埋没谷に向かって緩やかに傾斜した斜面部に立地している。

重複関係　南側部分を第1319号住居跡，第1149・1230・1231号土坑，北側部分を第1147・1148号土坑に掘り込

まれている。

規模と形状　長軸5．80m，短軸5．69mの方形で，主軸方向はN－780－Eである。壁の残存高は18～37cmで，

各壁とも直立する。

床　はぼ平坦で，全体的によく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　2か所。竃1は西壁の中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで75cm，両袖部幅120cmで，

壁外への掘り込みはない。天井部は崩落しており，袖部は床面と同じ高さの地山面の上に砂質粘土で構築され

ている。土層断面図中，第7層が粘土粒子や砂粒を多量に含み天井部の崩落土と考えられ，第6～9層は断ち

割りした袖部の土層である。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火熱を受けてわずかに赤変

しており，煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がっている。また，竃構築材を除去したところ，火床部や袖部

の下から壁溝と床面が確認されたことから，竃1は竃の作り替えに伴って新たに構築されたものと考えられる。

竃1への移築以前に使用されていた竃2は既に破壊され遺存していないものの，北壁の中央部から煙道部と思

われる赤変した部分と付近の壁面や床面から竃材の一部の流出とみられる粘土粒子や砂粒が検出されており，

北壁際の中央部に付設されていたと考えられる。火床部や焚口部と推定される部分の痕跡は，第1147号土坑に

掘り込まれたことにより確認されなかった。

竃1土層解説
1　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子・砂

粒少量

2　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土ブロック・
炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，炭化物少量
4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化物・粘土粒

子・砂粒少量
5　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・灰少量

6　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中

量

7　暗赤褐　色　焼土粒子多量，粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量

8　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック中量，焼土粒
子少量

9　灰　褐　色　ローム粒子多量，粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・
炭化粒子少量

10　暗赤褐　色　焼土粒子多量

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4で，深さは60～68cmである。土層断面の観察からは，柱抜き取り痕が認

められ，その周囲は粘土粒子を含んだ暗褐色土と褐色土で突き固められている。土層断面図中，第1～3層が

柱技き取り痕に相当し，しまりが弱い。また，第4～6層が埋土に相当し，しまりは強い。P5は深さ22cmで，

東壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は深さ36cmで，南壁際中央部

の竃2と対する位置にあり，硬化面の下から検出されていることから，竃2の存続時には出入り口施設に伴う

ピットとして機能し，竃2が廃絶されると同時に埋め戻されたと考えられる。
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第27図　第1320号住居跡実測図
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土層解説（各柱穴共通）

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒千炭化粒子少量　　　　　　　4　褐
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック∵炭化物・粘土粒子少　5　褐

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐
3　暗褐色　ロームブロック多量，焼土粒子∵炭化粒子・粘土粒子少量

色　ロームプロ、ソク多量，粘土粒子少量
色　ロームブロック多量，炭化粒子・粘土粒子少量
色　ロームブロック多量，粘土粒子中量

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子∵炭化粒子少量
2　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量
6　黒褐色　ローム粒子少量
7　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片54点（杯32，鉢1，餐21）が北部から西部にかけての覆土下層を中心に出土している0

とくに竃1付近からの出土が顕著であり，第28図1・2は竃1の覆土中，5・6は竃1の北側の覆土下層から

出土している。また，4は北東部の床面からつぶれた状態で出土しており，本跡廃絶時に遺棄されたものと考

えられる。

所見　本跡は，竃の作り替えに伴って出入り口施設に伴うピットも移動していることから，住居を建て替えた

可能性がある。時期は，出土土器から7世紀後半と考えられる。

∈詔 、さ・ノ
0　　　　　　　　　　　　10cm
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第28図　第1320号住居跡出土遺物実測図

第1320号住居跡出土遺物観察表（第お園）

l　1　　－・l

番号種別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1 土師器 杯 ［10．0］（3．5）－長石・石英 橙 普通
体部外面へラ削り，内面横ナデ竃1覆土中PlO326，20％

2 土師器 坪 ［10．4］3．0 －赤色粒子 にぷい橙
普通榊外面へラ削り，内面放射状のヘラ磨き奄1覆土中PlO327，15％
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春号 料‾彿 料．嶺 口径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

3 土師料 鉢 ［．22．0］ （2．7） － 石英・赤色粒子 橙 普通 口緑部内・外面横ナデ・輪積み痕有り 北東部覆土中 P lO328，5 ％

4 土師轟 嚢 ［23．0］ 32．，3 ［10．0］ 雲母・長石・石英 にぷい赤褐 普通 傭外面へラ磨き，桶へラナ汽庸木葉痕 北東部床面 PlO329，60％，PL42

5 土師器 牽 ［22．2］ （9．9） － 雲母・長石・石英 にぷい橙
普通 体部外面ナデ，内面へラナデ 竃1北側床面 P lO330，10％

6． 土師器‾、 嚢 ［21．6］ （13．4） － 雲母・長石・石英
にぷい赤褐 普通 体部内・外面内面へラナデ 竜1北側床面 P lO331，10％

第1321号住居跡（第29・30図）

位置　調査区西部のPlOf9区に位置し，南東側の埋没谷に向かって緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　北東部を第1323号住居跡，東部を第1325号住居跡，南部を第1326号住居跡と第10号道路跡にそれぞ

れ掘り込まれている。

規模と形状1辺が5．50mはどの方形で，主軸はN－10－Eである。壁の立ち上がりは北西部と南東部で確

認され　いずれも外方に開き気味に立ち上がり，壁高は15～20cmを測る。

床　やや東に傾斜した平坦な床面であり，ピットの内側がよく踏み固められている。壁溝は確認された壁際を

巡っており，全周していたと推測される。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで150cm，両袖部幅120cmで，壁外への掘り込みは40

cmほどである。袖部は床面と同じ高さの地山面の上にローム土を主とする暗褐色土を基部にして，その上部に

白色粘土粒子と砂粒を主とする灰褐色土を貼り付けて構築されている。土層断面図中，第8～10層が袖部の土

層である。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火

床部から外債して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・
炭化粒子少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・粘土粒

子・砂粒少量
3　暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒

子・砂粒少量
4　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック中量，ローム粒

子・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量

6　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

7　黒　褐　色　ロームブロック少量
8　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土ブロック少

量

9　黒　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼土ブロッ
ク・炭化物・少量

10　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・
砂粒少量

11暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ロームブロッ
ク・炭化粒子少量

ピット　5か所検出され　そのうちPlは第1325号住居跡の床下から，P3とP5は第1326号住居跡の床下か

ら確認された。主柱穴はPl～P4で，深さは38～63cmである。P5は深さ31cmで，東壁際の中央部に位置し

ており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　長径70cm，短径50cmの楕円形で，竃の東側に位置している。底面は東部が一段低くなっており，その

部分の深さが23cmである。

貯蔵穴土層解説
1暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子中量

2　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量
3　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

4　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
5　にぷい黄褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化

粒子少量
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第29図　第1321号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片41点（杯23，蛮18），小玉1点，土製支脚1点が北部の覆土下層を中心に出土してい

る。ほとんどが細片であり，完形に近いものでは第30図1が中央部の覆土下層から出土しただけである。

所見　本跡の竃は白色粘土を主体に用いて構築されており，他の住居跡の竃材とは材質が明らかに違っている。

時期は，出土土器から7世紀前半と考えられる。
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第30図　第1321号住居跡出土遺物実測図

第1321号住居跡出土遺物観察表（第30図）
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番号種別器‘種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器3不13．8 4．8 －赤色粒子 橙
普通体部外面へラ削り，内面ナデ覆土中PlO352，100％，PL43

2土師器杯 －（3．5）－石英・赤色粒子
にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面ナデ南西部床面PlO332，10％

3土師器杯［11．0］（2．5）－赤色粒子 橙
普通口緑部内・外面横ナデ南西部覆土中PlO333，5％

4土師器嚢［23．1］（3．2）－雲母・長石・石英
にぷい橙普通ロ縁部内・外面横ナデ竃覆土中PlO334，5％

5土師器蛮 －（1．8）［10．6］長石・石英
にぷい橙普通体部外刷り痕，内面磨き痕有り，底部げ北東部床面PlO335，10％

番号器種長さ幅厚さ重量材　質 特　　　　　徴 出土位置備　　考

6支　脚（7．2）（7．3）（8．4）（309．0）土　製上部欠損，被熟痕有り。 竃手前床面DPlOO14

番号器種径長さ孔径重量材　質 特　　　　　徴 出土位置備　　考

7小　玉1．0 0．9 0．3 0．9 蛇紋岩穿孔部周辺に若干の平坦面を残す球体，両側穿孔。南西部壁構内QlOOlO，100％，PL68

第1327号住居跡（第31図）

位置　調査区西部のPllbl区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　北側部分を第1329号住居跡と第1234・1235・1243号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．70m，短軸4．50mの方形で，主軸はN－20－Eである。壁の立ち上がりは北壁と西壁の

一部でわずかに認められ　壁高はいずれも3cmほどで，立ち上がりの様子は判然としない。

床　はぼ平坦で，中央部がよく躇み固められており，壁溝は北壁際を除いて周回している。

竃　北壁の中央部に構築されており，規模は焚口部から煙道部まで65cm，両袖部幅90cmで，壁外への掘り込み

は40cmである。袖部は砂質粘土で構築されており，火床部は浅い皿状に掘り窪められ　火熱を受けて赤変硬化

している。煙道は，上部が削平されているために，緩やかに外債して立ち上がる様子が若干認められる程度で
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ある。

憲土層解説

1にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土粒子中量，炭化物少量　　　3　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・粘土　4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量

粒子・砂粒少量

ピット11か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さ50～62cmである。P5は深さ18cmで，南壁際の中央部に

位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6・7は不明である。P8～Pllはいずれも深さ

15cm程度で，壁溝内に位置していることから，壁柱穴と考えられる。

覆土　床面がほぼ露出した状態で検出されたため，確認できなかった。。

遺物出土状況　土師器片7点（杯4，賓3），須恵器片1点（施）が出土している。第31図1はP6の覆土中

から出土している。

所見　本跡の時期は，出土した土器片がいずれも古墳時代後期の所産と考えられることや，竃の煙道が壁外へ

大きく掘り込まれて新しい様相を呈していることから，7世紀代と考えられる。
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第31図　第1327号住居跡・出土遺物実測図

第1327号住居跡出土遺物観察表（第31図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　士 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1須恵器砥［11．4］（1．5）－長石 灰 良好口縁部内・外面ロタロナデP6覆土中PlO372，5％

－　3g－



第1332号住居跡（第32図）

位置　調査区西部のPlOa8区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　床面が露出した状態で検出され　壁の立ち上がりが確認されなかったため，暗褐色をした床面の

広がりやピットの位置から見て，N－00　を主軸とする長軸4．30m，短軸4．00mの方形と推定される。

床　中央部にわずかに踏み固められた面が認められるだけであり，調査前に硬化面の大部分が削平されたこと

が考えられ，壁溝も認められない。

竃　北壁際の中央部に付設されており，遺存状態が悪く，火床面が確認できただけである。火床面は床面から

若干掘り窪められて赤変硬化しており，付近の床面には竃材の一部と考えられる粘土粒子や砂粒が散在してい

る。

竃土屑解説

1暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・砂粒少　2　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子中量，砂粒少量
量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗赤褐色　廃土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは12～40cmである。P5は深さ25cmで，竃と対する位置

にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　確認できなかった。

遺物出土状況　土師器片4点が出土している。第32図1はP3の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀代と考えられる。
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第32図　第1332号住居跡・出土遺物実測図
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第1332号住居跡出土遺物観察表（第32図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法の 特徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 嚢 ［19．8］ （台．0） － 雲母・長石 ・石英
明率褐 普通 口緑部内 ・外面横ナデ P 3 覆土中 P lO404， 5 ％

第1334号住居跡（第33図）

位置　調査区の西部，Pllb4区。平坦な台地上に立地

している。

重複関係　西側部分を第1337号住居跡，東壁部分を第

1339号住居跡，南部の東寄りを第1109号土坑，竃部分

を第1110号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出され　壁の立

ち上がりが確認できなかったため，暗褐色を呈した床

面の広がりやピットの位置から見て，N－60－Eを

主軸とする1辺が4．20mの方形と推定される。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

壁溝は認められない。

竃　第1110号土坑によって掘り込まれたと考えられ

北部の床面に粘土粒子や砂粒が散在している。

ピット　2か所。Plは深さ43cmで，南壁際と推定さ

れる位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。P2は不明である。

覆土　確認されなかった。

0　　　　　　　　　　　　　　2m」
第33図　第1334号住居跡実測図

遺物出土状況　土師器片6点（杯1，襲5）が床面から散在して出土している。出土した土器はいずれも細片

である。

所見　本跡の時期は，重複関係から判断して6世紀代と考えられる。

第1337号住居跡（第34・35図）

位置　調査区西部のPlla3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　東壁部分で第1334号住居跡を掘り込み，北西コーナー部の覆土上層を第1338号住居跡，北西コーナー

部を第1118・1119号土坑，中央部の西寄りを第1121号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．38m，短軸5．10mの方形で，主軸はN－50－Eである。壁高は10～15cmで，各壁とも外

方向に開き気味に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は西壁際を除き，周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで70cm，両袖部幅105cmで，壁外への掘り込

みはほとんどない。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は床面

と同じ高さの地山面をそのまま使用し，赤変硬化しており，煙道は火床部から外債して緩やかに立ち上がる。
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竃土層解説
1暗赤褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子・粘　4　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物㍗占

土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土粒子・砂粒少量

2　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒　5　にぷい赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
子少量　　　　　　　　　　　　　　　6　にぷい赤褐色　ローム粒子多量・焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化物少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは50～63C皿であり，Pl・2からは柱の圧痕が2か所ず

っ確認されている。P5は深さ23cmで，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。
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第34図　第1337号住居跡実測図
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覆土　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。土層断面図中の第6層に含まれる焼土

や粘土粒子，砂粒は，竃から流出したものと考えられる。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子・砂

粒少量

遺物出土状況　土師器片6点（杯4，高杯1，肇1），刀子1点が散在して出土している。第35図2は竃手前

の覆土中層から出土している。3の刀子は茎部に木質が付着した状態で東壁際の覆土上層から出土しており，

住居廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見　本跡からは柱の圧痕が2か所ある主柱穴が検出されており，立て替えが行われたことが想定される。時

期は，出土土器から7世紀代と考えられる。
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第35図　第1337号住居跡出土遺物実測図

第1337号住居跡出土遺物観察表（第15図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器杯［11．6］（2．4）－雲母・赤色粒子にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面横ナデ南東部覆土中PlO783，5％

2土師器嚢 －（6．8）［7．2］雲母・長石・石英にぷい橙普通体部外面へラ削り後磨き，底部へラ磨き竃手前中層PlO784，5％

番号器種長さ幅重ね重量材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

3刀　子（10．0）1．5 0．4 （18．0） 鉄 切先・茎尻欠損，茎部柄木残存。 東壁際上層MlOO81，PL68

第1342号住居跡（第36図）

位置　調査区北部の011g3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。また，本跡の北東10mの距離に

は6世紀後半と考えられる第1383号住居跡が位置している。

重複関係　東部を第1123号土坑，南西部を第1124・1125号土坑，中央部を第1126号土坑，南部を東西に第77号

溝跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　北側部分が調査区域外に延びているため，東西軸は4．89m，南北軸は3．80mだけが確認され　南

側部分の形状からN－130－Wを主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は30cmほどで，各壁とも外

方に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は確認された壁際を巡っており，全周していたと推

測される。

竃　調査区域外に存在していると考えられ　検出されなかった。

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，P3は第77号滞跡に掘り込まれたことにより深さ20cmで，そ
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れ以外の深さは30～41。皿である。P5は深さ13C皿で，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量
5　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　わずかに土師器片5点（杯2，婆3）が出土している。第36図1はPlの東側の床面から出土

している。

所見　本跡の時期は，出土土器が古墳時代後期の所産と考えられることや，近接する第1383号住居跡と住居の

形態や主軸方向が近似することから，6世紀後半の可能性が高い。
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第36図　第1342号住居跡・出土遺物実測図

第1342号住居跡出土遺物観察表（第36図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器嚢 －（2．7）［7．8］雲母・長石・石英にぷい赤褐普通
体部・底部外面へラ磨き，内面へラげ東壁際床面PlO424，5％

第1366号住居跡（第37・38図）

位置　調査区東部のP12b5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　南東部を第1365号住居跡，北側部分を第1370号住居臥　中央部を第97・115号掘立柱建物跡にそれ

ぞれ掘り込まれている。
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規模と形状　西側部分が調査区城外に延びているため，南北軸は5．48m，東西軸は4．94mだけが確認され　東

側部分の形状から，N－170－Eを主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は10～12C皿を測り，各壁

とも外方に開き気味に立ち上がる。

床　はば平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は確認された壁際を巡っており，全周していると推

定される。

竃　北壁に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで90cm，両袖部幅160cmである。袖部は，床面から20

cmはど不整形に掘り込んだ部分にローム土を主体とした暗褐色土を充填し，その上部に砂質粘土混じりのロー

ム土を用いて構築されている。火床面は床面と同じ高さの平坦面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化し

ている。煙道は火床部から外債して緩やかに立ち上がる。

第37図　第1366号住居跡実測図
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竃土層解説
1極暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
5　暗赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量
6　暗赤　褐　色　焼土粒子多量

9　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
10　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子

砂粒少量
11灰黄褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・粘土粒子少量

12　褐　　　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
13　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

7　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少14　灰　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒千・秒粒少量
量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

8　褐　　　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量　　　　　16　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ピット　4か所。主柱穴は西側部分が調査区域外に位置しているため3か所だけが確認され　Pl～P3が相

当する。深さは42～60cmを測り，推定される柱の径は約10cmである。P4は深さ13C皿で，南壁際の竃と対する

位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

ピット土層解説
1極暗褐色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

覆土　9層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子中量
2　褐　　　色　ローム小ブロック中量

3　灰　褐　色　ローム小ブロック中量
4　にぷい褐色　ローム粒子中量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

6　にぷい褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量
8　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
9　灰　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量

遺物出土状況　遺物の出土量は少なく，土師器片13点（杯9，聾3，壷1），土製支脚1点が出土しただけで

ある。第38図2はPlの覆土中から，3は中央部の床面から出土している。4の支脚は竃の東側の壁構内から

出土しており，竃で使用されていたものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀後半と考えられる。当遺跡におけるこの時期の住居跡は，主軸方向

が真北を指すか，若干西に振れるものがほとんどであるが，本跡の主軸は東に触れており，集落内において特

異である。

⊆＝ うタ，冒

第38図　第1366号住居跡出土遺物実測図
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第1366号住居跡出土遺物観察表（第38図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 杯 ［9．6］ （3．3） － 赤色粒子 橙 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ 北東部覆土中 P l O5 00， 5 ％

2 土師器 ゴ不 ［10．6］ （2．1） － 赤色粒子 にぷい橙 普通 口緑部 内 ・外面横 ナデ P l 覆土中 P l O5 01， 5 ％

3 土師器 ・＝ヒ笠 10．2 14．2 4．8 雲母 ・赤色粒子 灰 普通 体部・底部外面へラ削り，内面へラげ 中央部床面 P lO502，70％，P L 42

番号 器 種 高 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

4 支　 脚 （9．7） （11．4） （11．1） （574） 土　 製 下半部欠損，ナデ，＿被熱痕有 り。 竃東側壁構内 D P lOO20

第1378号住居跡（第39・40図）

位置　調査区東部の012h8区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　北側部分を農道が通っているため，南東一北西軸2．20m，南西一北東軸3．30mが確認されただけ

であり，南側部分の形状から，N－280－Wを主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は南東壁・南

西壁ともに25cmで，いずれも外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，壁際を除きよく踏み固められており，壁溝は確認された壁際を巡っている。

竃　農道下の北壁際に付設されていたと推定される。

ピット1か所。Plは深さ12cmで，南コーナー部の壁溝内に位置しており，壁柱穴と考えられる。また，壁

溝内からは深さ10cmにも満たない小ピットが16か所確認されている。

覆土　8層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子中量
4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

5　極暗褐色　ロームブロック少量
6　暗褐色　ローム粒子中量
7　褐　　色　ローム粒子多量
8　褐　　色　ローム粒子多量

遺物出土状況　出土遺物は少なく，土師器片13点（杯1，鉢1，聾11）が出土しただけである。第40図1と2

は，いずれも南東壁寄りの覆土下層から出土している。

所見　本跡の大部分は幅2～3mほどの農道の下層にあり，その北側からは遺構が検出されていないことから，

本跡は小形ないし中形の住居跡と想定される。時期は，出土土器から6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。

＼　　I　　七個

第39図　第1378号住居跡実測図
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第40図　第1378号住居跡出土遺物実測図

第1378号住居跡出土遺物観察表（第40図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　」

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器珂こ［13．5］4．2 －長石・石英
にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面へラ磨き南東壁際下層PlO573，40％

2土師器椀［12．8］（4．1）－石英 にぷい黄橙
普通体部外面へラ削り，内面横ナデ南部下層PlO574，20％

第1380号住居跡（第41～44図）

位置　調査区東部のP13al区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　北東部を第111号掘立柱建物跡と第1182号土坑，南東部を第96号掘立柱建物跡，南西部を第98号掘

立柱建物跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状1辺が5．65mはどの方形で，主軸はN－150－Wである。壁高は30～52cmで，南壁は外債し，そ

れ以外の壁は直立する。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　2か所。竃1は北壁中央部やや東寄りに付設されている。南東部を第1182号土坑に掘り込まれているため

に，火床部の北側部分から煙道部にかけてと西袖部が確認できただけである。西袖部は，床面から10cmはど掘

り込んだ部分にローム土を主体とした暗褐色土を床面の高さまで充填し，その上に砂質粘土を用いて構築され

ている。火床面は火熱を受けて赤変硬化しており，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。竃2は，

竃1の西側である北壁の中央部から検出されている。煙道部は壁外へ長く延びて緩やかに立ち上がる形状で，

壁外への掘り込みは140。mを測る。天井部や袖部は遺存しておらず，火床部が想定される位置には壁溝が巡っ

ており，後述する出入り口施設に伴うピットが竃2と対する位置にあることから，竃2から竃1への作り替え

が行われたことが想定される。

竃1土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量
2　極暗褐　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

3　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化
物少量

4　黒　褐　色　炭化粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少
＿EL

甲

5　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・
砂粒少量

6　灰黄褐色　炭化粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土
粒子少量

憲2土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量
2　灰黄褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量
3　灰　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・粘土粒子少量
4　灰　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・粘土粒子少量
5　灰　赤　色　ローム粒子・廃土粒子・砂粒中量

7　灰　黄褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量
8　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量
9　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，砂粒少量
10　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子少量

11褐　　　　色　ローム粒子中量
12　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
13　暗　褐　色　ローム粒子中量

6　灰　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，粘土粒子少量
7　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，砂粒少量

8　灰　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒少量
9　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒中量，粘土粒子少量

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4で，深さ63～96cmである。土層断面の観察から柱抜き取り痕を確認する

ことができ，推定される柱の径は約15cmである。P5は深さ25cmで，南壁際中央部の竃2と対する位置にあり，

出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は深さ27cmで，P3の西側に位置しており，補助的な柱穴と考

えられる。また，壁の外側には径20C皿，深さ17～23cmのピット10か所が，1～2mの間隔で住居を囲むように
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第41図　第1380号住居跡実測図
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検出されており，壁を構築した壁柱穴と想定される。

ピット土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ロームブロック少量
3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子少量

貯蔵穴　北東コーナー部に付設されている。長軸55C皿，短軸45cmの長方形，深さ52cmで，底面は中央部がやや

くぼんでいる。

貯蔵穴土屑解説
1黒褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量
2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

4　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子多量

6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　竃周辺や北西コーナー部を中心に，土師器片82点（杯31，高杯13，鉢1，婆16，甑21）が出土

している。とくに杯や高杯の出土が顕著で，第42～44図1～6・13・14は竃周辺の床面，7・8・10・15は竃

の火床部から出土しており，そのうち11と14は床面に伏せられた状態で検出されている。甑は5点を図示する

ことができ，17・19は北西部の床面から，20は貯蔵穴の覆土中層から破砕された状態でまとまって検出されて

いる。聾はいずれも細片のため，図示できなかった。

所見　本跡の竃周辺からは杯や高杯が集中して出土しており，住居廃絶時にまとめて遺棄されたものと想定さ

れる。とくに，11・14の高杯は床面に伏せられた状態で検出されており，意図的に伏せて遺棄された可能性が

ある。本跡の時期は，出土土器から6世紀後半と考えられる。

㌫睾法窯貰深纂笠㌶ふ音深安誉祭事暑
藩塁落藻曾滋雷賞詰撥音
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第42図　第1380号住居跡出土遺物実測図（1）
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第43図　第1380号住居跡出土遺物実測図（2）
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第44図　第1380号住居跡出土遺物実測図（3）

第1380号住居跡出土遺物観察表（第42～44図）

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　！

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器杯12．6 4．8
長石・石英・赤

色粒子
にぷい橙普通
体部外面へラ削り，内

面へラナデ
竃1西側床面
PlO577，100％，

PL43

2土師器坤こ12．3 5．5 －雲母 黒褐 普通休部外面へラ削り，内面へラナデ竜2手前下層PlO578，100％，Pu3

3土師器杯 14．3 4．2 －赤色粒子 褐灰 普通体部外面へラ削り，内面横ナデ竃2手前床面PlO579，95％，PL融

4土師器杯 14．5 4．3 －雲母・石英にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面横ナデ竃1東側床面PlO580，釦％，PI43

5土師器杯14．4 5．8 －長石・石英にぷい黄橙普通榔外面へラ削り，内醐げ後へラ磨き竃2西側床面PlO581，90％，PL44

6土師器杯12．8 4．5 －石英・赤色凝子にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面へラナデ竃1東側床面PlO582，80％，PI．姐

7土師器杯 13．7 4．8 －赤色粒子 にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面へラナデ竃1火床部PlO583，60％，PL融

8土師器杯［13．4］4．9 －石英・赤色粒子橙 普通休部外面へラ削り，内面へラナデ竃1火床部PlO584，50％

9土師器杯［13．1］4．7 赤色粒子 にぷい橙普通
体部外面へラ削り，内

面横ナデ

竃1西袖部

上層

PlO585，40％，内面

へラ書き「×」，PL63

10土師器鉢18．1 7．5 －長石・石英にぷい橙普通体部外面へラ削り，内面ナデ竃1火床部PlO586，100％，PL幽

11土師器高　　杯14．6 8．3 10．0赤色粒子 にぷい黄橙普通師部外面へラ削り，内面横ナデ北西部床面PlO587，100％，PL43

12土師器高　　杯15．6 9．1［10．3］赤色粒子 にぷい橙普通坪部外面へラ削り，内面横ナデ薗2西側床面PlO588，80％，PI43

13土師器高　　杯15．1 8．9［10．0］長石・赤色粒子にぷい橙普通杯部外面へラ削り，内面横ナデ竃2手前床面PlO589，80％，PL43

14土師器高　　杯15，4 9．2 10．8長石・石英にぷい褐普通杯部外面へラ削り，内面横ナデ竃2西側床面PlO590，70％，PL43

15土師器高　　杯14．4（7．5）－長石・赤色粒子にぷい橙普通杯部外面へラ削り，内面槙ナデ竃1火床部PlO591，40％

16土師器小形聾12．7 11．3［6．5］
石英・長石・赤

色粒子
にぷい橙普通
体卵価へラ削後へラ磨き，内面へラナ

デ後へラ磨き，体部下軌こ筋状の研磨痕
北西部中層PlO592，80％，PL42
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番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　　 考

17 土師器 甑 ［26．4 ］ （11．4） － 雲母 ・長石 ・石英 灰黄褐 普通 体部 内 ・外面へ ラ磨 き 北西部床面 P lO5 93，10％

18 土師器 甑 ［25．6］ （10．4）
長石 ・石英 ・赤

色粒 子
にぷ い黄橙 普通

体部外面へラ削り後一部へラ

磨き，内面へラ磨き
竃2手前中層

PlO5 94，10％，内

外面炭化物付着

19 土師器 甑 19．2 1 6．9 4．5 長石 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 北 西部床 面 PlO595，70％，PL45

20 土師器 甑 28．0 2 7．4 9．2 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部内面中位以上へラナデ，下位へラ磨き 貯蔵穴 中層 PlO596，80％，PL舶

21 土 師器 甑 ［24．6］ 26．5 ［10．6］ 石英 ・赤色粒子 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ磨き，内面へラナデ 北東部床面 P lO 59 7，30％

番号 器 種 高 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

22 支　 脚 （12．5） 9，4 5．9 （75 5．0） 土　 製 ナデ，被熟痕有 り，にぷい橙色 を呈 する。 北西部下層 D P lO O2 1，P L 6 6

第1383号住居跡（第45・46図）

位置　調査区西部の010i9区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。
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第45図　第1383号住居跡実測図
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重複関係　東部を第1293・1294号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　硬化面まで削平されているため，主柱穴の位置と暗褐色をした床面の広がりから推定し，N－100

－Wを主軸とする長軸6．20m，短軸5．72mの方形と考えられる。

床　耕作等により上部が削平されており，硬化面や壁溝は確認されなかった。

竃　北壁中央部と推定される位置のやや内側から，火床面だけが検出された。付近の床面には粘土粒子や砂粒

が散在しており，竃材の一部と考えられる。

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは62～71cmである。柱間寸法はいずれも2・5mを測り，

規則的に配されている。P5・6はそれぞれ深さ20C皿と23cmで，竃に対して同一軸線上に並んでおり，出入り

口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　竃の東側に付設され長径82cm，短径50cmの楕円形，深さ30cmで，底面は浅い皿状を呈している。

覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　土師器片10点（杯3，整7）が出土している。第46図1は貯蔵穴の底面，2はPlの覆土中か

らそれぞれ出土している。

所見　本跡は，硬化面まで削平されているため，本来の形状を把握することができなかったものの，主軸方向

や規則的な主柱穴の配置，ピットが2か所並ぶ出入り口施設，貯蔵穴や火床面の位置など，当遺跡における古

墳時代の住居形態の典型を示している。時期は，出土土器から6世紀後菓ないし7世紀前葉と考えられる0

第46図　第1383号住居跡出土遺物実測図

第1383号住居跡出土遺物観察表（第46図）

一、

0　　　　　　　　　　　　10cm
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番号 種別 器　種 口径 器高 底径 胎　 土 色　調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 杯 － （3．9） － 長石・赤色粒子
にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ貯蔵穴底面 PlO606，80％，PL44

2 土師器 嚢 ［26．0］ （3．6） － 雲母・長石・石英
にぷい橙 普通 口緑部内・外面横ナデ P l覆土中 PlO607，5％

2　奈良・平安時代の遺構と遺物

今回の調査で，竪穴住居跡88軒と掘立柱建物跡17棟，土坑14基，大形竪穴状遺構4基，井戸跡2基，溝跡2

条，不明遺構1基を確認した。以下，検出された遺構及び遺物について記述する。

（1）竪穴住居跡

第1081号住居跡（第47図）

位置　調査区東部の014j5区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している0また，本跡の

東側部分は調査区域外に延びている。

重複関係　北西コーナー部で第1082号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南北軸は3．52mで，東西軸は3・22mだけが確認され

N－60－Eを主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は2～10cmで，壁は外債して立ち上がる。
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床　はぼ平坦で，竃の手前から出入り口施設にかけてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁に構築されており，焚口部から煙道部まで106cm，両袖部幅120cmである。壁外への掘り込みは50cmほ

どであり，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は北壁ライン上に位置し，

火熱を受けて赤変硬化している。

ピット　2か所。Plは深さ12cmで，形状から主柱穴と考えられるが，対応する柱穴は検出されていない。P

2は深さ31C皿で，南壁際の竃と対噂する位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層に分層され　レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片20点（杯12，整8），須恵器片3点（憂3），砥石1点が出土している。遺物ははぼ全

域に散在しており，そのほとんどが細片である。そのうち図示できたものは4点で，第47図1は南部の床面か

ら出土しており，休部に正位で「井」と墨書されている。また，2は竃の西袖の上面，3は竃の北側，4は北

西部の覆土上層からそれぞれ出土している。

〒≡≡≡ ∴

－　－二　三

第47図　第1081号住居跡・出土遺物実測図
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所見　本跡から出土した土器の構成比をみると，煮炊き具類には須恵器が若干含まれ　供膳具類は土師器だけ

で占められ　須恵器生産の終末期の様相を窺うことができ，本跡の時期を10世紀前半に位置付けられる。

第1081号住居跡出土遺物観察表（第47園）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 杯 ［15．6］ 4．5 7．0 長石 ・石英 にぷい橙 普通
休部外面ログロナデ，下端手持ち

へラ削り，底部二方向のヘラ削り
南壁寄り床面

Pl伽03，50％，体部外

面墨書「井」，＿PL 45・糾

2 土師器 襲 ［19．0］ （2．8） － 雲母・石英・赤色粒子 にぷい赤褐 普通 口縁部 内 ・外面横ナデ 竃西袖部上面 P lO OO 4， 5 ％

3 土師器 襲 － （6．6） ［8．0］ 雲母 ・赤色粒子 にぷい褐 普通 体部外面へラ磨き，内面ナデ 竃北 側上層 P lO OO 5， 5 ％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

4 砥　 石 （5．2） 4．3 3．6 （9 8．0） 凝 灰 岩 砥面 6 面， うち 1 両 に筋状の研 ぎ痕有 り 北西 部上層 Q lOO O l， P L 67

第1082号住居跡（第48・49図）

位置　調査区東部の014j5区に位置し，南東へ緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　南東コーナー部を第1081号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．82m，短軸3．09mの東西に長い長方形で，主軸方向はN－170－Wである。壁高は3～13

C皿で，各壁とも外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，竃手前から南壁の中央部にかけてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の東寄りに付設されており，規模は焚口部から火床部まで86cm，両袖部幅80cmである。壁外への掘り

込みは20cmほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は北壁ラインの内

側に位置し，火熱を受けて赤変硬化しており，煙道は緩やかに外債して立ち上がっている。

ピット　4か所。Pl～P4は深さ19～30cmで，形状から見て柱穴の可能性があるが，いずれも中央より東側

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　：　　　！

生＿19．6m
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第48図　第1082号住居跡実測図
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に位置しており，配置が不自然なため断定できない。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　ロームブロック中量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況土師器片14点（杯1，酎3），須恵器片5点（杯2，聾2，甑1），灰粕陶器片1点（瓶）が西

部の覆土下層を中心に出土している0第49図1は北壁際と中央部南寄りの床面から出土した破片が接合された

ものである。

所見　本跡の時期は出土土器から9世紀後葉と考えられる0本跡の西側や北側からは同時期の住居跡は検出さ

れておらず，また東側と南側は崖状になって集落の広がりが考えられないことなどから，単独で存在したこと

が想定される。

第49図　第1082号住居跡出土遺物実測図

第1082号住居跡出土遺物観察表（第49図）

臥べ・I子 0　　　　　　　　　　　　10cTn
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番号種別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴 出土位置備　　考

1須恵器杯［13．0］（3．5） 雲母・長石・石英灰 普通
体部ロクロナデ，下端

手持ちへラ削り

北壁際・中

央部床面
PlOOO6，5％

2須恵器嚢
－（7．9）－雲母・長石・石英貴灰普通外面縦位の平行叩き，内面ナデ中央部床面TPlOOOl，5％

第1083号住居跡（第50～52図）

位置調査区東部の013i6区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。本跡から南へ10mの距離には同

時期と考えられる第1087号住居跡が位置している。

重複関係　南西コーナー部を第95号掘立柱建物跡・東壁際を南北に第73号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状　北側部分が調査区域外に延びて，東側部分を第73号溝跡に掘り込まれているために，東西軸は5．

53m，南北軸は5・10mだけが確認された0主柱穴4か所や竃が確認されており，確認規模よりやや大きいN－

20－Wを主軸とする方形と推定される0壁高は22～37C皿で，各壁とも外方向に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃北壁に付設されており，北側部分が調査区域外のため確認された規模は焚口部から火床部まで58C皿，両袖

部幅105cmである0袖部は床面と同じ高さの地山面の上に砂質粘土で構築されており，火床面は浅い皿状に掘

り窪められ火熱を受けて赤変硬化している。煙道部の形状は不明である。

竃土層解説

1暗褐色　ロームブロック中量，粘土粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　灰褐色　粘土粒子・砂粒中量

4　灰褐色　粘土粒子中量，砂粒少量

5　黒褐色　炭化物多量，ロームブロック・焼土ブロック・灰少量
6　灰褐色　灰多量，焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　6か所0主柱穴はPl～P4で，深さ60～85C皿である。P5は深さ32C皿で，竃と対噂する位置にあり，
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出入り口施設に伴うピットと考えられるo P6は深さ17cmで，補助的な柱穴と考えられる0

覆土11層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である0

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック・廃土ブロック・炭化粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘
土ブロック微量

4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
6　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量

7　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒子
・粘土ブロック微量

8　黒褐色　ロームブロック粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量，粘土

粒子微量
10　暗褐色　ロームブロック・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子凋占土

粒子微量

11黒褐色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子徴
＿EL

月鼠

第50図　第1083号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片73点（杯39，椀1，盤1，肇31，甑1），須恵器片62点（杯36，蓋16，高盤2，肇7，

鉢1），鉄釘7点，刀子1点，帯金具1点，鉄津2点が出土している。遺物は覆土下層や床面を中心にはぼ全

域に散在しており，第51・52図1・2，5～9は中央部南寄りの床面から出土している。13～18の鉄釘は中央

部の床面から重なって出土しており，そのうち13～15は錆により付着しているため，分離できない。これらの

鉄釘はいずれも頭部が潰れていたり，脚部が屈曲したりしており，一度使用されたものである。20の帯金具は

中央部南東寄りの床面から出土しており，裏には鋲が3か所ある。

所見　本跡の時期は出土土器から8世紀前葉と考えられ　第1087号住居跡と住居の形態や主軸方向が一致し，

出土土器の時期も同じであり，両跡は同一集落を構成していたことが想定される。本跡から出土した鉄釘7点

はいずれも一度使用されたものであり，それらがまとまって床面から出土していることから見て，これらの鉄

釘は再利用するために保管しておいたものがそのまま遺棄されたか，あるいは住居廃絶時に一括して投棄され

たものと考えられる。床面から出土した帯金具と考えられる鋼製品とともに，興味深い資料といえる。

11・ノ

1－‾　－1－1－・1－詔

ヽ

第51図　第1083号住居跡出土遺物実測図（1）
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第52図　第1083号住居跡出土遺物実測図（2）

第1083号住居跡出土遺物観察表（第51・52図）

抒‾◎恥18
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番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1須恵器杯 ［9．0］3．6 5．2 雲母・長石・石英灰 普通傭下端手持ちへラ削り，舶二方向のヘラ削中央部床面PlOOO7，60％

2 須恵器杯 －（4．3）9．8雲母・長石・石英灰黄 普通体部下端・底部回転へラ削り中央部床面PlOOO8，30％

3 須恵器ま不［14．8］（3．7）－雲母・長石・石英灰 普通体部ロクロナデ 北西部覆土中PlOOO9，10％

4 土師器皿［23．6］（2．7）－
雲母・赤色粒子にぷい橙普通口榔げ，体細面へラ削り，内面げ西壁際床面PlOOlO，5％

5須恵器蓋 14．0 2．7 －雲母・長石・石英黄灰 普通天井部回転へラ削り後，つまみ接合中央部床面PlOOll，60％，PL45

6 須恵器蓋（14．2）2．5 －雲母・長石・石英
灰自 普通天井部回転へラ削り後，つまみ接合両壁寄り床面PlOO12，40％

7 須恵器蓋［15．8］（1．5）－雲母・長石・石英灰
普通ロクロナデ，天井部回転へラ削り中央部床面PlOO13，10％

8 土師器椀［16，8］（5．5）－雲母 明赤褐 普通体部内・外面へラ磨き南西部床面PlOO14，10％

9土師器要［25．6］（7．2）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい橙普通
口緑部横ナデ，休部外面ナデ，内

面へラナデ
南壁寄り床面PlOO15，5％

10須恵器鉢［31．4］（8．0） 雲母・石英灰 普通
ロ緑部ロクロナデ，体部外面叩

き，内面へラナデ
西壁際床面PlOO16，5％

11土師器甑［26．0］（14．5）－雲母・長石・石英
にぷい褐普通口細接ナデ，体朗・外面へラげ・捕痕竃手前床面PlOO17，10％

番号器種長さ幅厚さ重量 材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

12不　明（4．1）0．5 0．4 （1．8） 鉄 断面方形の棒状，釘或いは紡錘車の軸カ。南西部床面MlOOO4

13 釘（3．3）0．8 0．4 3点

で，

（5．5）

鉄 頭部は薄く叩き伸ばされ，屈曲する。13～15は籍により付着中央部床面MlOOO5，20％

14 釘（4．0）0．7 0．5 鉄 頭部は薄く叩き伸ばされ，屈曲する。 中央部床面MlOOO6，70％

15 釘（1．1）0．7 0．3 鉄 脚部欠損，頭部は薄く叩き伸ばされ，屈曲する。中央部床面MlOOO7，60％

16 釘 7．5 0．9 0．5 （3．6） 鉄 頭部は薄く叩き伸ばされ，屈曲する。 中央部床面MlOOO8，100％

17 釘（4．1）0．8 0．4 （1．7） 鉄 頭部欠損，先端部は尖る。 中央部床面MlOOO9，60％

18 釘（3」＿）0．5 0．4 （2．2） 鉄 脚部欠損，頭部は薄く叩き伸ばされ，屈曲する。中央部床面MlOOlO，50％

19刀　子（7．2）1．2 0．3 （5．4） 鉄 刃先・茎尻欠損，両関有り。 竃手前上層MlOOll，60％

20帯金具2．7 2．5 0．7 （7．8） 銅 楕円形を呈し，上位を左右に突出させる。裏に鋲3か所有り。中央部床面MlOO12，90％，PL70
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第1084号住居跡（第53・54図）

位置　調査区東部のP13a5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　西壁際の南寄りから東壁際の北寄りにかけて第95号掘立柱建物跡を掘り込み，北壁際を第1202号土

坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．40m，短軸3．68mの東西に長い長方形で，主軸方向はN－90。－Eである。壁高は5～13

cmで，各壁とも外債して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　東壁の南寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで86cm，両袖部幅97cmである。壁外への掘り込みは

70C皿ほどで，袖部は砂質粘土で構築されている。火床面は浅い皿状に掘り窪められ　火熱を受けて赤変してお

り，煙道は外債して緩やかに立ち上がる。

憲土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック少量

2　極暗褐色　ローム粒子少量

3　にぷい褐色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土粒子・砂粒
少量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは15～30cmである。P5は深さ25cmで，竃と対噂する位置にあ

り，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第53図　第1084号住居跡実測図
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土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　色　ロームブロック中量

4　暗褐色　ロームブロック少量，廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片53点（小皿1，椀38，整14），管状土錘1点，銅津1点が竃付近や北東部を中心に出

土している。竃の火床部からは第54図1と3が出土している。2は南西コーナー部の床面，4は東壁際の床面

から出土しており，2の体部内面には漆が付着している。

所見　本跡からは漆付着土器が出土しており，当調査区からは他に第1088・1091・1253・1323・1325号住居跡

からも出土している。東壁と柱穴が離れている住居形態から見て，漆関連の工房跡の可能性も想定される。本

跡の時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。

∈；∃：⊇ク，

第54図　第1084号住居跡出土遺物実測図

第1084号住居跡出土遺物観察表（第54図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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0　　　　2cm
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番号 種 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 小　　 皿 9．9 2．9 6．3 雲母・長石・石英 にぷい橙 普通 体部ログロナデ，底部回転へラ切り 竃火床部 PlOO18，80％，PL45

2 土師器 高台付椀 ［15．0］ 5．0 7．5
雲母 ・長石 ・石

英・赤色粒子
にぷい黄橙 普通

体部ロタロナデ，底部回転

へラ切り後，高台貼り付け
南西部床面

PlOO19，50％，内

面漆付着，PL45

3 土師器 要 ［20．8］ （10．7）
雲母 ・長石 ・石

英・赤色粒子
明赤禍 普通

口線都横ナデ，体部外面ナ

デ・指頭痕，内面へラナデ
竃火床部 P lOO20，10％

番号 器種 長 さ 幅 孔径 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

4 管状土錘 3．9 1．3 0．3 （5．4） 土　 製 ナデ，にぷい黄橙色を呈する。 東壁際床面 DPlOOOl，90％，PL65

第1085号住居跡（第55・56図）

位置　調査区東部のP13b5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　中央部と北西部で第95号掘立柱建物跡の掘り方を掘り込んでいる。

規模と形状　北壁の竃の西側は東側より75cmはど奥へ掘り込まれており，竃の東側には棚状の施設が付設され

ていたことが想定される。規模は，竃の東側の南北長が3．00m，西側では3．75mを測り，東西長は3．25mであ

る。主軸方向はN－70－Eであり，棚状の施設を含めた平面形は南北に長い長方形を呈している。壁高は北
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壁で20cmを測り，壁はほぼ直立している。また，南壁の立ち上がりは傾斜した地形のため確認されなかった。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は竃の東側を除いて周回している。

竃　北壁中央部のやや東寄りに設けられており，焚口部から煙道部まで87cm，両袖部幅90cmである。天井部は

崩落しており，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの地

山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変しており，煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・砂粒少量，炭化粒
子・粘土粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・砂粒少量，炭化粒子・
粘土粒子微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒子・粘
土粒子・砂粒微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量，粘

土粒子・砂粒微量

5　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・

砂粒微量
7　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子・

砂粒少量，粘土ブロック微量
8　灰褐色　粘土ブロック・砂粒中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク少量，炭化粒子微量

ピット　3か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さは33～65cmである。棚状施設付近にも主柱穴が想定され

るが，検出されていない。

貯蔵穴　平面形は径50cmはどの不整円形を呈し，棚状施設の手前に付設されている。深さは10cmで，底面は皿

状を呈しており，壁は緩やかに外債して立ち上がる。

l－63　－
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第55図　第1085号住居跡実測図



貯蔵穴土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック中童，ロームブロック・炭化粒子少量 2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　土ブロック微量
2　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・粘　4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

土粒子少量，砂粒微量　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子・粘　6　褐　　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片186点（椀49，皿2，整135），灰粕陶器片1点（長頸瓶），釘1点，棒状鉄製品1点，

管状土錘1点が北側部分の覆土下層を中心に出土している。とくに竃周辺からの出土が顕著であり，第56図2

は竃手前の覆土下層，4は火床部からそれぞれ出土している。また，5の灰粕陶器長頸瓶は南西部の覆土中か

ら出土している。

所見　本跡は棚状施設を有しており，この特徴は当遺跡において10世紀以降に取り入れられる住居形態の一類

型である。本跡の時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。

く二二≡≡ク2

第56図　第1085号住居跡出土遺物実測図

第1085号住居跡出土遺物観察表（第56図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器小　　皿［11．0］2．0 7．4 雲母・長石・石英にぷい赤禍普通体部ロクロナデ，底部回転へラ切り覆土中 PlOO21，20％

2土師器小　　皿［8．2］1．2 5．0 赤色粒子 橙 普通体部ロクロナデ，底部回転糸切り竃手前下層PlOO22，40％

3土師器高台付椀13．8 6．1 7．0 雲母・石英にぷい橙普通下端回転へラ削り，高台貼り付け後ナデ西壁際下層PlOO23，70％，PL45

4土師器高台付椀 （3．8）10．4
雲母・石英・赤

色粒子
にぷい橙普通高台貼り付け後，ナデ竃火床部PlOO24，30％

5灰粕陶器長頸瓶［12．0］（2．1） 緻密
灰白・オリー

ブ灰
良好
口緑部ロタロナデ，内・

外面地軸
南西部覆土中PlOO25，5％
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番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　　 考

6 土師器 賓 ［21．3］ （5．2）
雲母 ・長石 ・石

英 ・赤色粒子
橙 普通

口緑部横ナデ，体部外面ナ

デ ・指頭痕，内面へラナデ
覆土中 PlO O2 6， 5 ％

番号 器 種 長 さ 幅 孔 径 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

7 管状土錘 3．3 1．2 0．3 4．4 土製 ナデ， にぷい橙色 を呈す る。 北西部床面 DPlOOO2，100％，PL 65

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

8 釘 （9．5） 1．0 0．7 （16．0） 鉄 頭部欠損，脚部先端屈曲。 東壁際壁構内 M lO O 14，70％

9 不　 明 （2．6） 0．4 0．3 （1．0） 鉄 断面方形の棒状，鉄の茎部 ヵ。 覆土 中 M lO O 15

第1086号住居跡（第57・58図）

位置　調査区東部のP13C5区に位置し，南に緩やかに傾斜した台地の南端部に立地している。

重複関係　西壁寄りを除く大部分が第1087号住居跡を掘り込んでおり，中央部を第1094・1095号住居跡，北西

コーナー部を第1203号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．15m，短軸3．96mの方形で，主軸方向はN－100－Wである。壁高は北壁で12cmを測り，

壁ははぼ直立している。南壁の立ち上がりは確認できなかった。

第57図　第1086号住居跡実測図
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床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで100C皿，両袖部幅100cmである。壁外への掘り込み

は70cmほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面の上に砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの

地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化しており，煙道は緩やかに外傾して立ち上がる。

憲土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量，ローム粒子・砂　3　暗　褐　色　ロームブロック少量，廃土粒子・炭化粒子・砂粒微

粒微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量
2　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子・4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒徽

炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さ18～28cmである。P5は深さ22cmで，竃と対噂する位置にあり，

出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片38点（椀27，皿2，整9），須恵器片18点（杯13，賓5），球状土錘1点が竃内や北東

部の覆土下層を中心に出土している。竃の火床部からは第58図1・6，東壁寄りの床面からは2～5が出土し

ている。

所見　本跡は他遺構との重複が多く，本来の形状を明確に把握することはできなかったが，竃内や北西部から

土器が多く出土し，良好な資料を得ることができた。本跡の時期は，供膵具に占める土師器の割合が須恵器を

上回っていることや出土土器の形状から見て9世紀後葉と考えられる。

第58回　第1086号住居跡出土遺物実測図

第1086号住居跡出土遺物観察表（第58園）
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番 号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

1 土 師 器 杯 4 ．4 6 ．6 雲 母 ・赤 色 粒 子 に ぷ い 褐 普 通
体部下端回転へラ削 り，底部回

転へラ切 り後，手持ちへラ削り
竃 火 床 部 P lO O2 7 ，4 0 ％

2 須 恵 器 杯 12 ．8 4 ．0 4 ．5 雲 母 ・長 石 黄 灰 普 通 底 部 二 方 向 の ヘ ラ削 り 東壁 際床 面 P lOO28 ，90％，P L46

3 土 師器 高台 付 皿 ［13 ．4 ］ 2 ．8 6．2 長 石 に ぷ い 橙 普 通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 東壁 際床 面 P lO O2 9 ，6 0 ％

4 土 師器 高 台 付 皿 ［13 ．2 ］ 2 ．1 ［5．8 ］ 雲 母 ・長 石 黄灰 普 通 高 台貼 り付 け 後 ， ナ デ 東壁寄 り床面 P lO O3 0 ， 10％

5 土 師器 聾 ［13 月］ 4．6 － 雲 母 ・赤 色 粒 子 に ぷ い 赤 褐 普 通 体部外面ナデ，内面へ ラナデ 北 東 部床 面 P lO O3 1 ， 5 ％
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番号 器種 長 さ 径 孔径 重量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

6 管状土錘 （4．1） 1．5 0．4 （6．8） 土　 製 ナデ，橙色を呈する。 竃火床部 DP lOOO3，90％，PL65

第1087号住居跡（第59～61図）

位置　調査区東部のP13C6区に位置し，南西へ傾斜した台地の南端部に立地している。また，本跡の北10mに

は同時期と考えられる第1083号住居跡が位置している。

重複関係　西側部分を第1086・1094・1095号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6．32m，短軸6．20mの方形で，主軸方向はN－70－Eである。壁の立ち上がりは西壁と北

壁で確認でき，いずれも直立し，壁高は30～40cmを測る。南壁の立ち上がりは，傾斜した地形のため確認され

なかった。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されている。規模は，焚口部から煙道部まで130cm，両袖部幅160cmで，壁

外への掘り込みはない。天井部は崩落しており，土層断面図中の第15層が天井部の崩落土に相当し，粘土粒子

や砂粒を多く含んでいる。袖部は10～15cmはど掘り窪めた部分にローム土と砂質粘土を用いて床面と同じ高さ

まで埋め戻し，その上にさらに砂質粘土を用いて構築されている。火床面は10cmほど皿状に掘り窪められ火

熱を受けて赤変硬化しており，煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック中量，砂粒少量，焼土ブロック・炭
化粒子・粘土粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・粘
土粒子・砂粒少量

3　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒
子少量，砂粒微量

4　灰　褐　色　ロームブロック・砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒
子・粘土粒子微量

5　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，砂粒
微量

6　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・灰少
量，粘土粒子・砂粒微量

7　暗赤褐色　灰中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子

微量
8　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック少量，焼土ブ

ロック・炭化粒子微量

9　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土ブロック・
炭化粒子微量

10　灰　褐　色　粘土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・
炭化粒子微量

11にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量，ローム粒
子・炭化粒子微量

12　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・炭化粒子微量
13　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物・粘土粒子少量，ローム

ブロック・砂粒微量

14　灰　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量

ピット　7か所。主柱穴はPl～P4で，深さ55～62cmである。P5～P7は深さ16～32cmで，いずれも竃に

対噂して一直線上に並んでおり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

吉層雷㌔色。＿ムブ。ック．焼土ブ。ック．炭化物少量　　5暗褐色。－ムブ。ック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，粘　6　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　8　黒褐色　ロームブロック少量
4　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片164点（杯107，賓56，甑1），須恵器片206点（杯69，蓋80，聾56，甑1），鉄鎌1点，

刀子1点，棒状鉄製品（釘ヵ）1点，鉄津1点が出土しており，遺物はほぼ全域に散在している。北東コーナー

部からは第60・61図の6～11・14がまとまって出土しており，これらは出土位置から見て本跡に伴うものと考

えられる。竃付近では4が火床部，3が竃手前の床面，15が西袖脇の床面からそれぞれ出土しており，特に15

の内面はよく研磨されて，硯に転用されている。また，17の鉄鎌は南壁際の覆土下層，18の刀子はP4内，19

の棒状鉄製品は東壁寄りの床面，鉄浮は南東コーナー寄りの覆土下層からそれぞれ出土している0

所見　本跡の時期は出土土器から8世紀前葉と考えられ住居の形態や主軸方向，出土土器から見て第1083号

住居跡と同一の集落を構成していたことが想定される。
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第59図　第1087号住居跡実測図
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第60図　第1087号住居跡出土遺物実測図（1）
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第61図　第1087号住居跡出土遺物実測図（2）

第1087号住居跡出土遺物観察表（第60・61国）

番 号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備　　 考

1 土 師 器 杯 1 2．9 3 ．4 － 雲 母 ・石 英 にぷ い橙 普 通 体部外面へラ削 り，内面ナデ 北 東 部 中 層 P lOO 32 ， 80 ％

2 須 恵器 珂こ ［1 5．6 ］ 4 ．5 7 ．2 雲母 ・長石 ・石英 灰 黄 普 通 体郡下端 ・底部回転へラ削 り 南 壁 際 下 層 P lOO 33 ， 50 ％

3 須恵 器 杯 ［1 4．4 ］ 4 ．1 ［8 ．0 ］ 雲 母 ・長 石 褐 灰 普 通 体部下端 ・底部回転へラ削 り 竃 手 前 床 面 P lOO 34 ， 40 ％

4 須恵 器 巧こ － （2．9 ） 5 ．0 雲母 ・長石 ・石英 灰 自 普 通 底 部 回転 へ ラ削 り 魔 火 床 部 P lOO 35 ， 40 ％

5 須 恵 器 杯 ［1 0．1］ 3 ．5 6 ．0 雲 母 ・長 石 褐 灰 普 通 休部下端 ・底部手持ちへラ削 り 南西部覆土中 P lOO 36 ， 30 ％

6 須恵 器 蓋 1 6．8 3 ．2 － 雲母 ・長石 ・石英 黄 灰 普 通 天井部回転へラ削り後，つまみ接合 北 東 部 床 面 P lOO37，100％，P L 46

7 須 恵 器 蓋 1 4．6 3 ．7 雲母 ・長石 ・石英 灰 普 通
天 井 部 回転 へ ラ 削 り後 ，

つ まみ 接 合
北 東 部 中層

P lOO38，90 ％，内面

炭化物付着，P L46

8 須 恵 器 蓋 ［1 6．2 ］ 3 ．9 －
雲母・長石・赤色粒子 灰 普 通 天井部回転へラ削り後，つまみ接合 北 東 部 下 層 P lOO 39 ， 45 ％

9 須 恵 器 蓋 ［1 5．4 ］ 3 ．2 － 雲母 ・長石 ・石英 黄 灰 普 通 天井部回転へラ削り後，つまみ接合 北 東 部 床 面 P lOO 40 ， 40 ％

10 土 師器 聾 1 6．5 14．9 8 ．8 雲 母 ・石 英 橙 普 通 休部外面へラ磨き，内面へラナ苫 爛 木葉痕 北 東 部 床 面 P lOO41，100％，P L 46

1 1 土 師器 嚢 ［2 0．8 ］ （9 ．2 ）
雲 母 ・長 石 ・石

英 ・赤 色 粒 子
にぷ い橙 普 通

体部外 面ナ デ， 内面 へラナ

デ ・輪積み痕 ・指頭痕
北 東 部 床 面 P lOO 42 ， 10 ％

12 須 恵 器 鉢 ［3 7．6 ］l （9 ・2 ） － 雲 母 ・長 石 暗 灰 普 通 H緑部ログロげ ，体新崎叩き，内面げ 北 西 部 床 面 P lOO 43 ， 5 ％

13 須 恵 器 大　　 喪 ［4 3．5 ］ （5 ．0 ） － 敵 密 責 灰 良好 口緑部ロクロナデ，頚部に刺突文 北西部覆土中 P lOO 44 ， 5 ％
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番号 種別 器　 種 口径 器 高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

14 土師器 甑 － （27．9） ［14．0］
長石・石英・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ磨き，内面へラナデ 北東部床面 P lOO45，30％

15 須恵器 転 用 硯 （12．0） 長石 褐灰 良好 ロクロナデ，盤を転用カ 竃西側床面
PlO782，30％，

外面自然粕

16 須恵器 大　　 嚢 － （8．0） －
雲母・長石・石英 黄灰 普通 4本の櫛歯状工具による波状文 南西部覆土中 T PlOOO2

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

17 鎌 （7．9） 1．9 0．3 （15．0） 鉄 基部欠損，刃部 は若干湾 曲す る。 南壁 際下層 M lOO16，50％，PL 69

1 8 刀　 子 （5．9） 1．3 0．2 （6．6） 鉄 刃先部 ・茎部欠損。 P 4 覆土中 M lOO17，50％，PL 68

1 9 不　 明 （4．4） 0．6 0．3 （4．0） 鉄 断面長方形，一端が尖 る。釘 カ。 東壁寄り床面 M lO O 18，30％

第1088号住居跡（第62・63図）

位置　調査区東部のP13e6区に位置し，南に傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　東壁際の南寄りで第1092号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南へ傾斜した地形のため，南壁の立ち上がりが確認できず，暗褐色を呈した床面の広がりとピッ

トの位置から判断して，1辺が4．10mはどのN－100－Eを主軸とする方形と推定される。壁高は最も残りの

よい北壁で20cmを測り，壁は外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，竃の手前がよく踏み固められており，壁溝は確認された壁際を巡っている。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで115cm，両袖部幅140cmである。壁外への掘り込みは

60。mほどで，神都は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は北壁ラインよりも外側

に位置しており，煙道の立ち上がり部には径40cmはどの円形で深さ33cmのピットが掘り込まれ　その中から須

恵器聾が逆位で埋め込まれた状態で検出されている。この賓は支脚に転用されたと考えられ，被熱している。

また，煙道は外債して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子・粘

土粒子・砂粒微量

2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量，粘
土粒子・砂粒微量

3　褐　　　色　ロームブロック多量，粘土粒子・砂粒少量，焼土ブ
ロック・炭化粒子微量

4　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物・

砂粒微量
5　灰　褐　色　灰多量，焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化物微

量

6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物少量
7　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量，粘

土粒子・砂粒微量

ピット　主柱穴は検出されなかった。壁際から深さ5～10cmの小ピット9か所が検出されており，壁柱穴と考

えられる。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量　3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量　4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片17点（椀7，皿1，聾9），須恵器片15点（杯4，蓋1，聾9，甑1），砥石1点が竃

周辺の床面を中心に出土している。図示した土器はいずれも竃内，ないし竃手前からの出土であり，そのうち

第62・63図5は前述したように支脚に転用された須恵器聾である。また，2の口綾部には油煙が付着し，6の

口綾部内面には倒位で「カ」と焼成前にへラ書きされている。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。
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第62図　第1088号住居跡・出土遺物実測図
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第63図　第1088号住居跡出土遺物実測図

第1088号住居跡出土遣物観察表（第62・相国）

0　　　　　　　　　　　　　　　5cm
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番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器杯 15．6 4．9 6．8雲母・赤色粒子にぷい赤褐普通体部下靖へラ削り，底部一方向のヘラ紳）奄火床部PlOO46，70％，PL45

2須恵器杯14．4 4．1 8．0雲母・長石明赤褐不良
底部回転へラ切り後，

一方向のヘラ削り
竃火床部
PlOO47，100％，口

緑部油煙付着，PL46

3土師器高台付皿12，9 3．0 6．6長石 明赤褐普通休部内面へラ磨き，高鍋り付け後げ竃手前床面PlOO48，70％，PL46

4土師器嚢［15．8］（4．8）－雲母・石英にぷい橙普通口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ竃焚口部PlOO49，5％

5須恵器要 （26．6） 雲母・長石・石英黄灰 普通
休部外面縦位の平行叩き，内

面ナデ・輪積み痕・指頭痕
竃火床部
PlOO50，70％，

支脚転用，PL46

6須恵器嚢［22．6］（5．5） 雲母・長石にぷい黄橙普通ロ緑部ロクロナデ 寵火床部
PlOO51，5％，口緑部

へラ書き「カ」，PL63

番号器種長さ幅厚さ重量材　質 特　　　　　徴 出土位置備　　考

7砥　石（4．7）（2．9）（1．6）（30．9）凝灰岩砥面3面，両端部欠損。 北西部覆土中QlO（氾2，40％，PL67

第1091号住居跡（第64～66図）

位置　調査区東部の013i4区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　北壁部分で第1089号住居跡，西壁部分で第1090号住居跡を掘り込み，東壁部分を第95号掘立柱建物，

西側部分を第111号掘立柱建物，南壁部分を第114号掘立柱建物跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸7．10m，短軸6．73mの方形で，主軸方向はN－50－Eである。壁高は30～50cmで，各壁と

もはぼ直立する。

床　はぼ平坦で，主柱穴の内側がよく踏み固められており，壁溝が周回している。
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竃　北壁中央部を壁外に40cmほど掘り込んで，砂質粘土で構築されている0焚口部を第111号掘立柱建物跡に

掘り込まれているため，確認できた規模は火床部から煙道部まで100cm，両袖部幅160cmである。袖部は15cmは

ど掘り下げた部分にローム土と砂質粘土を用いて床面と同じ高さまで埋め戻して，その上にさらに砂質粘土を

用いて構築されている。火床面は袖部と同様にローム土と砂質粘土で埋め戻した平坦面を使用しており，火床

面直上からは多量の灰とともに貝殻片が微量検出されている0袖部の内側と火床面は火熱を受けて赤変硬化し

ており，煙道は外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土中ブロック・粘土粒子・12　暗　褐　色

砂粒微量　　　　　　　　　　　　　　　13　暗赤褐色

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・灰少量，炭化物微量
3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子・砂14　にぷい赤褐色

粒微量
4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・灰少量
5　灰　褐　色　灰多量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量

6　暗赤褐色　焼土ブロック多量，灰少量，炭化粒子微量
7　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子・粘

土粒子・砂粒微量
8　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量，砂粒徴

且
旦

9　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土粒子・砂
粒微量

10　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
11極暗褐色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量

砂粒多量，ローム粒子・粘土粒子中量

砂粒中量，ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子少
且
．星

砂粒多量，粘土粒子中量，ローム粒子・焼土ブロッ
ク・炭化粒子少量

15　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒・焼土ブロック中量，ロームブロッ
ク・炭化粒子少量，灰微量

16　暗赤褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック・
炭化粒子少量

17　暗赤褐色　砂粒・焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少
且
旦

18　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土ブロック・炭化粒子少
且
且

19　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量
20　暗　褐　色　ロームブロック多量，粘土粒子・砂粒中量
21暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロッ

ク少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは61～67cmで，P3・4の底面からは柱の圧痕が2か所

ずつ確認されており，立て替えが行われたことが想定される0また，出入り口施設に伴うピットはP5が相当

し，深さは65cmである。
．

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック少量
2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量

3　褐　　　色　ロームブロック中量
4　黒　褐　色　ローム粒子少量

5　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量
6　暗　褐　色　ローム粒子少量
7　褐　　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片116点（賓116），須恵器片231点（杯105，高台付杯3，蓋23，饗98，甑1，円面硯1），

土製支脚1点，不明銅製品（巡方ヵ）1点，鉄鎌2点，不明鉄製品（鉄鉱カ）1点，鉄浮5点が出土している0

遣物はほぼ全域に散在しており，竃周辺の床面や覆土下層からは第65・66図1・2・5・23・27が出土し，そ

のうち1・2の体部内面には漆が付着している。また，P2・3内から炭化材が出土しており，さらにP2の

東側の床面からは焼土塊が検出されている。炭化材はいずれも形状を留めておらず，部位の同定には至らなか

ったが，出土位置から見て柱材の可能性がある。

所見　本跡は供膳具類に土師器が見られないことや出土土器の形状から8世紀中葉に位置づけられこの時期

における最大の住居跡である。本跡からは，刻書やヘラ書きが施された土器が多く出土しており，3の底部に

は「×」の刻書，11・13・14の底部には「×」のヘラ書き，12の底部と22の体部下端には「大」のへラ書きが

されている。また，本跡は炭化材や焼土塊の出土状況から見て火災にあったことが想定されさらに覆土の土

層観察からは焼失後に埋め戻されている様子を見て取ることができ，出土した遺物の多くは本跡が埋め戻され

る段階で投棄されたと考えられる。また，竃の使用状況や1軒の食膳を賄うには多すぎる供膳具の出土量から

見て厨としての機能が示唆され本跡から南西へ13mの距離には屋と考えられる第99号掘立柱建物跡が位置し

ている。
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第64図　第1091号住居跡実測図
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了一

－76－

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　：　　　！

＼、一⊥二＝＝ク13

0　　　　　　10cm

＿＿＿＿≡弐18　　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿二二l



∠謹呈

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　】　　　！

第66図　第1091号住居跡出土遺物実測図
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第1091号住居跡出土遺物観察表（第65・66図）

番号 種 別 券　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 須 恵 器 杯 13．6 4 ．1 8．4 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通
底部 回転 へラ切 り後 ，二

方 向のへラ削 り
北東部床面

P lOO78，70 ％，体 部

内外面漆付着，PL 47

2 須 恵 器 杯 ［13．3］ 3．9 ・7．9 雲母 ・長石 ・石英 灰黄 普通 底部一方 向のヘラ削 り 竃手前下層
P lOO79，60 ％，体 部

内両膝付着，P L47

3 須 恵 器 杯 13．9 4 ．1 8．0 長石 ・石英 灰 普通
体 部下 端 手持 ちへ ラ削

り，底 部へラナデ

北壁際中層 ・

東壁際床面

P lOO80，60 ％，焼成

後に刻書「×」，P L46

4 須 恵 器 杯 12．6 3．7 8．4 雲母 ・長石・石英 黄灰 普通
体部下端手持 ちへラ削 り，

底部多方向のヘ ラ削 り
中央部床面 P lOO81，60％，P L 46

5 須 恵 器 杯 13．4 3．9 8．4 雲母 ・長石 ・石英 褐灰 普通 底 部回転 へラ削 り
竃火床部 ・

北東部床面
P lOO82，60％，P L 46

6 須 恵 器 杯 ［12．5］ 3．7 8．5 雲母 ・長石 ・石英 黄灰 普通 底部回転へラ切り後，多方向のヘラ削り 中央部床面 P lOO83，60％，P L 47

7 須 恵器 杯 ［13．3］ 3．9 7．8 雲母 ・長石 ・石英 灰 自 普通 底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り 中央部下層 P lOO 84 ， 50 ％

8 須 恵 器 杯 13．2 3．8 ［8．0］ 長 石 ・石英 灰 普 通 底 部二方向のヘラ削 り 西壁際下層 P lOO85，40％，PL 47

9 須 恵器 杯 ［14．0］ 3．8 8．8 雲母 ・長石 ・石英 黄灰 普通 体部下端 ・底部回転へラ削り 中央部上層 P lOO 純 ， 30 ％

10 須 恵 器 杯 ［14．0］ 3．6 ［8．4］ 長 石 ・石英 灰 普通 体部下端 ・底部回転へラ削り 覆土 示 P lOO87，30％，PL 47

1 1 須 恵 器 杯 ［1 1．7］ 3．6 ［7．7］ 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通
体 部 下端 ・底 部 回転 へ

ラ削 り

南東部 ・南

西部覆土 中

P lOO88，40 ％，底 部

へラ書き「×」，P L63

12 須 恵 器 杯 （3．1） ［8．0］ 雲母 ・長石 ・石英 灰黄 普通
底 部 回転 へ ラ切 り後 ，

ヘラナデ
中央部床面

P lOO89，30 ％，底 部

へラ書き「大」，P L63

13 須 恵 器 ま不 （1．7） ［5．6］ 雲母 ・長石 ・石英 灰 ．普通
体部 下端 ・底 部 回転 へ

ラ削 り
南西部覆土中

P lOO90，10 ％，底 部

へラ書き「×」，P L63

14 須 恵 器 杯 （1．0） 雲母 ・長石 ・石英 黄灰 普通 底部回転へ ラ削 り 南西部覆土中
PlOO91，10％，底部内

面へラ書き「×」，P L63

15 須 恵 器 高 台付杯 － （3．3） ［7．6］ 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け P 2 覆土 中 P lO O92 ， 20 ％

16 須 恵 器 蓋 1 9．9 4 ．8 － 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 天井部回転へラ削り後，つまみ貼り付け 北壁 際床面 P lOO93，90％，PL 47

17 須 恵 器 蓋 14．6 3 ．6 － 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 天井部回転へラ削り後，つまみ貼り付け 南壁寄り中層 P lOO94，70％，PL 47

18 須 恵 器 蓋 ［10．6］ （1．4） － 赦 密 灰 良好 ロクロナデ，外面 自然粕 南西部覆土中 P lO O9 5， 1 0％

19 須 恵 器 円 面 硯 － （3．5） 叫 4］ 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 透か し孔へ ラ切 り 北東部覆土中 P lO O9 6， 5 ％

20 土 師 器 嚢 2 2．2 （18．7） 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通
体部外面へ ラ磨 き，内 面

へ ラナデ ・指頭痕

竃東側 ・中

央 部床面

P lOO 97，30％，PL 47

2 1 土 師 器 嚢 （3．6） 8．2 雲母 ・長石 ・石英 灰褐 普通
体部外面へ ラ磨 き，内 面

へ ラナデ，．底部木葉痕
南壁 際下層

P lOO 98 ，10％ ，杯 に

転用カ，P L 47

22 須 恵 器 甑 ［3 6．7］ 2 7．0 ［17 ．6］ 雲母 ・長石 ・石英 黄灰 普通
体部外面平行叩き，内面ナデ・輪

積み痕・指頭痕，下端へラ削り

中央 部 ・西

壁 寄 り．床面

P lOO99，4 0％，ヘラ

書き「大」，P L48 ・64

2 3 須 恵 器 大　　 喪 － （11．8） － 長 石 灰 普通 外面平行叩き，内面同心円状の当て具痕 竃手前上層 T P lO OO 3

番 号 券 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

24 巡　 方 2．2 （1．0） 0．2 （0．4） 鋼 垂 孔部の破片。裏 に鋲の痕跡有 り。 東壁寄り床面 M lOO20 ，30 ％，PL 70

2 5 鎌 （4．6） （1・甲） 0．2 （4．2） 鉄 刃 部の破片。刃部は若干攣 曲す る。 南 西部下層 M lOO2 1，20％，PL 69

2 6 鎌 （3．5） （1．7） 0．2 （2．8） 鉄 摘鎌の破片カ。刃部は攣曲し，刃先部に向かって尖る。 南 西部下層 M lO O2 2 ，2 0 ％

27 不　 明 （6．3） 0．4 0 ．4 （5．2） 鉄 断面方形の棒状。鉄鉄の茎部，或いは紡錘車の軸カ。 竃火床部上層 M lO O2 3 ，2 0 ％

第1093号住居跡（第67・68図）

位置　調査区東部のP13e4区に位置し，南に傾斜する台地の縁辺部に立地している。

重複関係　北西部の壁際を第1204・1205・1206号土坑に掘り込まれている。
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規模と形状　長軸3．43m，短軸3．38rnの方形で，主軸方向はN，70－Eである。壁の立ち上がりは北壁で確

認され　高さが12cmで，ほぼ直立する。南壁付近は床面の高さまで削平されており，壁の立ち上がりは確認で

きなかった。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁中央部のやや東寄りに付設され　焚口部から煙道部まで120cm，両袖部幅125cmである。壁外への掘り

込みは60cmほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面の上に砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高

さの地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化しており，煙道は外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒千・秒粒少量，　8　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・粘

粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土粒子・砂粒微量
2　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒　9　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子・粘土粒

千・秒粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子・砂粒微量
3　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量，粘10　灰　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，

土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子微量
4　黒　褐　色　炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量　　　11暗赤褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土粒子・砂

5　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物少量　　　　　　　　　　　　　　粒少量，炭化粒子微量
6　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量12　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子・粘
7　黒　褐　色　炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量　　　　　　　　　　土粒子・砂粒微量

ピット　4か所。主柱穴はPl～P3で，深さは11～18cmを測り，北西部に想定される主柱穴は精査したが確

認されなかった。出入り口施設に伴うピットはP4が相当し，深さは8cmである。

覆土　9層に分層され　ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　暗褐色

⑥

ロームブロック中量，炭化粒子微量
ローム粒子中量
ロームブロック中量，焼土粒子微量
ロームブロック中量

ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

l＼

6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　極暗褐色　ロームブロック少量

8　褐　　色　ロームブロック多量
9　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

第67図　第1093号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片61点（椀55，小皿1，整5），土製支脚1点，不明鉄製品（釘ヵ）1点が竃周辺の覆

土下層や床面を中心に出土している。第68図1～5はいずれも火床部，あるいは竃手前の床面からの出土であ

る。竃内から出土した土器のほとんどは破片で，火熱を受けた痕跡も見られず，投げ捨てられたように火床部

内に散乱していた。

所見　竃内から出土した土器は，出土状況から見て住居廃絶時に意図的に投棄されたと考えられ本跡の時期

はそれらの土器の形状から10世紀後半と考えられる。

ミ≡主三者 一

第68図　第1093号住居跡出土遺物実測図

第1093号住居跡出土遺物観察表（第68図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　…」

‥1

一　四

一　日

5

0　　　　2cm

』＝＝＝＝」

番号 種 別 器　 種 口径 器高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 小　　 皿 9．8 2．1 7．6 雲母 ・長石 にぷい橙 普通 底部回転へラ切り 竃東側床面 PlOlOl，100％，PL亜

2 土師器 高台付椀 ［14．6］ 5，2 5．7 雲母 ・赤色粒子 にぷい黄橙 普通 高台貼り付け後，ナデ 竃東側床面 PlOlO2，60％，PL亜

3 土師器 高台付椀 ［13．6］ 5．2 ［6．1］ 雲母 ・長石 橙 普通 底部菊花状の工具痕 寵火床部 PlOlO3，40％

4 土師器 聾 ［17．0］ （21．2） 雲母 ・長石 橙 普通
体部外面へラケズリ・輪

積み痕，内面へラナデ

竜火床部・

題手前床面
PlOlO4，15％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5 不　 明 （7．8） 0．6 0．5 （7．7） 鉄 断面方形の棒状，鉄級の茎部或いは紡錘車の軸カ。 竃西側床面 M lOO29

第1094号住居跡（第69・70図）

位置　調査区東部のP13C5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　第1095号住居跡のほぼ全域と第1086号住居跡の中央部，第1087号住居跡の西側部分を掘り込んでい

る。

規模と形状　長軸2．67m，短軸2．26mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－100－Eである。壁高は22～25

cmで，各壁ともほぼ直立する。

床　はぼ平坦で，竃の手前から出入り口施設にかけてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁中央部のやや西寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで75C恥　両袖部幅110cmで，壁外への掘
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り込みは40C皿である。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されており，遺存状態が悪く，付近

の床面には竃材の流出が見られる。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱を受けて

赤変硬化している。煙道の立ち上がり部には土製の支脚が据えられており，煙道は外傾して緩やかに立ち上が

る。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，粘土粒子・砂粒微量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは18cmである。また，壁構内から深さ6～16C皿の

小ピット4か所が検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆土　9層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1褐　　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物微量
4　暗褐色　ロームブロック中量，廃土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック中量

6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量
7　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
8　極暗褐色　ローム粒子少量
9　褐　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片73点（椀44，高台付椀16，小皿12，聾9），土製支脚1点，砥石1点，鉄津1点が出

土している。遺物は竃付近に集中しており，火床部からは第70図4・5が出土している。また，竃の東側の床

面からは，6・7が出土している。

所見　本跡から出土した小皿は口径・器高ともに大きく初現的な小皿の様相を呈しており，時期は10世紀後半

でもやや古い段階と考えられる。

＿＿＿一∠三三∋『‾

第69図　第1094・1095号住屈潮こ実測図
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第70図　第1094号住居跡出土遺物実測図

第1094号住居跡出土遺物観察表（第70図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　：　　　！

8

0　　　　　　　　　　　5cm

！　　：　　i

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器小　　皿10．8 2．7 7．3雲母・赤色粒子橙 普通底部回転へラ切り 中央部床面PlOlO5，95％，PL48

2土師器小　　皿11．0 2，6 8．0雲母・長石橙 普通底部回転へラ切り 東壁際下層PlOlO6，90％，PL亜

3土師器小　　皿10．0 2．9 7．4雲母・長石橙 普通底部回転へラ切り 竃東側中層PlOlO7，70％

4 土師器小　　皿9．6 2．3 7．0長石・赤色粒子にぷい橙普通底部回転へラ切り 竃火床部
PlOlO8，70％，

外面油煙付着

5土師器高台付椀14．2（6．7） 長石・赤色粒子橙 普通
体部下端回転へラ削り，

高台貼り付け痕有り

竃火床部・

南西部床面
PlOlO9，80％，PL48

6土師器高台付椀－（4．6）－長石・赤色粒子橙 普通底部回転へラ切り後，高台貼り付け竃東側床面PlOllO，30％

7土師器梁 －（10．0）8．0雲母・長石・石英にぷい褐普通外面へラ削り，内面げ，組へラげ竃東側床面PlOll1，30％

番号器種長さ幅厚さ重量材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

8支　脚13．5 7．6 6．8 1160 雲母片岩直方体。被熟し，脆い。 竃火床部QlOOO3，100％，PL68

第1095号住居跡（第69図）

位置　調査区東部のP13C5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　第1086号住居跡の中央部を掘り込み，北西部を除く大部分が第1094号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　確認できたのは南北軸1．66m，東西軸0．31mとわずかな部分であり，主軸方向は西壁の指す方向

から見てN－20－W，あるいはN－880－Eと推測される。壁高は4C皿であり，壁の立ち上がりの様子は判然
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としない。

床　ほぼ平坦で，硬化面は認められない。壁溝は確認された壁際を巡っている。

竃　第1094号住居跡に掘り込まれたことが想定され遺存していない。

覆土　2層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ロームブロック中量
2　褐　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　出土していない。

所見　本跡の大部分を掘り込まれているために本来の形状を明確に把握することはできなかったが，第1094号

住居跡の東側には遺構が延びておらず，第1094号住居跡と同規模かそれ以下と推測することができる。また，

本跡の時期は重複関係から見て8世紀前葉から10世紀後半のいずれかの時期に構築されたことは明らかである

が，出土遣物がないため時期の特定はできない。

第1096号住居跡（第71～73図）

位置　調査区北東部の013i2区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している0本跡から西へ6mには同時期

と考えられる第1083号住居跡が位置している。

重複関係　東壁際の南寄りで第1090号住居跡を掘り込み，P2の東側を第111号掘立柱建物跡に掘り込まれて

いる。

規模と形状　長軸4．93m，短軸4．72rrlの方形で，主軸方向はN－30－Wである。壁高は38～47cmで，各壁と

も外方に開き気味に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで125cm，両袖部幅165cmで，壁外への掘り込みは40

。皿である。天井部は崩落しており，土層断面図中の第4層が天井部の崩落土に相当し，粘土粒子や砂粒を多く

含んでいる。袖部は床面と同じ高さの地山面上にローム土混じりの砂質粘土で構築されており，内側が火熱を

受けて赤変している。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化しており，

火床面直上からは多量の灰が貝殻片や骨片とともに検出されている0また，煙道は火床部から急な傾斜で立ち

上がる。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量
2　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量
5　灰　赤　色　灰多量，焼土ブロック中量，炭化粒子少量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，砂粒・礫少量

7　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量
8　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒中量

9　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
10　暗　褐　色　砂粒中量，ロームブロック・粘土粒子少量
11暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは52～75cmである。出入り口施設に伴うピットはP5が相当し，

深さは31。皿である。また，壁溝内から深さ10cmほどの小ピット4か所が検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆土　9層からなり，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子少量

8　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
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第71図　第1096号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片67点（杯29，婆37，甑1），須恵器片43点（杯30，蓋6，婆6，長頸壷1），鉄鉢2点，

切子玉1点，鉄津1点が覆土下層を中心に散在した状態で出土している。杯類の土師器と須恵器の出土割合は

ほぼ同数であり，土師器杯は古墳時代後期の特徴を残し，須恵器杯は平底で箱形を呈している。第72・73図1

は中央部，3は南壁際のいずれも床下から出土したものである。5は南壁際の覆土中層から出土しており，短

頸壷に対応するものと考えられる。6は中央部の床面と西壁際の覆土中層から出土した破片が接合されたもの

であり，住居廃絶時に投棄されたものと考えられる。10は竃付近の床面から出土した破片数点が接合されたも

のであり，出土位置から見て竃で使用されていたものと考えられる。12・13の鉄鎌はそれぞれ北東コーナー部

の覆土中層と東壁際の覆土下層から出土している。また，竃の火床部からは多量の灰に混じって貝殻片と小動

物の骨片が出土しているが，いずれも微細であり同定には至らなかった。切子玉，鉄津は混入したものである。

所見　本跡の時期は，杯類の土師器と須恵器の構成比がはぼ同等であることや出土した土器の形状から見て8

世紀前葉から中葉と考えられる。

‾＿‾‾二 ∴

第72回　第1096号住居跡出土遺物実測図（1）
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第73図第1096号住居跡出土遺物実測図（2）

第1096号住居跡出土遺物観察表（第72・73園）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

7　l　　　－　　1

0　　　　　　　　　　　5cm

！　　：　　！

番号種別券　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器杯［17．0］（2．8）－長石 橙 普通
体部外面へラ磨き，内面横ナデ中央部床面PlOl12，5％

2 須恵器杯［10．7］3．3 7．2 長石 黄灰 普通底部多方向のヘラ削り
北東部・北

西部覆土中
PlOl13，30％

3 須恵器杯［12．8］3．4 9．0 長石 灰 普通底部多方向のヘラ削り南壁際床面PlO114，30％

4 須恵器蓋 15．2 2．8 －雲母・長石・石英灰黄 普通
天井部回転へラ削り後，つまみ貼り付け南東部中層PlOl15，90％，PL亜

5 須恵器蓋［13．0］3．3 －長石 灰 普通天堀回転へラ削り後，つまみ貼り付け
南壁際中層PlO116，60％，PL亜

6 土師器嚢 25．4（28．0） 雲母・長石・石英明赤褐 普通
体部外面へラ磨き，内

面へラナデ

中央部床面・

西壁際中層
PlO117，80％，PL49

7 土師器嚢［25．6］（9．0）－雲母・長石・石英明赤褐 普通口緑部横ナデ，体部内・外面へラナデ西壁際下層
PlOl18，5％

8 須恵器聾［22．7］（8．5）－雲母・長石・石英貴灰 普通
体部外面平行叩き，内面無文の当て具痕北東部床面PlOl19，5％

9 須恵器嚢 －（11．6）［16．9］雲母・長石 灰 普通
休部下端へラ削り，内面ナデ・給積み痕中央部下層PlO120，10％

10土師器聾 －（22．3）－雲母・長石・石英明赤褐 普通体部外面へラ磨き，内面へラナデ
竃東側床面PlO121，20％

番号器種長さ幅孔径重量 材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

11切子玉2．4 1．7 0．2 （8．3）水　晶片側穿孔，12面体。 南壁際上層QlOOO4，95％

番号器種長さ幅厚さ重量 材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

12 鍍（4．6）0．4 0．3 ほ6） 鉄 断面長方形の棒状，箆被部の破片，嫌状関有り。南東部下層MlOO32

13不　明賂1）0．5 0．3 ほ5） 鉄 断面長方形の棒状，鉄の箆被部或いは茎部の破片カ。竃東側中層MlOO31

第1097号住居跡（第74・75図）

位置　調査区東部の013f4区に位置し，南に傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　西半部分で第1098号住居跡を掘り込み，南東部を第1207号土坑，第79号滞跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．40m，短軸3．37mの方形で，主軸方向はN－80－Wである。壁高は北壁で50cmを測り，

外傾して立ち上がる。南壁は傾斜した地形のため，確認されなかった。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は東壁際から南壁際にかけて巡っている。

竃　北壁の中央部を壁外に30cmはど掘り込んで構築されており，焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅125cm
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である。天井部は崩落しており，土層断面図中の第2層が天井部の崩落土に相当し，粘土粒子や砂粒を多量に

含んでいる。袖部は地山を掘り残したローム土を芯とし，その周りに砂質粘土を貼り付けて構築されている。

火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化しており，火床部直上からは灰が

少量検出されている。また，煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック少量
2　灰　黄　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子少量

3　褐　　　　色　ロームブロック多量
4　褐　　　　色　ロームブロック多量，砂粒少量
5　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒少量

6　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化物中量
7　暗赤褐　色　焼土ブロック中量，炭化粒子・灰少量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
9　灰　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・灰少量

ピット　4か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さ20～27cmである。南東コーナー寄りに配されていたと想

定される柱穴は，第1207号土坑に掘り込まれたため，遺存していない。出入り口施設に伴うピットはP4が相

当し，深さは25cmで，中央部に向かって斜めに掘り込まれている。また，深さ5C皿はどの小ピット2か所が西

壁際の北寄りから検出されており，壁柱穴の可能性がある。

覆土　9層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

9

第74図　第1097号住居跡実測図
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土層解説
1　極暗褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　極暗褐色　ローム粒子中量

4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
5　暗褐色　ロームブロック多量

6　暗褐色　ロームブロック中量

7　褐　　色　ロームブロック多量
8　褐　　色　ロームプロッ多量，砂粒少量
9　暗赤褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

砂粒少量

遺物出土状況　土師器片28点（聾27，甑1），須恵器片40点（杯22，高台付杯4，蓋6，盤2，鉢1，賓3，

甑2），刀子1点，鉄鉄1点が北西部を中心に出土している。第75図1・2・4～6・8はいずれも北西部か

らの出土であり，とくに1・4・8は床面から出土している。

所見　本跡から出土した供膳具類は須恵器で占められ　また須恵器の器種も前代と比して増加しており，出土

土器の形状と併せて8世紀中葉と考えられる。
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第75図　第1097号住居跡出土遺物実測図

第1097号住居跡出土遺物観察表（第75園）
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番号種別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1須恵器土不 12．9 4．2 8．0 石英 褐灰 普通底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り北西部床面PlO122，90％，PL亜

2 須恵器杯［14．2］3．6 ［9．0］雲母 灰 普通底部回転へラ切り後，多方向のヘラ則り北西部覆土中PlO123，30％

3 須恵器蓋 －（1．2）－長石・石英
褐灰 普通天井部回転へラ削り後，つまみ貼り付け北東部覆土中PlO124，30％

－88－



番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

4 須恵器 鉢 ［40．3］ 16．2 ［22．8］ 雲母 ・長石・石英 灰 白 普通 休部外面横位の平行叩き，内面へラげ 北西部床面 P lO1 25，30％

5 土師器 聾 ［24．4］ （5．4） － 雲母 ・石英 明赤褐 普通 口別納・外面接げ，内面の一部へラげ 北西部下層 P lO1 26， 5 ％

6 須恵器 尭 － （6．0） － 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 外面同心円状の叩き，内面ナデ 北西部下層 T P lOO O4， 5 ％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

7 刀　 子 （5．1） 1．6 0．4 （11．0） 鉄 刃部の破片。 北東部覆土中 M lOO 33，40％

8 鉄 （4．5） 0．7 0．5 （4．0） 鉄 箆被部から茎部にかけての破片，関部の痕跡有 り。 北西部床面 M lO O 34

第1099号住居跡（第76・77図）

位置　調査区東部のP13h2区に位置し，南に傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　竃付近で第1098号住居跡を掘り込み，南西部から北東部にかけて第79号溝跡に掘り込まれている。

また，北西部が撹乱を受けている。

規模と形状　南側部分を第79号溝跡に掘り込まれているために，東西軸は3．45m，南北軸は1．80mだけが確認

され　残存部分の形状から見てN－20－Eを主軸とする方形または長方形と推定される。壁の立ち上がりは

北壁と西壁で確認され，いずれも高さが30cmほどで，壁ははぼ直立している。

床　はぼ平坦で，竃の西側に硬化面が認められる。壁溝は確認された壁際にはない。

竃　北壁を壁外に40cmはど掘り込んで砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで85cm，両袖部幅120

cmである。天井部は崩落しており，袖部は壁際にその痕跡が認められる。火床面は床面と同じ高さで，火熱を

受けて赤変硬化しており，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

憲土層解説

1褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量
2　褐　色　ロームブロック中量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

4　褐　色　ロームブロック多量

5　暗褐色　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・砂粒少量
6　暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子少量

ピット　1か所。主柱穴はPlで，深さは12C皿である。対応する柱穴は，第79号溝跡によって掘り込まれたた

め不明である。また，西壁際から深さ10cmはどの小ピット3か所が検出されており，壁柱穴と考えられる。

第76回　第1099号住居跡実測図

／／一一一／

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　［　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　：　　　！

・一　さ！1



遺物出土状況　土師器片9点（杯5，賓3，鉢1），須恵器片10点（杯4，高台付杯1，聾5），灰粕陶器片1

点（高台付皿ヵ），鉄津1点が出土している。遺物ははぼ全域に散在しており，そのほとんどが細片のため，

図示できたのは3点だけである。第77図1は竃付近の覆土中から出土した破片2点が接合されたものであり，

猿投産黒笹14号窯式期ないし黒笹90号窯式期の古段階のものと思われる。

所見　供膳具における土師器と須恵器の出土割合がほぼ同等で，須恵器の中には酸化焔焼成のものが多いこと

など，須恵器生産の終末期の様相を呈しており，時期は9世紀後葉と考えられる。

、亡二二i＿去斧

第77図　第1099号住居跡出土遺物実測図

第1099号住居跡出土遺物観察表（第77図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴出土位置備　　考

1灰軸陶器高台付皿 （1．8）［10．1］緻密 灰白・灰黄良好
高台貼り付け後，ロク

ロナデ，三日月高台
奄付近覆土中
PlO137，5％，

黒笹90号窯式

2須恵器杯［14．0］（3．6）－雲母・石英にぷい黄橙普通体部ロクロナデ
覆土中PlO138，5％

3土師器杯［15．0］（1．9）－
雲母・赤色粒子にぷい褐普通体部ロクロナデ 北東部覆土中PlO139，5％

第1250号住居跡（第78図）

位置　調査区東部のP13C4区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　第1252号住居跡の中央部，第1251号住居跡の北東部を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4．10m，短軸3．90mの方形で，主軸方向はN－20－Eである。壁高は20～25C・nで，各壁と

も外債して立ち上がる。

床　はば平坦で，竃の手前から出入り口施設にかけてよく踏み固められている1。壁溝は認められない。

竃　北壁中央部のやや東寄りに付設されており，西袖部の一部と火床面が確認されている。袖部は砂質粘土で

構築されており，火床面は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熱を受けて赤変硬化している。

ピ、ソト　4か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さは15～23cmであり，北西コーナー寄りに想定される柱穴

は精査したが確認されなかった。P4は深さ7cmで，南壁際の中央部にあり，出入り口施設に伴うピットと考

えられる。また，各壁際から10～20cmの間隔で，深さ5～7cmの小ピットが48か所検出されており，壁柱穴と

考えられる。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
4　灰褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量
7　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片74点（椀59，高台付椀8，小皿6，聾1），灰粕陶器片1点（瓶），鉄錬1点，刀子1

点が南半部分の覆土下層を中心に出土している。出土した土器は細片が多く，完形に近いものでは第78図4が

中央部の覆土下層から出土している。また，2・5はいずれも西壁寄りの覆土下層，1・3は中央部の覆土下

層から出土している。6の鉄鉢は北東コーナー部，7の刀子は南壁際のいずれも覆土上層から出土している。

期1－



所見　本跡から出土した小皿はいずれも口径が9cm未満で小形化しており，時期は10世紀後半以降と考えられ

る。
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第1250号住居跡出土遺物観察表（第78図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 椀 ［16．0］ （5．1） － 雲母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面ロクロナデ，内面へラ磨き 中央部下 層 P lO 14 0，4 0％

2 土師器 杯 ［14．2］ 4．5 7．6 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通 底部 回転へ ラ切 り離 し 西壁寄り下層 P lO 14 1，3 0％

3 土師器 高台付椀 ［15．6］ 5．9 6．8 雲母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 中央 部下層 P lO 14 2，4 0％

4 土師器 4、　 皿 8．6 1．6 6．5 雲母 ・赤色粒子 橙 普通 底部 回転へ ラ切 り 中央 部床 面 P lO143，100％，P L49

5 土 師器 4、　 皿 ［8．6］ 2．0 6．0 雲母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 底部 回転へ ラ切 り 西壁寄り下層 P lO 14 4，5 0％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

6 鉄 （9．7） 0．6 0．4 （5．9） 鉄 箆被部か ら茎部 にか けての破片，麻状関有 り。北 東部上 層 M lO O 35， P L 6 9

7 刀　 子 （6．8） （1．5） 0．4 （12．0） 鉄 茎部の破片，端部屈 曲。 南壁 際上層 M lO O 36

第1252号住居跡（第79～82図）

位置　調査区東部のP13C3区に位置し，南に緩やかに傾斜した台地の南端部に立地している。同時期と考えら

れる第1083号住居跡が北北東へ10m，また第1096号住居跡が北北西へ10mにそれぞれ位置している。

重複関係　北壁際で第1254号住居跡，南西部で第1251号住居跡を掘り込み，中央部の覆土を第1250号住居跡，

南西部を第1222号土坑，北壁際の西側部分を第1255号住居跡，南壁際の中央部を第1223号土坑，南東コーナー

部を第1224号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　南に傾斜した地形のため，南壁の立ち上がりは確認されなかった。長軸7．20m，短軸7・02mの方

形で，主軸方向はN－30－Eである。壁高は北壁で21cmを測り，壁は外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に砂質粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで130cmで，壁外への掘り込みは50cmほ

どである。天井部は崩落しており，神都は火床部東側の床面にその痕跡が認められる。火床面は10cmはど皿状

に掘り窪められて赤変硬化しており，煙道は火床部から緩やかに外債して立ち上がる。

竃土層解説
1極暗赤褐色　焼土ブロック・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子・粘　3　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒中量

土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒中量，ロー

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量　　　　　　　　ム粒子少量

ピット　8か所。主柱穴はPl～P4で，深さは58～76cmである。出入り口施設に伴うピットはP5・P6で，

深さはそれぞれ36cmと45cmを測り，竃に対噂して同一線上に位置している。P7・P8は深さ23cmと33cmで，

いずれも主柱穴の中間に位置しており，補助的な柱穴と考えられる。また，壁構内から深さ5～10cmの小ピッ

ト21か所が検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　極暗褐色　ロームブロック微量
4　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
7　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片125点（杯60，聾63，甑2），須恵器片134点（杯98，高台付杯3，蓋21，聾12），刀子

1点，鉄鉱2点，餃具1点，管状土錘2点が南軍際や西壁際の覆土下層及び床面を中心に出土している。第81・

82図5，14の管状土錘，19の餃具は北東コーナー部，16の刀子は南東コーナー部，17・18の鉄鉱は西壁際，15

の管状土錘は南西部，7・12・13は中央部のいずれも床面から出土している。
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第80図　第1252号住居跡実測図（2）

所見　本跡は出土土器から8世紀前葉に位置づけられ　およそ50nfの面積を有するこの時期の最も大形の住居

跡である。また，同時期の土器が出土した第1083・1096号住居跡と主軸方向や住居の形態が近似しており，同

じ集落を構成していたことが想定される。

∈≡

l＼－

＝：
＝≡或　眉玉7

、、＿∠二

二

」　」⊂＝ラ1。
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番号種別器　種日経器高底径 胎　土 色　調 焼成 手法の特徴 出士位置 備　　考

且須恵器
［
林 ［ほ6］3．9 ［9。9］

！
雲母・長石・右英灰 普通底部一方向の手持ちへラ削り西壁寄り下層PlO＝仕10％

2 須恵器 杯 ［ユ2着i3．5 8。3 実母・長右・石英灰 普通！底部回転へラ切り私へラナデ北西部床面iPlOl討），・州％

3 須恵器 杯 － （2逮）［鮎扇雲母・長有 黄灰 普通体部下端も底部回転へラ削り東壁寄り床面PlOl封．30％

4 須恵器 林 － （3。0）［8．3］長石 灰 普通体部下端の底部層転へラ削り南壁寄り床面
PlO152，30％譲部へ

ラ書き「×カ」，PL64

5 須恵器 林

ヨ

（2功［10適］実母・長有・有英灰 普通
i
底部一方向の手持ちへラ削り東壁際床面PlOl五Llけ％

6 須恵器高台什林15，6 4．9 9，3 霊母・長有・石英灰 普通榔下端鳩部纏へラ削檎高地腑ナ薇士中 PlO154，90％，PL48

7 須恵器 蓋 － 仕5）－雲母・長右・右英灰黄褐 普通充用酎哺転へラ削檎つまみ接合中央部床面PlOl55，20％

8 須恵器 鉢 ∴昔0！（寸の －雲母・長石・有英灰 普通日緑部口　叶え楯欄経の平研き西壁寄り下層PlO160、5％

9 士柚器 婆 ［25劇（7．6）－雲針長石を赤色粒子橙 普通体部内・外面へラナデ東壁寄り床面㌘ユ．01569　5％

＝）
土師か

l
婆 … 緒の 4適長有・赤色粒子にぷい樟 普通僻腑面へラ離日嫡ナデテ底部木葉痕東壁寄り床面PlO158，5％

Ⅲ工師器 嚢 … （4。5）9逮雲母・長石・有英橙 普通休部下端へラ削畑桶ナデ・鵜み痕南壁寄り床面PlOl訓，5％

ユ＿2 士師器 甑 ［24．4］（6男 －雲母・長石・石英にぷい黄橙普通体部外面ナデ，内面へラナデ中央部床面㌘10157，5％

13 工師器 甑 … （2．3）12。7 霊母・長石・石英明赤褐 普通底部外面へラナデ，内面ナデ中央部床面PlOl（う上　5％

番号器種長さ纏　い摘 重量 材　質 特　　　　　 徴 i出土位置 備　　考

14 管状土錘3。6
・5　恒。2
7．0 士　製 ナデ，にぷい黄橙色を呈する。 北東部床面nPlOO帆10（鞍PL（吊

且5管状土錘3む8
且や中　 e3
（5，3） 士　製 ナデ，褐灰色を呈する。 南西部床面DPl湘軋伸㌦＝届

番号器種長さ 幅 厚さ重量 材　質 ！　　 特　　 徴 出土位置 備　　考

16 力　子（4．9） 1，3 0，3 （3。1）
鉄　 i関部から茎部にかけての破片，南開カ。

南東部床面MlOOll

17
i
鉱 （389）0．1 0。3 （2湖

銑　 i箆鵬から茎部にかけての齢渦状締り。
西壁際壁構内Ⅵ10012

漫8 鍍 （6．4）0．6 0．寸 （7潮
鉄　 i箆被部から茎部にかけての断芦油関有りっ

西壁際床面iiM且0043

19 餃　具（2。1）2。9 0。2 （4ザ8）
銅　　 極再金具蟻誹鶴貫頭衣状力牒着用の小孔2か所有り。

北東部床面MH）0」斗　PL70

′　　∴　　　　ノ　　′∴∴′、く

位置　調査区東部のⅢ3a4区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

1．′乞二∴・一一一　′ノ　‾第　′　＿′∴　′ノ′．・・・∫　′、　′　　　　’′　′、、　′．′ノ　ー′　　′

第は4号掘立柱建物跡にそれぞれ掘り込まれている。

．′、　j′，　　一・、、　二、′　　　　　′′　∴　　　　　　　　－　　、　　　　′．、．　　′．　　　　　、．－

もほぼ直立している。
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床　ほぼ平坦で，竃の手前から出入り口施設にかけてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の東寄りに付設されており，焚口部を第114号掘立柱建物跡に掘り込まれているために，確認できた

規模は火床部から煙道部まで100C皿，両袖部幅100C皿である。天井部は崩落しており，土層断面図中の第5層が

天井部の崩落土に相当し，粘土粒子や砂粒を多量に含んでいる。袖部は西袖部が遣存しており，床面と同じ高

さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は北壁ラインの外側に位置し，浅い皿状に掘り窪められて

いる。また，火床面と袖部の内側は火熱を受けて赤変硬化しており，使用頻度の高さが窺われる。さらに，煙

道の立ち上がり部には土製支脚が据えられており，煙道は外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，炭化粒子・粘土粒子中量，ロ
ム粒子少量

2　暗赤　褐　色　廃土ブロック多量，炭化粒子・粘土粒子少量
3　暗赤　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子少量
4　暗赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子中量

5　極　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック中量
6　暗赤　褐　色　焼土ブロック多量，炭化物・粘土粒子少量

7　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量
8　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量
9　褐　　　　色　ロームブロック多量
10　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子少量

11暗　褐　色　ロームブロック中量，粘土粒子・砂粒少量
12　暗赤褐色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
13　赤　褐　色　焼土ブロック多量，灰少量

第83図　第1253号住居跡実測図
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ピット　6か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さは14～16cmを測り，北西部に想定される柱穴は第114号

掘立柱建物跡に掘り込まれているために遺存していない。P4・5は深さ15C皿と11cmで，主柱穴の中間に位置

し，補助的な柱穴と考えられる。P6は深さ10C皿で，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　褐　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片216点（椀145，高台付椀32，皿1，嚢32，甑5，壷1），須恵器片5点（饗5），灰粕

陶器片2点（椀2），管状土錘2点，土製支脚1点，刀子1点，鉄錬1点，釘1点，馬骨1体分が出土してい

る。第84・85図7の灰粕陶器椀は中央部やや北寄りの床面から出土しており，休部内面に金が付着している。

また，竃の火床部から出土した2の休部内面には漆が付着している。さらに，9は南壁際東寄りの床面から出

土しており，灰粕陶器の小瓶を模した形状を呈している。馬骨は南西コーナー部の床面から出土しており，出

土地点付近には土坑などが検出されておらず，本跡廃絶後の埋没しきっていない窪地を利用して埋葬されたも

のと考えられる。

所見　本跡の時期は，土師器小皿がまだ出現していないことや出土土器の形状から10世紀前半と考えられる。

本跡から出土した金付着灰粕陶器は出土例が少なく，主に官衝あるいは寺院に関わる遺跡から出土しているも

のであり，使用目的としては紺地金泥経などの写経や絵画に使用されたとする論究がある。本跡の場合も，漆

付着土器や灰粕陶器の小瓶を模した土師器壷との共伴状況などから見て，同様の可能性が指摘できる。また，

当遺跡の北部に位置する第772号住居跡からも金の付着した灰粕陶器椀が出土しており，遺跡の北端部と南端

部からの出土例は集落の変遷や構造を考える上で重要と思われる。

‡∃≡荒t＝ ≡前

∑ヨヨ∈5
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第84図　第1253号住居跡出土遺物実測図（1）
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第85回　第1253号住居跡出土遺物実測図（2）

第1253号住居跡出土遺物観察表（第84・85図）

番 号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

1 土 師 器 I不 12 ．7 4 ．1 5．4 長 石 ・石 英 橙 普 通 棚 下端手持ちへラ即日摘一方向のヘラ椚 南 東部 床 面 P lO162 ，100％，P L 49

2 土 師 器 杯 ［12 ．7 ］ 4．0 5．4 雲 母 ・長 石 に ぷ い 黄橙 普 通
休部下端 手持 ちへ ラ削 り，

底部一方向のヘラ削 り
塩 火床 部

P lO 16 3 ， 6 0 ％ ，

内 面漆 付 着

3 土 師 器 椀 ［15 ．0 ］ （4 ．8 ） － 長石 ・石 英 に ぷ い 橙 普 通 体静下端回転へラ削り，内面へラ磨き 北・東壁際床面 P lO 16 4 ，3 0 ％

PS



番 号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　　 考

4 土師器 椀 ［15．0］ （4．0） － 石 英 ・赤色粒子 にぷい褐
普通 体部ロクロナデ，内面無調整 竃火床部 P lO 16 5，20％

5 土師器 高台付椀 － （2．5） 8．0 石 英 ・赤色粒 子 にぷい橙 普通 高台貼り付け後，ロクロナデ 中央部床面 P lO 16 6，20％

6 土師器 高台付 椀 － （1．9） 6．4 雲母 ・石英 にぷい橙 普通 高台貼り付け後，ロクロナデ 南東部下層 P lO 16 7，10％

7 灰粕陶器 高台付 椀 （2．6） ［7．2］ 右英
灰白，オリー

ブ黄
良好
高 台貼 り付 け後 ， ロ ク

ロナデ，内面施粕
中央部床面

P lO16 8，10％，内

面金付着，PL 4 9，

東山72号窯式期 カ

8 灰粕陶器 椀 ［14．0］ （3．4） 赦密
灰，オ リー

ブ黄
良好
体部 ロク ロナデ ，粕 は

刷毛塗 り
南西部覆土中

P lO 16 9， 5 ％，

黒笹90号窯式期

9 土師器 瓶 －
（9．4） 6．8 石英 ・赤色粒子 にぷい黄橙 普通 体部ロクロナデ，底部へラナデ 南東部床面 PlO171，80％，PL49

10 土師器 嚢 ［16．2］ （17．0） 赤色粒子 橙 普通
体 部外 面ナ デ， 下端 へ

ラ削 り，内面へ ラ磨 き

竃火床部 ・

東壁 際床面
P lO 17 3，20％

11 土師器 嚢 ［26．8］ （7．8） － 長石 ・石英 橙 普通 口緑部横げ 誹部外面へラ削り，内面ナデ 東壁 際床 面 P lO 17 4， 5 ％

12 土師器 甑 （20．3） 15．4 石英 ・赤色粒子 橙 ． 普通
体部外面へラ削り，内面へラナ

デ ・輪積み痕，孔へラ切り

竃 火床 部 ・

東壁 際床 面
P lO 17 5，30％

13 土師器 甑 ［24．6］ （8．2） － 石英 ・赤色粒子 橙 普通 体部外面ロクロナデ，内面へラ磨き 西壁 際上層 P lO 17 6， 5 ％

番号 券 種 長 さ 幅 孔 径 重 皇 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

14 ．管状土錘 7．5 5．0 1．8 （147．0） 土　 製 両端部 へラ削 り，明赤褐色 を呈す る。 東壁際上層 DPlOOO7，．95％，PL 66

15 管状土錘 4．2 1．6 0．4 8．7 土　 製 ナデ，にぷい黄橙色 を呈す る。 南西部床面 DPlOO8，100％，PL 66

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

16 刀　 子 （6．0） 1．1 0．3 （6．8） 鉄 刃先 ・茎尻 欠損 ，片関 カ。 西壁際中層 M lOO 4 6

17 鉄 （13．6） （3．0） 0．6 （27．0） 鉄 長三角形式 ，腸挟有 り。 南西部床面 M lOO47，90％，PL 69

第1255号住居跡（第86図）

位置　調査区東部のP13b3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　南壁際で第1252号住居跡，全体が第1254号住居跡を掘り込み，東壁際と西壁際を第96号掘立柱建物

跡，中央部を第114号掘立柱建物跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．60m，短軸3．35mの方形で，主軸方向はN－10－Wである0壁高は最も残りのよい西壁

で12cmを測り，壁は外方に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　遣存状態が悪く，北壁中央部の壁際から火床面が確認されただけである0付近の床面に粘土粒子や砂粒が

散在しており，竃材の一部が流出したものと考えられる0火床面は北壁ラインの内側に位置し，床面と同じ高

さの平坦面で，火熱を受けて赤変硬化している。

ピット10か所。壁際から深さ5cm程度の小ピット10か所が検出されており，壁柱穴と考えられる0

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量

5　黒褐色　ローム粒子少量

6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量
7　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
8　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片73点（椀49，高台付椀12，襲12），須恵器片14点（聾14点），輯羽口1点，刀子1点が

出土している。遺物はほぼ全域に散在しており，第86図2が竃火床部，6が中央部の床面，3・4が南東コー

ナー部の床面からそれぞれ出土している。また，北東部の覆土下層から出土した1の体部外面には右横位で

－99－



「万」と墨書されている。10の刀子は中央部の床面から出土しており，切先部と茎尻部を欠損している。輯羽

口は混入したものである。

所見　本跡は，主柱穴をもたない住居跡である。本跡からは祐羽口が出土しており，付近に鍛冶工房等は確認

されていないが，他の住居跡から出土している多くの鉄浮とともに，鍛冶関連施設の存在を窺わせるものであ

る。時期は，供膳具類に須恵器が見られないことや出土土器の形状から10世紀前半と考えられる。

主＝∈蛋7
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胃　　管　冒

第86図　第1255号住居跡・出土遺物実測図
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第1255号住居跡出土遺物観察表（第86図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師器 坤： ［12．6］ 4．0 ［5．0］ 赤色粒子 橙 普通
休 部 ロク ロナ デ， 下 端

手持 ちへ ラ削 り
北東部下層

P lO185，20％，休部

外面墨書「万」，PL 64

2 土 師 器 杯 － （2．4） 6．0 長 石 ・石英 にぷい橙 普通 爛下端手持ちへラ削り，摘一方向のヘラ削り 寵火床 部 P lO 18 6 ， 20％

3 土 師器 高台付椀 ［14．0］ （5．6） － 長石 ・石英 にぷい褐 普通 高台貼り付け後，ロクロナデ 南東 部床 面 P lO 18 7 ，4 0％

4 土 師器 高台付椀 － （3．8） 8．9 長 石 ・赤色粒 子 にぷい橙 普通 高台貼 り付け後，ロタロナデ 南東 部床 面 P lO 18 8 ，2 0％

5 土 師器 高台付椀 － （3．7） － 長石 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 高台貼 り付け後，ロクロナデ 北西部 中層 P lO 18 9 ，2 0％

6 土 師器 高台付椀 － （3．1） － 長石 ・赤色粒子 にぷい赤褐 普通 高台貼 り付け後，ロクロナデ 中央部床 面 P lO 19 0 ，2 0％

7 土 師器 高台付椀 － （2．8） ［9．6］ 長石 ・赤色粒子 橙 普通 高台貼 り付け後，ロタロナデ 南壁際床面 P lO 19 1 ， 10％

8 土 師器 襲 ［13．9］ （6．3） － 長石 ・石 英 にぷい橙 普通 □酬面横け 榔内・外面げ ・給積碩 東壁際上層 P lO 19 2 ，20％

番号 器 種 長 さ 幅 孔 径 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

9 羽　 口 （4．0） （4．0） － （3 1．5） 土　 製 外面 へラ削 り，橙色 を呈す る。 南東部覆土中 D P lO O lO ， 10％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

10 刀　 子 （10．7） 1．6 0．4 （19．0） 鉄 刃先 ・茎尻欠損 ，両 関有 り。 中央部床面 M lOO48，70％，P L 68

第1256号住居跡（第87・88図）

位置　調査区東部の013i7区に位置し，南東に傾斜した台地の南端部に立地している。

重複関係　西壁際を南北に第74号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状　床面まで削平された状態で検出されたため，竃とピットの位置から判断して，N－90－Wを主

軸とする長軸3．80m，短軸3．50mの方形と推定される。

床　竃の手前に硬化面の広がりが認められ　壁溝は北東コーナー部を巡っている。

第87図　第1256号住居跡実測図
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電　通存状態が悪く，北壁際のやや西寄りから火床面が確認されただけである。付近の床面には竃材の流出が

見られ，粘土粒子や砂粒が散在している。火床面は北壁ラインの外側に位置し，火熱を受けて赤変硬化してい

る。

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは10～15C皿である。P5は深さ34cJnで，竃と対崎する位

置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。また，壁構内や壁際から深さ4～9cmの小ピットが10か

所検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆土　確認できなかった。

遺物出土状況　覆土がないために遣物は少なく，土師器片8点（椀4，高台付椀1，賓2，甑1）が出土した

だけである。第88図1・3・4はいずれも竃の火床面から出土している。

所見　本跡は床面の大部分が削平された状態で検出されたが，ピットの規則的な配置から規模を推定すること

ができた。時期は，出土土器から10世紀前半と考えられる。

＼→1三三工

∴ノ

第88図　第1256号住居跡出土遺物実測図

第1256号住居跡出土遺物観察表（第88図）

＼

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　！

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器椀［13．8］（3」．）－長石・赤色粒子橙 普通
体部下端手持ちへラ削り竃火床部PlO193，5％

2土師器椀 －（1．5）［6，0］長石 にぷい橙普通
体酎端手持ちへラ削机底部一方向のヘラ削り南東部床面PlO194，5％

3土師器高台付椀－（2．9）－長石・石英橙 普通
高台貼り付け後，ロクロナデ薗火床部PlO195，5％

4土師器甑 －（1．0）－石英・赤色粒子にぷい橙普通
底部ナデ，孔へラ切り竃火床部PlO196，5％

第1300号住居跡（第89・90図）

位置　調査区西部のQlOd6区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長軸3．60m，短軸3．40mの方形で，主軸方向はN－30－Eである。壁高は24～26C・nで，各壁と

も外方に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部を壁外に10C皿はど掘り込んで構築されており，焚口部から煙道部まで75cm，両袖部幅110cm

である。袖部は10。Ⅲはど掘り下げた部分にローム土と砂質粘土を用いて床面と同じ高さまで埋め戻し，その上

にさらに砂質粘土を用いて構築されている。火床面は10cmはど皿状に掘り窪められており，火熱を受けて赤変

硬化している。また，煙道の立ち上がり部には土師器嚢が支脚として据えられており，煙道は急な傾斜で立ち

上がっている。

憲土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
2　暗赤褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量
3　暗赤褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
4　暗　褐　色　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
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5　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

6　暗赤褐　色　砂粒多量，焼土ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
7　灰　褐　色　ロームブロック・粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
8　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，粘土粒子少量

ピット　5か所。Plは深さ29cmで，南壁際中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P2～P5は深さ18～22cmで，壁港内から検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　色　ロームブロック多量
3　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子少量

4　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

6　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

7　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒
子少量

8　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片10点（杯2，賓8），須恵器片13点（杯9，高台付杯1，蓋2）がほぼ全域から散在

した状態で出土している。第90図7は支脚に転用された土師器賓で，煙道の立ち上がり部に逆位で据えられて

おり，被熱している。また，その上面には1が逆位で伏せられており，火熱を受けた痕跡はない。5・6は南

壁際の床面から破砕された状態でまとまって出土しており，住居廃絶時に投棄されたものと考えられる。

所見　支脚に転用された婆の上面に伏せられて出土した1は火熱を受けておらず，住居廃絶時に意図的に遺棄

されたものと考えられる。時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

第89図　第1300号住居跡実測図
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番号 種別 ［器　 穫 「l律 序 高座摘 胎　 土 色　 調 焼成 手法の廿徴 出十位置 備　　 考

l＿ 須恵器 杯 12。8
巨 中 開

空母・長有・有華 灰 普通 底部回転へラ別像一方向のヘラ削り 竃火床部 PlO197，8 ％詳L49

2
［
煩恵器 杯 ［12．4］

i

3。4　日 7．8］

I
長石 灰

l
普通 体部ロクロナデ，下端手持ちへラ削り
！

北西部覆土中
i

㌘10198，10％
［

3 i須恵器 高台什林 …
（2e2）巨 702］

霊母・長石・有薬 灰自 普通 高台貼り付け胤 ロクロナデ 東壁際中層 PlOi99，20％

4 須恵器 蓋 －
（3・4）！

霊母・長有・右奥 灰 普通 天井部右回りの回転へラ削り 北東部中層 Pl杷00†30％

5 土師器 聾 ［25．4］
（7可

霊母・長右・右薬 橙 普通 口縁部横ナデ，体部内・外面ナデ 南壁際床面 PlO二20L　　 ％

6 土師器 聾 －
（12項

雲母・長有・右英 暗赤褐 普通 僻附面へラ削り，内面ナデ欄積み痕 南壁際床面 PlO202，40％

7 十帥器 婆 －
㈲ 日 鋼

長右・赤色粒子 赤褐 普通 体錮・楠へラげ，欄・底部へラ削り竃火床部 PlO203，10％

ノ′・　　　　　一　∴、－く

位置　調査区西部の唾摘舶区に位置し芦　平坦な台地の南端部に立地している。

ニー′．ノ　　・－・　′、1、′・∴　　′　　′！．’、　＿、ノノ　ラ‾　　：・－：ノ言・．：、、　　　　　、）′ノ・′－、・ノ：．′

出した状態で検出されたため，壁の立ち上がりは確認されなかった。

床　ほぼ平坦で芦　竃の手前から出入り沼施設にかけてよく踏み固められておりタ　壁溝が南壁際の中央部を除い

て周回している。

憲　北壁の中央部に砂嚢粘土で構築されており芦　焚田部から煙道部まで7cm　両袖部幅鮒cmでタ　壁外への掘り

込みはない。袖部は砂嚢粘土で構築されており芦　火床面は浅い皿状に掘り窪められ　火熱を受けて赤変硬化し

ている。

ぽッ紅＋摘か所。主柱穴は㌘鼠～㌘4が相当しタ　深さは24～52cmでプ　㌘2の底面からは柱の圧痕が2か所確認

されている。㌘5ほ深さ20cmで芦　南壁際の中央部に位置しており，出入りm施設に伴うピットと考えられる。

壁港内から検出された㌘6～㌘摘は深さ18～34cmでタ　壁柱穴と考えられ芦　とくに㌘6　0　7は南壁際にほぼ100

臓の距離をおいて位置してお勘　両ピッ　間からは壁溝が検出されていないため，出入り田施設との関連が想

定される。
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覆土　確認されなかった。

遺物出土状況　土師器片3点（餐3），須恵器片1点（杯1）が床面に散在して出土している。第91図1は中

央部の床面，2はP3の覆土中，3は竃の西側の床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡のP2の底面から柱の圧痕が2か所確認されており，立て替えが行われたことが想定される。時期

は出土土器から8世紀前葉と考えられる。

⑥　　　　　l

＼、一こ＿禎≡二三二才1

＿／／／．／・

第91図　第1301号住居跡・出土遣物実測図

第1301号住居跡出土遺物観察表（第91図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　！

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1須恵器杯 －（1．0）［8．5］雲母・長石・石英灰 普通底部回転へラ削り 中央部床面PlO204，5％

2土師器賓［25．0］（1．9）－長石・石英にぷい橙普通口緑部横ナデ P3覆土中PlO205，5％

3土師器襲 －（3．1）［7．6］雲母・長石にぷい褐普通体部外面・底部へラ磨き，内面ナデ竃西側床面PlO206，5％

第1302号住居跡（第92図）

位置　調査区西部のQlOd9区に位置し，東側の埋没谷に向かって傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　北東コーナー部を第1103号土坑，竃の東側と中央部を第90号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と形状　床面がはば露出した状態で検出されたため，壁の立ち上がりは確認されなかった。長軸4．36m，

短軸4．26mの方形で，主軸方向はN－50－Wである。
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床　はぼ平坦で，主柱穴の内側がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，東袖部は第90号掘立柱建物跡に掘り込まれたために遣存していない。規

模は焚口部から煙道部まで65。mで，壁外への掘り込みは認められず，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質

粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，わずかに赤変している0

ピット14か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは34～57cmである。P5は深さ26cmで，南壁際の中央部

に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6～P14は深さが24～46cmで，壁溝内から1～

1．5m間隔で検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　土師器片8点（椀6，襲2），須恵器片4（杯1，襲3），不明鉄製品（石突ヵ）1点が床面か

ら散在した状態で出土している。第92図2は南東部の床面から出土しており，焼成が悪くにぷい黄橙色を呈し

ている。

所見　本跡は壁柱穴が規則的に配され上屋構造を考える上で注目される。時期は出土土器から9世紀後半と

考えられる。

〒≡≡≡

〒：：

∴

第92図　第1302号住居跡・出土遣物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　」
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第1302号住居跡出土遺物観察表（第92図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手法 の特 徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 椀 ［15．4］ （4．7） － 長石
にぷい赤褐 普通 体部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き 北東部床面 P lO207， 5 ％

2 須恵器 杯 ［14．0］ （2．2） － 雲母 ・石英
にぷい黄橙 不良 体部ロクロナデ 南東部床面 P lO208， 5 ％

3 須恵器 嚢 ［21．4］ （2．6） － 雲母 ・長石 褐灰 不良 口緑部ロクロナデ 南東部床面 P lO209， 5 ％

4 須恵器 嚢 － （4．9） － 雲母 ・石英
灰自 普通 外面平行叩き，内面ナデ 北西部床面 T P lOOO5

番号 券 種 長 さ 幅 厚 ・さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5 不　 明 （4．4） （2．1） 0．2 （10．2） 鉄 体部攣曲，厚みは先端部まで均一，石突カ。 南西部床面 M lOO49

第1304号住居跡（第93・94図）

位置　調査区西部のQlOb7区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　東側部分で第1303号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4．62m，短軸4．15mの東西に長い長方形で，主軸方向はN－850－Eである。壁高は20～25

cmで，各壁ともほぼ直立する。

床　はぼ平坦で，中央部から南壁際にかけてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　東壁の南寄りに構築されており，規模は焚口部から煙道部まで105cm，両袖部幅140cmである。壁外への掘

り込みは60cmほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面上にローム土混じりの砂質粘土を用いて構築されている。

火床部は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，わずかに赤変している。煙道の立ち上がり部には土師器

小形聾が支脚として据えられており，煙道は火床部から外債して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子少量
3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量
4　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子少量
5　極暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

6　灰　褐　色　粘土粒子多量，焼土ブロック・砂粒中量，ロームブロ
ック・炭化粒子少量

7　灰　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭
化物少量

8　極暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
9　暗　褐　色　ロームブロック中量

10　褐　　色　ロームブロック・粘土粒子多量，砂粒中量，焼土ブロ
ック・炭化粒子少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは17～28cmである。P5は深さ31cmで，南壁際の中央部

に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられ　周囲の床面がとくに硬化している。

覆土　9層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ロームブロック中量
5　暗褐色　ロームブロック中量

6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

7　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
8　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子中量，炭化粒

子少量
9　褐　　色　ロームブロック多量，焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片18点（椀7，聾11），須恵器片65点（杯37，高台付杯3，蓋19，饗5，鉢1）が竃周

辺や南壁寄りの覆土下層を中心に出土している。第93・94図14は前述したように支脚として使用され被熱し

ている。15は口緑部が焚口部を向いた横位の状態で火床部から出土しており，支脚の上に据えられていた聾が

そのまま遺棄され　竃の崩壊とともに倒れたものと想定される。また，13は竃の南側の床面から正位で出土し

ており，本跡廃絶時に遺棄されたものと考えられる。本跡からは墨書土器が2点出土しており，4の休部外面

には右横位で「万」，5の底部には「片口」と墨書されており，いずれも中央部の覆土中層から出土している。

所見　本跡は竃と出入り口施設が同一の軸線上にない住居跡で，北壁際や西壁際に竃や出入り口施設が構築さ
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れた痕跡は見られず，本跡が構築された当初から現況のような住居形態を呈していたと考えられる。時期は，

出土土器から9世紀中葉と考えられる。

ll一題副＿l望

第93図　第1304号住居跡・出土遺物実測図

l‥S－1

0　　　　　　　　　　　　　1m
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「「二

第94図　第1304号住居跡出土遺物実測図

第1304号住居跡出土遺物観察表（第93・94図）

10cm

！　　　：　　　」

0　　　　　　　　　10cm

！　　：　　！

番号種別券　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器椀［18．0］5．3 ［8．2］石英・赤色粒子にぷい赤褐普通体部下端回転へラ削り，内面へラ磨き北西部下層PlO217，20％

2 土師器高台付椀－（2．2）［7．6］雲母・長石・石英にぷい橙普通
底部回転へラ削り後，高台貼り付け竃火床部PlO218，10％

3 須恵器杯 12．4 4．4 6．1 雲母・長石 にぷい黄褐不良棚下端手持ちへラ肌舶一方向のヘラ削南西部中層PlO219，100％，PIJ9
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番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

4
彿恵器 杯 13．8 4．6 6．7 雲母 ・長石 ・石英 褐灰 普遍

体部下端手持ちへラ削り，底部回

転へラ切り後，二方向のヘラ削り
中央部 中層

PlO220，80％，外面墨書「［」

底部墨書「片口」，PL49朝

5 須恵器 杯 ［13．6］ 3．9 7．0 雲母 ・長石 灰 普通
体部下端手持ちへラ削り，底部回

転へラ切り後，二方向のヘラ削り
中央部 中層

PlO221，60％，体部

外面墨書「万」，PL64

6 須恵器 杯 12．7 4．1 6．5 雲母 ・石英 褐灰 普通
体部下端手持ちへラ削り，底部回

転へラ切り後，二方向のヘラ削り

竃火床部 ・

南部床面
PlO222，60％，PL 50

7 須恵器 杯 －
（1．6）‘ 6．4 長石 ・石英 灰 普 通 体部下端手持ちへラ削り，底砂 方向のヘラ削り 竃西袖部上面 P lO2 2 3，20％

8 須恵器 高台付塔 15．9 6．8 10．7 雲母 ・長石 ・石英 灰 普 通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 南東部上層 PlO224，95％，PL 49

9 須恵器 高台付杯 － （2．5） 10．0 雲母 ・長石 ・石英 黄灰 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 南西部床面 P lO 22 5，30％

10 須恵器 蓋 13．0 3．0 － 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 天井部左回りの回転へラ削り 南壁 際上層 PlO226，100％，PL 50

11 須恵器 蓋 － （2．7） － 長石 ・石英 黄灰 普通 天井部右回りの回転へラ削り 竃火床部 P lO 22 7，60％

12 須恵器 鉢 ［23．6］ 11．4 ［11．9］ 雲母 ・長石 ・石英 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ・輪積み痕 南壁寄り中層 P lO 22 8，30％

13 土師器 嚢 17．1 13．7 8．0 雲母 ・石英 灰 黄褐 普通 体部内 ・外面ナデ 南東 部床 面
PlO22 9，80％，内外

面炭化物付着，PL49

14 土師器 小 形 嚢 10．6 9．1 5．0 雲母 ・長石 ・石英 橙 普通 体部内面ナデ，底部二方向のヘラ削り 竃火床 部 PlO230，70％，PL50

15 土師器 嚢 20．4 33．0 7．4 長石 ・石英 にぷい赤褐 普通 体部外面へラ磨き，内面へラ輯 底部木葉痕 竃火床 部 PlO231，50％，PL50

16 須恵器 嚢 （22．9） 雲母 ・長石 ・石英 暗灰 不良
頸部内・外面ロクロナデ，体部外面

縦位の平行叩き，内面ナデ・指頭痕

竃火床部 ・

南壁 際床 面
PlO232，30％，PL50

第1306号住居跡（第95図）

位置　調査区西部のQlOdO区に位置し，東側の埋没谷に向かって傾斜した台地の縁辺部に立地している0また，

本跡から西へ5mには第1301号住居跡が位置している。

規模と形状　遺構の大部分が調査区域外に延びているため，南北軸3．02m，東西軸0・82mが確認できただけで

ある。西壁の方向から判断して，ほぼ北方向を主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は42cmで，壁

は外方に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，硬化面は認められない。壁溝は確認された壁際を巡っている。

0　　　　　　　　　　　　　2m」
第95回　第1306号住居跡実測図

ピット　検出されなかった。

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然準積であ

る。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量
4　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　出土していない。

所見　本跡の時期は土器が出土していないため断定できないが，

西側に位置している第1301号住居跡と5mの間隔で東西に並んで

いることなどから見て8世紀代の可能性がある。
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第1307号住居跡（第96～99図）

位置　調査区西部のPlOi4区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長軸3．65m，短軸3．52mの方形で，主軸方向はN－20－Wである。壁高は13～21cmで，各壁と

もほぼ直立する。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の東寄りに付設されており，規模は焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅95cmで，壁外への掘り込み

はほとんどない。袖部は床面と同じ高さの地山面上にローム土混じりの砂質粘土で構築されており，内側が火

熱を受けて赤変している。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化してい

る。また，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子・粘土　4　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量

粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子中量

2　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量　　　6　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子少量
3　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量　　　　7　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さが29～48cmである。P5は深さが22cmで，南壁際の中央

部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。また，P6は南西コーナー部の壁際から検出さ

れており，壁柱穴の可能性がある。

覆土　8層からなり，ロームブロックや焼土を含み，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

3　暗赤褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化材少量
4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

⑥
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第96図　第1307号住居跡実測図

5　褐　　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量

7　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
8　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量
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遺物出土状況　土師器片15点（杯2，鉢1，整12），須恵器片6点（杯1，蓋4，聾1），雲母片岩1点が中央

部と竃付近の床面を中心に出土している。土師器婆の出土が多く，第97～99図3～8はいずれも中央部の床面

から破砕された状態でまとまって出土しており，住居廃絶時に投棄されたものと考えられる。また，2と9は

いずれも完形に近く，竃の東側から並んで出土している。とくに9は底部が床面にめり込んだ状態で出土して

おり，貯蔵用の嚢が住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，垂木材の一部と見られる炭化材が焼土

とともに南壁際の覆土下層から散在した状態で検出されている。11の雲母片岩は板状を皇し，P5と南壁の間

に据え置かれたように検出されており，出入り口施設に伴う可能性がある。

所見　本跡は炭化材や焼土の広がりから焼失住居と考えられ　土器の出土状況を土層断面に対応させると，壁

際から出土した土器は焼失前に遺棄され　中央部から出土した土器は焼失後に投棄されたものと考えられる。

本跡の時期は，出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第97図　第1307号住居跡出土遺物実測図（1）
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第98図　第1307号住居跡出土遺物実測図（2）
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第99図　第1307号住居跡出土遣物実測図（3）

第1307号住居跡出土遺物観察表（第97～99図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1須恵器巧こ－（2．8）7．8長石 黄灰 普通1柑下端手持ちへラ削れ底部一方向のヘラ剃り東壁際中層PlO240，40％

2須恵器蓋 16．5 （3．4）－雲母・長石・石英灰 普通天井部右回りの回転へラ削り
竜東側床面PlO241，90％，PL50

3 土師器鉢［18．4］8．4 10．5長石・赤色粒子にぷい橙普通体部外面・底部へラ削り，内面へラ磨き中央部床面PlO242，40％

4 土師器嚢 24．2 31，6 7．4雲母・長石・石英にぷい黄橙普通楯外面へラ磨き，内面へラナデ，舶梢痕西壁寄り床面PlO243，70％，PL51

5 土師器襲 24．7 30．8 7．7雲母・長石・石英にぷい橙普通傭外面へラ磨き，内面へラナ　轍へ細り南西部床面PlO244，70％，PL51

6 土師器嚢 22，4 34．4 ［8．5］雲母・長石・石英にぷい赤褐普通休部・底部外面へラ磨き，内面へラナデ中央部床面PlO245，70％，PL51

7 土師器嚢 22．8 32．1 9．6雲母・長石・石英橙 普通休部外面へラ磨き，内面ナデ欄頭痕中央部床面PlO246，50％，PL51

8 土師器襲［21．4］33．3 8．3
雲母・長石・石

英・赤色粒子
にぷい橙普通
体部外面上位へラナデ，下位へラ磨き，

内面ナデ・給積み痕，底部木葉痕
中央部下層
PlO247，60％，外面

炭化物付着，PL50

9 土師器襲［14．0］15．2 6．5石英・赤色粒子にぷい黄橙普通棚外面へラ剃り，内面へラげ，甜木葉痕寵東側床面PlO248，70％，PL51

10須恵器大　　要－（9．4）－長石 灰 普通外面平刷甘内面同心円状の当て具痕塩火床部TPlOOO6

番号器種長さ幅厚さ重量 材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

11不　明21．4 18，3 6．3 2620 雲母片岩板状，表面摩滅，出入り口施設に関わる踏み台カ。出入り口床面QlOOO5，100％

第1308号住居跡（第100・101図）

位置　調査区西部のPlOh2区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　本跡の大部分が撹乱を受けているため，東西軸は3．17m，南北軸は1．78mだけが確認され　N－

850－Eを主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は5C皿ほどで，壁の立ち上がりの様子は判然とし

ない。

床　ほぼ平坦で，竃の手前に硬化面が認められ，壁溝が東壁際を巡っている。

竃　東壁を壁外に65cmはど掘り込んで構築されており，南側部分が撹乱を受けているため，南袖部や天井部，

焚口部は遣存していない。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化してい

る。また，煙道の立ち上がり部には円筒形土器が支脚として据えられており，煙道は外傾して緩やかに立ち上

がる。
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竃土層解説

1暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム　3　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子少量
粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子・粘土粒　5　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化物少量
子少量

ピット　北壁の北側から深さ5cmの小ピット1か所が検出されている。性格は不明である。

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片19点（椀16，聾2，円筒形土器1），置き竃片1点，鉄津1点が竃付近から出土して

いる。第100・101図上2はいずれも竃手前の床面からつぶれた状態で出土している。3の円筒形土器は煙道

の立ち上がり部に下位を10cmほど直立した状態で埋め込まれて出土している。また，4の置き竃も火床部から

出土している。

所見　本跡から出土した円筒形土器は，支脚として使用されている。当遺跡においては，第95号住居跡や第

998号住居跡からも出土しているが，出土状況は同一ではなく，用途はそれぞれ煙出し用，袖部芯材用と想定

されている。今回の出土例は使用状況が明らかであり，円筒形土器の用途を考える上で注目される。本跡の時

期は，出土土器から10世紀前半と考えられる。

A19．6m
JL二王「「‾ここ互＝「‾

1

B21

‾Ⅱ

C　　43

二＿撮′二 】　　　；　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　：　　　」

第100図　第1308号住居跡・出土遺物実測図
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第101図　第1308号住居跡出土遣物実測図

第1308号住居跡出土遺物観察表（第100・101図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　！

番号種別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1 土師器高台付椀［16．4］6．9 8．3 雲母・長石・石英にぷい黄橙普通底部回転へラ切り後，高台貼り付け奄手前床面PlO249，60％

2 土師器高台付椀［13．6］6．1 ［7．2］雲母・赤色粒子にぷい橙普通高台貼り付け後，ロタロげ，内面無調整竃手前床面PlO250，30％

3 土師器円筒形土器［8．0］27．6 ［13．3］長石・赤色粒子にぷい橙普通体即緬へラ削り，内面ナ苦か外面給恥痕寵火床部PlO253，60％，PL51

4 土師器置　き　寵［25．0］（3．7）－雲母・赤色粒子灰褐 普通休部外面へラ削り，内面ナデ竃火床部PlO251，5％

第1310号住居跡（第102・103図）

位置　調査区西部のPlOj6区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　第1312号住居跡のほぼ全域と第1313号住居跡の西側部分を掘り込み，中央部の北西寄りを第1100号

土坑に掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出されているため，壁の立ち上がりは確認されなかった。平面形は長軸

4．80m，短軸4．58mの方形で，主軸方向はN－9。－Wである。

第102図　第1310号住居跡実測図
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床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

宗　達存状態が悪く，北壁際から火床面と焚口部が確認できただけであり，付近の床面には粘土粒子や砂粒が

散在している。火床面は床面と同じ高さの地山面を使用しており，火熱を受けて赤変硬化している。

ピット　検出されなかった。

覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　土師器片60点（椀49，婆10，円筒形土器1），鉄浮1点が東壁寄りの床面や竃の周辺を中心に

散在した状態で出土している。いずれも破片のため図示できたのは6点で，第103図2・4～6は竃の火床部

からの出土である。また，1と3は東壁際の床面から出土しており，鉄浮は混入したものである。

所見　本跡の火床部からは円筒形土器の破片が出土しており，竃での使用を追認するものといえる。時期は，

須恵器片が見られないことや出土土器の形状から10世紀前半と考えられる。

第103図　第1310号住居跡出土遺物実測図

第1310号住居跡出土遺物観察表（第103園）

≧±式

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法の特 徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 椀 ［15．3］ 4．6 11．1 長石 ・石英 橙 普通 体酢端手持ちへラ削り，底部二方向のヘラ削り 東壁際床面 P lO256，30％

2 土師器 杯 ［13．4］ 3．6 ［6．2］ 長石 ・石英 橙 普通 棚下端手持ちへラ削り，朗ト方向のへラ削り 竃火床部 P lO257，40％

3 土 師器 高台付椀 － （2．9） 7．8 長石 ・石英 橙 普通 底部一方向のヘラ削り後，高台貼り付け 東壁際床面 P lO258 ，20％

4 土 師器 高台付椀 － （4．2） － 長石 ・石英 橙 普通 高台部ロクロナデ 竃火床部 P lO259，10％

5 土 師器 要 ［14．4］ （5．7） － 雲母・長石・石英 にぷい褐 普通 口緑部内・外面横げ，体錮 ・外面げ 寵火床部 P lO260， 5 ％

6 土師器 円筒形土器 ［11．6］ （4．1） － 長石 ・石英 橙 普通 体部外面へラ紬　 酎デ誹・外繍積み痕 竃火床部 P lO261，10％

第1311号住居跡（第104図）

位置　調査区西部のPllil区に位置し，東側の埋没谷に向かって緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地してい

る。

重複関係　西側部分で第1315号住居跡の覆土上層を掘り込み，東側部分を第1333号住居跡に掘り込まれてい

る。

規模と形状　床面が露出した状態で検出され　壁の立ち上がりが確認されなかったため，硬化面の広がりから

判断して，N－920－Wを主軸とする1辺が3．50mはどの方形と推定される。

床　竃の手前から東西に長く硬化面が広がり，竃の北側にも一部硬化面が見られる。また，壁溝は認められな

い。
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竃　遺存状態が悪く，袖部の基部だけが確認され両袖部とも砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同

じ高さの平坦面を使用しており，赤変硬化した部分は認められない。

ピ・ソト　検出されなかった。

覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　土師器片10点（椀8，賓2），灰粕陶器片1点（瓶）が西壁寄りの床面を中心に出土している。

ほとんどが細片で図示できたのは2点だけであり，第104図上2はいずれも竃の火床部から出土している。

また，竃手前の床面からは灰粕陶器瓶の体部片が出土している。

所見　本跡は黒色土中に構築され西壁に竃を有した住居跡である。時期は出土土器から10世紀後半と考えら

れる。

第104図　第1311号住居跡・出土遺物実測図

第1311号住居跡出土遺物観察表（第104園）

10cm

！　　　：　　　」

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器高台付椀14．8 5．0 7．3雲母・赤色粒子にぷい橙普通底獅転へラ削り徽高台馴付け，内面へラ磨き竃火床部PlO262，60％，PL50

2土師器高台付椀－（2．5）7．7
雲母・赤色粒子橙 普通底湘転へラ削臓高台掛川け，内面へラ磨き寵火床郡PlO263，30％

第1312号住居跡（第105図）

位置　調査区西部のPlOj6区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　東壁部分で第1313号住居跡を掘り込み，壁際を除くほぼ全域を第1310号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出されたため，壁の立ち上がりは確認されず，平面形状は長軸6．02m，

短軸4．53mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－1軍0－Eである。

床　北西コーナー付近に一部硬化面が認められる。また，壁溝が周回しており，東壁際の部分は第1310号住居

跡の床下から検出されている。
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竃　遣存状態が悪く，北壁際の中央部から火床面が確認されただけである。付近の床面に粘土粒子や砂粒が散

在しており，竃材の一部が流出したものと考えられる。火床面は北壁ラインの内側に位置し，火熱を受けて赤

変硬化している。

ピット　検出されなかった。

覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　出土していない。

所見　時期は遣物が出土していないため断定は困難であるが，第1310・1313号住居跡との重複関係から見て9

世紀後薬ないし10世紀前葉と考えられる。

第105図　第1312号住居跡実測図

第1313号住居跡（第106図）

位置　調査区西部のPlOj7区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　西壁際を第1310・1312号住居跡，東側部分を第1314号住居跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　第1314号住居跡に掘り込まれているために全容は不明であり，南北軸は4．56m，東西軸は2．39m

だけが確認された。また，床面が露出した状態で検出されたため，壁の立ち上がりの様子は不明であり，平面

形は西側部分の形状から見てN－30－Wを主軸とする方形または長方形と推定される。
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床　南北に長く硬化面の広がりが認められる。また夢壁溝は確認された壁際に見られ芦　その大部分が第臓腑号

住居跡の床下から検出されている。

憲　第招摘号住居跡に掘　込まれたためにタ　遺存していない。

／

覆豊　検出されなかった。

遺物出立状況　土師器片　点輝2　饗の　須恵器片　点　杯鏡　婆且　が散在して出土している。第用図

2は酋壁寄りの床面から出土している。

所農　本跡は遺存している部分が少なら　本来の形状を把握することができなかったが芦硬化面が南北に長く

広がっていることから見て北方向を主軸方向とずる住居跡と考えられる。時期はタ　出土土器から9世紀中葉と

考えられる。

0　　　　　　　頂m

』≡土≡』

ノ　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　　′．

′　　　　　　　　　′　　　　　′′　′　′　　　′′　　　′　′

驚‡≡≡
‘著Ocm

』　　　室

番可 種 別 日課 穫 序憎 鋸 中 摘 胎　 士・ ！ 色 調 焼成 手法の特徴 i 出土位置 備　　 考
且　 須恵器　 棒　 恒 射 （3可 長石 e石英 i灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 覆士申 ㌘10264，5 ％
2　 須恵器 i 襲　 巨22・8］ 廟 i 雲母　　 i灰 普通 目線部内・外面ロクロナデ 西壁寄り床面 P lO265，5％
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第1314号住居跡（第107・108図）

位置　調査区西部のPlOj8区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　西側部分で第1313号住居跡を掘り込み，北壁際を第1244・1245・1246・1247号土坑に掘り込まれて

いる。

規模と形状　長軸5．98m，短軸3．45mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－800－Eである。壁高は15～22

cmで，各壁ともほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，南西コーナー部から竃の前面にかけてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　東壁の中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで85cm，両袖部幅95cmで，壁外への掘り込み

は40cmほどである。袖部は地山を掘り残して芯材とし，その周囲にローム土混じりの砂質粘土を貼り付けて構

築されている。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱を受けて赤変硬化している。

煙道の立ち上がり部には棒状の雲母片岩が直立した状態で下位を5cmはど埋め込まれて出土し，支脚として据

えられていたものである。また，煙道は火床部から外債して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1極暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子中量，ロームブロック・炭

化粒子少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化物少量
3　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子・粘

土粒子少量
4　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化粒子・

粘土粒子少量

5　にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子・粘
土粒子少量

6　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗赤褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒

中量

8　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒
子・砂粒少量

ピット　4か所。主柱穴は検出されていない。出入り口施設に伴うピットは，PlあるいはP2が相当するも

のと思われるが，いずれとも断定し難い。Plは深さ36cmで，南西コーナー部に位置し，付近の床面が特に踏

み固められており，その硬化した部分が竃の前面まで続いていること，P2は深さ24cmで，西壁際中央部の竃

と対噂する位置にあることがその根拠であり，あるいは出入り口施設を作り替えた可能性も想定される。P3・

4は深さがそれぞれ14cmと20cmで，いずれも硬化面下から検出され　ローム土を主体とする暗褐色土で埋め戻

されており，P3からは須恵器片，P4からは炭化物と土師器片がそれぞれ出土している。

覆土　8層からなり，レンズ状堆積を示した自然堆積である。第7・8層は竃から流出した粘土粒子や焼土粒

子を含んでいる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

6　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

8　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒
子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片111点（椀93，聾16，甑2），須恵器片1点（杯），灰粕陶器片1点（椀），石製支脚1

点，鉄鎌3点，釘4点，不明鉄製品3点，目貫1点が出土している。遣物はほぼ全域に散在しており，竃の火

床部からは第107・108図1・5～7，P3の覆土中からは3がそれぞれ出土している。4の灰粕陶器椀は南西

部の覆土中から出土しており，黒笹14号窯式と考えられ　底部には角高台を有している。鉄製品は大きく3つ

の地点に集中しており，9・10・12・14・15は南壁際の覆土中層，13・17は竃手前の覆土上層，11・16・18は

北壁寄りの覆土下層や中層からそれぞれ出土している。また，19の目貫は竃手前の覆土上層からの出土であり，

混入したものである。

所見　本跡は長軸が短軸の1．7倍もある特異な形状を皇しているが，拡張した痕跡は認められず，当初から横

長を想定して構築されたと考えられる。この横長の住居形態や鉄製品の出土量から何らかの工房跡と想定され

るが，それを裏付ける施設や遺物は検出されていない。時期は，出土土器から10世紀前半と考えられる。
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第108図　第1314号住居跡出土遺物実測図

第1314号住居跡出土遺物観察表（第107・108図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器椀［15月］4．8 ［6．0］長石・石英 にぷい褐普通個下駄底部鴫へラ削り，内面へラ磨き薗火床部PlO266，30％

2 土師器坪 －（2．3）8．4長石・赤色粒子にぷい黄橙普通
体部ロクロナデ，底部回転へラ切り中央部中層PlO267，30％

3 須恵器坪 －（3．3）［8．6］雲母・石英 黄灰 普通
体那端手持ちへラ神目緒一方向のヘラ削りP3覆土中PlO268，20％

4 灰撒陶器高台付椀 （3．3）払0］赦密
灰白，オリー

ブ灰
良好
高台貼り付け後ロクロ

ナデ，粕刷毛塗り
南西部覆土中
PlO269，5％，

黒笹14号窯式
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番号 種 別 器　 種 口径 器高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

5 土師器 嚢 ［23．0］ （24．0）・
雲母 ・長石 ・石

英・赤色粒子
にぷい赤褐 普通

体部外面ナデ，内面へラ

ナデ，内・外面指頭痕
竃火床部

P lO270，30％，

体部外面炭化物付着

6 土師器 嚢 － （14．8） － 雲母・長石・石英
にぷい橙 ・普通 体部外面へラ削り，内面ナデ・指頭痕 竃火床部 P lO271，20％

7 土師器 嚢 ［23．0］ （8．3）
雲母・長石・石

英・赤色粒子
黒褐 普通

口緑部横ナデ，体部内・

外面ナデ ・輪積み痕
竃火床部 P lO272，5 ％

番号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

8 支　 脚 23．0 7．8 5．8 1300 雲母片岩 角柱状，上部に被熱痕有り。 竃火床部 Q lOOO6，100％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

9 摘　 鎌 （7．3） 2．4 0．2 （11．0） 鉄 刃先部 ・基部欠損，刃部 に縄状 の繊維質付着。 南壁際中層 M lOO 54，PL 69

10 鎌 （3．6） （1．9） （0．2） （5．1） 鉄 刃先部 ・基部欠損，刃部 は攣 曲。 南壁際中層 M lOO 55

1 1 鎌 （3．5） （2．0） （0．2） （4．4） 鉄 刃先部 ・基部欠損，刃部 は攣 曲。 北壁寄 り下層 M lOO 56

12 不　 明 （3．5） （1．4） 0．1 （1．0） 鉄 体部湾 曲，裏側 中央 に芯有 り。 南壁際中層 M lOO 57

13 不　 明 （3．0） 0．6 0．3 （2．2） 鉄 断面長方形の棒状，鉄或い は釘 カ。 竃手前上層 M lOO 58

14 釘 （3．4） 1．9 1．0 （4．5） 鉄 断面隅丸方形の棒状。 南壁際中層 M lO O59

15 釘 （10．6） 0．5 0．5 （16．0） 鉄 断面方形の棒状，先端部は尖る。先端部屈 曲。 南壁際中層 M lO O60

16 鉄　 カ （4．1） 0．3 0．3 （1．7） 鉄 断面方形 の棒状 ，茎部 の破片 カ。 北壁寄 り下層 M lO O6 1

17 鉄　 カ （3．0） 0．4 0．4 （1．3） 鉄 断面方形の棒状 ，茎部 の破片 カ。 竃手前上層 M lO O62

18 鉄　 カ （2．3） 0．4 0．3 （0．9） 鉄 断面長方形の棒状，鉄 の茎部或 いは釘 カ。 北壁寄 り下層 M lO O63

19 目　 貫 4．9 1．3 0．3 6．1 銅 獣文 （獅子カ）・草花文，裏中央に鋲 1 か所有 り。 竃手前上層 M lO O64，10 0％

第1315号住居跡（第109～111図）

位置　調査区西部のPlOiO区に位置し，東に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　南壁部分で第1316号住居跡を掘り込み，東部の覆土上層を第1311号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．10m，短軸4．69mの方形で，主軸方向はN－20－Wである。壁高は28～56cmで，各壁と

もほぼ直立する。

床　はぼ平坦で，壁際を除き全体的によく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　2か所。竃1は北壁の東寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで120cmである。壁外への掘り込み

は70。mほどで，袖部は土師器聾を芯材にしてその周囲に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は浅い

皿状に掘り窪められ火熱を受けて赤変硬化しており，煙道は火床部から外債して緩やかに立ち上がる。竃2

は，東壁の中央部から若干南に寄った位置に構築されている。壁外への掘り込みは25cmほどで，天井部や火床

部は遣存していない。袖部は壁面にその痕跡が確認され土層断面図の第2層が相当し，砂質粘土で構築され

ている。また，煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている。さらに，竃2は破棄された後，壁の一部として埋

め戻されたことが想定され　火床部と推定される場所には壁溝が巡っている。

竃1土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒少

量

2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・
砂粒少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック多量，粘土粒子・砂粒中量，炭化物少量
4　灰赤色　焼土ブロック多量，灰中量，炭化物少量
5　暗赤褐色　焼土ブロック多量，灰中量，炭化粒子少量
竃2土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子少量
2　灰褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック・炭化物少量
3　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
4　赤褐色　焼土ブロック多量

6　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物・粘土粒子・砂粒少量
7　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
8　灰褐色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック中量，焼土粒子少

且
旦

9　灰褐色　灰多量，焼土ブロック少量
10　暗赤褐色　焼土ブロック多量，灰中量

6　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物中量，ロームブロック・粘土
粒子・砂粒少量

7　暗褐色　ロームブロック多量
8　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量

5　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子中量，灰　9　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土粒子少量

少量
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第109図　第1315号住居跡実測図
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第110図　第1315号住居跡出土遺物実測図（1）
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第111図　第1315号住居跡出土遺物実測図（2）
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ピット　4か所。主柱穴は3か所確認され　Pl～P3が相当し，深さは38～53cmである。南西コーナー寄り

に想定される柱穴は，床面を精査したが確認されなかった。P4は深さ24cmで，南壁際の竃と対噂する位置に

あり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土10層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物・粘土粒　6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
7　黒褐色　炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒

子・砂粒少量

8　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
9　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
10　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

子・砂粒少量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・粘土粒

子・砂粒少量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量
5　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　遣物の出土量は多く，土師器片276点（椀203，皿2，鉢1，聾69，甑1），須恵器片162点（杯

119，皿1，蓋3，襲35，甑4），灰粕陶器片5点（椀1，長頸瓶4），浮子1点，釘1点，鉄津12点が出土し

ている。遺物はほぼ全域に散在しており，そのうち35点を図示することができた。第110・111図29は先に述べ

た竃の袖部の芯材として使用された土師器聾で，東袖部から逆位で出土しており，体部には砂粒や粘土粒子が

付着している。「田前」と墨書されている15は南東コーナー部の覆土下層，「大士」と墨書されている17は南西

コーナー部の床面からそれぞれ出土しており，いずれの文字も墨書土器にしては達筆で，筆遣いに習熟した人

物によるものと見られる。また，「主」と墨書された2は南壁寄りの床面，20は北東コーナー部の覆土中層，

「得」と墨書された21は南壁際やや西寄りの覆土中層からそれぞれ出土している。24は竃2の南側の覆土下層

から出土した口緑部片と本跡から南へ11mの距離にある第1103号土坑から出土した体部片が接合されたもので

ある。また，床面のほぼ全域から焼土が薄く広がって検出されている。

所見　本跡は火災を受けた住居跡と考えられ床面には薄く焼土が広がっている。遺物はいずれも焼土の上面

から出土しており，本跡の焼失後，埋め戻される段階で投棄されたものと考えられる。また，本跡からは墨書

土器が判読不明のものを含めて7点出土しており，それらには「得」といった吉祥文字の他に当遺跡に共通す

る「大士」や「田前」という文字も見られ集落の様相を窺う上での好資料といえる。時期は，出土土器から

9世紀後葉と考えられる。

第1315号住居跡出土遺物観察表（第110・111図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 ．備　　 考

1 土師器 杯 14．6 4．5 7．3 石英 ・赤色粒 子 橙 普通 体部下端手持ちへラ削り，底部一方向のヘラ削り 南壁寄り下層 P lO273，80％，P L52

2 土師器 ゴ不 ［14．9］ 5．4 7．2 雲母 ・赤色粒 子 にぷい褐 普通
体部下端手持ちへ ラ削 り，

底部二方向のヘラ削 り
南壁寄り床面

P lO 27 4， 6 0 ％，

墨書 「主」，P L 6 4

3 土師器 杯 12．5 4．5 6．6 雲母 にぷい褐 普通 体部下舶 転へラ削り，底部一方向のヘラ削り 東壁 際床面 P lO275，70％，P L52

4 土師器 ま不 ［14．0］ 4．3 6．6 雲母 ・赤色粒 子 明褐 普通 傭 下端手持ちへラ削り，底部二方向のヘラ削り 南壁 際下層 P IO27 6，60％，P L52

5 土師器 ま不 ［15．0］ 4．5 9．7 長石 ・赤色粒 子 にぷい橙 普通 体軒端回転へラ削り，底部一方向のヘラ削り 南西部上層 P lO 27 7，4 0％

6 土師器 杯 ［14．2］ 4．7 6．3 石英 ・赤色粒 子 橙 普通 体部下端回転へラ削り，底部一方向のへラ削り 竃火床部 P lO 27 8，4 0％

7 土師器 杯 ［13．8］ 4．3 7．0 石英 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部下端手持ちへラ削り，底部一方向のヘラ削り 南東部床面 P lO 27 9，6 0％

8 土師器 杯 ［15．6］ 4．9 ［6．6］ 雲母 ・長石 ・石英 にぷい黄橙 普通
体部下端手持ちへ ラ削 り，

内面へラ磨き
北東部下層

P lO280，30％，

墨書 「主ヵ」，P L 64

9 土師器 杯 ［1 1．8］ （3．6） 雲母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通
体部外面 P ク ロナデ，内

面へラ磨 き
南西部覆土中

P lO28し　 5 ％，

墨書 「主力」，P L 64

10 須恵器 杯 12．8 4．1 6．0 長石 ・石英 灰 普通 傭 下端手持ちへラ削り，底部一方向のヘラ削り 南壁 際下層 P lO282，100％，P L52

1 1 須恵器 杯 13．4 4．6 6．0 雲母 T・長石 ・石英 褐灰 普通 底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り 北西部上層 P lO28 3，80％，P L52

12 須 恵器 杯 ［12．6］ 4．7 ［6．6］ 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 不良
体部下端手持ちへ ラ削 り，

底部一方向のへラ削 り

南壁寄り中・

上層
P lO 28 4，4 0％
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番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

13 須恵器 杯 ［14．0］ 4．2 ［6．0］ 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 体部ロクロナデ，底部一方向のヘラ削り 竃手前下層 P lO 28 5，30％

14 須恵器 杯 ［13．8］ （3．7） － 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 体部ロクロナデ，下端手持ちへラ削り 南壁際中層 P lO 28 6，15％

15 須恵器 杯 （1．7） 7．5 雲母 ・長石 ・石英 黄灰 普通
底部回転へ ラ切 り後，多

方向のヘラ削 り
南壁際床面

PlO2 87，30％，墨

書 「田前」，P L6 4

16 土 師器 高 台付椀 ［8．7］ 3．7 4．4 石英 ・赤色粒 子 にぷい橙 普通 高台貼 り付け後，ロクロナデ 南壁際中層 P lO 28 8，40％

17 土 師器 高 台付椀 ［11．2］ 5．3 6．4 雲母 にぷい橙 普通 高台貼 り付け後，ロクロナデ 南西部床面
PlO289，70％，墨書

「大士カ」，PL52・64

18 土 師器 高 台付椀 ［13．6］ 5．0 6．6 雲母 ・赤色粒子 明褐灰 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 北西部上層 P lO29 0，50％

19 土 師器 高台付椀 － （4．8） ［9．5］ 雲母 ・赤色粒子 灰黄褐 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 北東部中層 P lO 29 1，30％

20 土 師器 高台付椀 （2．0） 6．0 雲母 にぷい褐 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 北東部床面
PlO2 92， 30 ％ ，

墨書 「主」，P L6 4

21 土 師器 皿 13．3 2．0 6．2 長石 ・赤色粒子 橙 普通
体部内面へラ磨き，底部多方

向のヘラ削り
南壁際中層

PlO293，100％，底部

墨書「得」，PL52

22 土 師器 高台付 皿 － （2．0） 6．0 長石 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 北東部床面 P lO29 4，30％

23 須恵器 高台付 皿 － 3．2 ［12．6］ 長石 ・石英 灰 普通 高台貼 り付け後，ロクロナデ 南壁寄り下層 PlO29 5，30％

24 灰粕陶器 長 頸 瓶 ［9．6］ （10．7） 赦密
灰，オ リー

ブ灰
良好
口縁部 ロクロナデ，粕 は

流 し掛けカ
竃2南側下層

PlO2 96 ， 5 ％ ，

PL 5 2

25 灰粕陶器 長 頸 瓶 ［11．6］ （2．3） 赦密
灰白，オリー

ブ灰
良好
口緑部 ロクロナデ，粕 は

流 し掛けカ
北東部覆土中

PlO2 97 ， 5 ％ ，

黒笹90号窯式

26 灰粕陶器 椀 ［15．6］ （3．8） 赦密
灰白，オリー

ブ灰
良好 体部 ロクロナデ 南壁際下層 P lO29 8， 5 ％

27 土 師器 嚢 14．6 18．6 7．6
雲母 ・長石 ・石

英 ▼赤色粒子
にぷい橙 普通

体部外面へラ削り，内面へラナ

デ・指頭痕，底部木葉痕
北西部下層

PlO299，90％，外面

炭化物付着，PL52

28 土 師器 嚢 ［17．0］ （18．3） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部外面上位げ ・禍 痕，下位へラ削り 北東部下層 P lO30 0，30％

29 土 師器 嚢 ［19．0］ （17．1） － 雲母 ・長石 ・石英 明赤褐 普通 体部内・外面げ ，内面輪積み痕・指頭痕 竃東袖部 P lO30 1，20％

30 須恵器 鉢 ［35．2］ （8．1） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい黄橙 普通 体部外面平行叩き，内面ナデ・指頭痕 西壁際上層 P lO30 2， 5 ％

31 須恵器 甑 － （1．2） （11．9） 雲母 ・長石 ・石英 暗褐 不良 孔へ ラ切 り 竃火床部 PlO30 3， 5 ％

32 土 師器 鉄鉢形土器 ［18．4］ （7．5） － 雲母 ・長石 明赤褐 普通 体部内 ・外面へラ磨き痕有り 中央部中層 P lO30 4，20％

33 須恵器 大　　 喪 － （9．0） － 長石 黄灰 良好 体部外面平行叩き，内面同心円状の当て具痕 北西部上層 TPlOOO7，外面自然粕

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

34 浮　 子 7．0 6．3 6．5 90．4 軽　 石 表面摩滅，削痕 2か所有り。 南東部床面 Q lOoo7，100％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

35 釘　 カ （3．8） 0．6 0．4 （4．7） 鉄 頭部は薄く叩き伸ばされて，屈曲する。 南壁際床面 M lOO65

第1316号住居跡（第112・113図）

位置　調査区西部のPlOjO区に位置し，東側の埋没谷に向かって緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地してい

る。

重複関係　北壁部分を第1315号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．00m，短軸2．95mの方形で，主軸方向はN－80－Eである。壁高は36～65cmで，各壁と

もはぼ直立する。

床　はぼ平坦で，ピットの周囲を除いてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，上部を第1315号住居跡に掘り込まれているために，天井部と神都は遣存
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していない。規模は焚口部から煙道部まで95cm，燃焼部幅60cmで，壁外への掘り込みは20cmほどである。袖部

は付近の床面に砂粒や粘土粒子が散在していることから見て砂質粘土で構築されていたと考えられる。火床面

は浅い皿状に掘り窪められ　火熱を受けて赤変硬化している。

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは15～22cmである。P5は出入り口施設に伴うピットで，

深さが14cmである。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

6　暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片26点（饗26），須恵器片88点（杯75，蓋2，賓7，甑3，長頸壷1），灰粕陶器片3点

（瓶3），刀子1点，鉄鎌1点，石製紡錘車1点が，ほぼ全域から散在して出土している。第112・113図1は

P4の覆土中とその南側の床面から出土した破片が接合されたもので，底部には「宅」と墨書されている。11

の紡錘車は竃の西側の床面，12の刀子は竃の覆土中，13の鉄鎌は南東コーナー部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は出土土器から8世紀後葉と考えられ本跡はこの時期において最も小形の住居跡である。

また，「宅」と墨書された須恵器杯の出土は有力者層の存在を窺わせるものであり，灰粕陶器片や刀子などの

出土と併せ，かかる有力者の経営拠点に付属する施設の一部として機能していたことが想定される。

第112図　第1316号住居跡・出土遺物実測図
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第113図　第1316号住居跡出土遺物実測図

第1316号住居跡出土遺物観察表（第112・113図）

二年『、
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0　　　　　　　　　　5cm
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番号種別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴出土位置備　　考

1須恵器杯13．34．4 8．5雲母・長石・石英褐灰普通
休部下端手持ちへラ削り，

底部回転へラ削り

P4覆土中・

北西部床面

PlO305，70％，底部

墨書「宅」，PL52・65

2須恵器ま不13．74．6 8．2雲母・長石・石英灰自普通体酎尉恥へラ削，底紅方向のヘラ削
南東部覆土中PlO306，60％，PL52

3須恵器杯［14．4］（4．0）－雲母・長石灰
普通体部内・外面ロクロナデP4覆土中PlO307，5％

4須恵器杯［14．0］（3．5）－雲母・長石黄灰
普通体部内・外面ロクロナデ寵火床部PlO308，5％

5須恵器高台付杯［15．8］7．1 9．4長石・石英灰 普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け
南西部中層PlO309，60％

6須恵器高台付杯－（4．4）［6．8］雲母・長石・石英灰
普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け南西部中層PlO310，20％

7須恵器蓋10．62．3 －長石・石英黄灰
普通天井部左回りの回転へラ削り中央部床面PlO311，95％，PL53

8須恵器平瓶　カ （5．1）緻密 灰 良好頚部ロクロナデ，沈線2条
西壁際中層
PlO312，5％，

内・外面自然粕

9土師器嚢［20，0］（8．0）－雲母・長石・石英
にぷい黄褐普通口緑部横ナデ，体部内・外面へラナデ中央部下層PlO313，10％

10須恵器甑－（14．3）［15．0］雲母・長石・石英暗灰黄
普通鯛外面平行叩き，欄へラ削り，内面げ南壁際中層PlO314，20％

番号器種最大径厚さ孔径重量材　質 特　　　　　徴 出土位置備　　考

11紡錘車4．0 2．2 0．9 58．2 蛇紋岩側面に縦位の削痕有り，筋状の文様ヵ。
竃西側床面QlOOO8，100％，PL67
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番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

12 刀　 子 （4．2） （0．7） 0．3 （3．8） 鉄 茎部 の破 片，茎尻側 は細 まる。 竃火床部 M lO O 68

13 鎌 （13．9） 3．1 0．2 （37．0） 鉄 刃先部欠損，刃部攣 曲，基部は全体 を折 り返す。 南東部床面 M lO O69，90％，PL68

第1318号住居跡（第114・115図）

位置　調査区西部のPlOh6区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　東壁際で第1317号住居跡を掘り込み，北西コーナ部を第1101号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出されたため，壁の立ち上がりは確認されず，平面形状は長軸5．48m，

短軸3．92mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－Oe　である。

床　竃の手前とPl・2の間に硬化面が認められその他の部分は耕作により削平されたと考えられる。また，

壁溝が周回している。

竃　北側部分が大きく撹乱を受けており，火床部の南半部分と東神都の一部が確認されただけである。袖部は

砂質粘土で構築されており，火床部は浅く掘り窪められ　赤変硬化している。

ピット　4か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さは20～38cmであり，北東コーナー寄りに想定される柱穴

は精査したが検出されなかった。P4は出入り口施設に伴うピットで，深さは22cmである。

遺物出土状況　土師器片13点（椀9，聾2，鉢1，円筒形土器1），須恵器片3点（杯1，整2），鉄浮3点が

竃の火床部を中心に出土している。第115図1・3は竃の火床部，2は竃西側の床面から出土している。

所見　本跡の竃からは円筒形土器の破片が出土している。円筒形土器の出土は5例日で，いずれも竃内からの

出土であり，支脚としての使用が想定されている。時期は，出土土器の形状から9世紀後葉と考えられる。
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第115図　第1318号住居跡出土遺物実測図

第1318号住居跡出土遺物観察表（第115図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

3　l l l

番号種別券　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴出土位置備　　考

1土師器杯［12．3］4．2 5．7石英・赤色粒子橙 普通底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り寵火床部PlO319，40％

2須恵器杯［13，8］4．5 5．5雲母・長石・石英橙 不良棚下端手持ちへラ剃り，郎卜方向のヘラ削竃西側床面PlO320，30％

3土師器円筒形土器－（17．6）－長石・赤色粒子橙 普通体部外面へラ削り，内酎ザ・礪み痕竃火床部PlO321，20％

第1319号住居跡（第116・117図）

位置　調査区西部のPllf2区に位置し，東側の埋没谷に向かって緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地してい

る。

重複関係　北壁際で第1320号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．67m，短軸3．43mの方形で，主軸方向はN－170－Eである。壁高は西壁で36C皿，東壁で

6C皿を測り，各壁とも外方向に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，壁際を除きよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に砂貿粘土で構築されており，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅120C皿で，壁外への掘

り込みは20C皿である。火床部と西袖部は15cmはど掘り窪めた部分にローム土を主体とする暗褐色土を床面と同

じ高さまで埋め戻して構築されており，東袖は床面と同じ高さの地山面上に構築されている。火床面は被熱し

た部分が厚さ5cmにわたって固く焼き締まっており，使用頻度の高さが窺われる。煙道の立ち上がり部には土

製支脚が据えられており，その上面から須恵器杯2点が臥せられた状態で，さらにその上面から須恵器片4点

が重ねられて出土している。これら6点のうち上部の5点は火熱を受けた痕跡がなく，住居廃絶に際して意図

的に遺棄されたものと考えられる。また，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・廃土ブロック・炭化粒子・砂粒少
＿巨L
甲

2　暗赤　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少
jL
＿里

3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
4　灰　褐　色　灰多量，焼土ブロック・炭化粒子少量

8　暗赤　褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・
炭化粒子少量

9　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック・焼土ブロッ
ク・炭化粒子少量

10　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化
粒子少量

5　暗赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量，灰少11暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量，焼土プロッ
量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・炭化粒子少量

6　にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，灰少量　　　　　　　　　　　　12　暗赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量
7　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，ローム粒子少量　　　　　　　13　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
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ピット　1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは30cmである。

覆土　5層からなり，レンズ状堆積を示した自然堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片16点（杯7，嚢6，壷3），須恵器片17点（杯11，高台付杯2，蓋2，聾2），刀子1

点，砥石1点，土製紡錘車1点，土製支脚1点が出土しており，遺物はほぼ全域に散在している。第116・117

図上2は前述した支脚の上部に伏せられていた杯であり，1は被熱しているが，2にその痕跡はない。4は

竃周辺の床面から出土した破片が接合されたものであり，出土位置から見て竃で使用されていたものと考えら

れる。また，5の土製紡錘車，6の砥石，7の刀子はいずれも南壁寄りの床面から出土している。

所見　本跡からは砥石と刀子がそろって同じ位置から出土しており，住居廃絶時に投棄されたものと考えられ

興味深い。時期は出土土器から8世紀後葉と考えられる。
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第117図　第1319号住居跡出土遺物実測図

第1319号住居跡出土遺物観察表（第116・117図）
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番 号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　　 考

1 須 恵 器 杯 12 ．9 4．3 7．4 雲 母 ・長 石 ・石英 灰 普 通
体 郡下 端手 持 ちへ ラ削 り，

底 部一 方向 のヘ ラ削 り
竃 火 床 部

P lO322，70 ％ ， 内 外

面 炭イヒ物付着，P L53

2 須 恵 器 杯 13 ．9 4．4 8．1 長 石 ・石 英 黄灰 普 通 棚 下舶 転へラ削り，舶 一方向のヘラ削り 魔火 床 部 PlO323，60％ ，P L 53

3 土 師 器 要 ［2 1．5 ］ （8．5 ） － 雲 母 ・石 英 に ぷ い赤 褐 普 通 体部内・外面へラげ ，内面に給積み痕 北 西 部 中 層 P lO 3 24 ， 5 ％

4 土 師 器 襲 － （18 ．7 ） － 雲 母 ・長石 ・石英 灰 褐 普 通 休部外面へラ磨き，内面へラげ ・指頭痕 中央 部 床 面 P lO 32 5 ， 3 0 ％

番 号 器 種 最 大 径 厚 さ 孔 径 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

5 紡 錘 車 6 ．1 1 ．1 0 ．7 4 9 ．0 須 恵 器 須 恵 器盤 を転用 ，回転 へ ラ切 り後 ナデ調整痕 有 り。 南壁寄 り床面 D P lOO13，100％ ，PL 67

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 孔 径 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出 土位 置 備　　 考

6 砥　 石 10 ．3 6．4 4 ．0 0 ．4 22 2 凝 灰 岩 砥面 2面 。折 損後，提げ砥に転鼠 孔は両側穿孔。 南壁寄 り床面 Q lOOO9，100％ ，P L67

番 号 器 種 長 さ 幅 重 ね 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

7 刀　 子 （6．2 ） （1．1） 0．3 （7 ．0 ） 鉄 茎 部 欠 損 ， 切 先 部 に繊 維 質 付 着 。 南壁寄 り床面 M lO O72 ， P L 68
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第1322号住居跡（第118・119図）

位置　調査区西部のPlOi9区に位置し，東に向かって緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　南壁際を第1324・1328号住居跡，竃手前を第1285号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．70m，短軸3．91mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－00　である。壁高は22～42cmで，

各壁とも直立している。

床　はぼ平坦で，中央部がよく躇み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで90cm，両袖部幅130cmで，壁外への掘り込みは40

C皿ほどである。袖部は床面と同じ高さの地山面上にローム土を主体とする暗褐色土を基部にして，その上にさ

らに砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火熱を受け

てわずかに赤変している。煙道の立ち上がり部には土師器賓が逆位で支脚として据えられており，煙道は外債

第118図　第1322号住居跡実測図
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して緩やかに立ち上がる。

富士層解説
1　暗赤褐色

2　暗赤褐色

3　暗赤褐色

4　暗赤褐色
5　暗赤褐色

ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量，粘土粒
子・砂粒少量
ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量，粘土粒
子・砂粒少量
焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化粒子・

粘土粒子・砂粒少量
ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量

焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ロームブロッ
ク・炭化粒子少量

6　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量
7　にぷい褐色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック・焼土ブロック

少量
8　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量

9　暗　褐　色　ロームブロック多量，廃土ブロック・炭化粒子少量
10　暗赤褐色　廃土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
11黒　褐　色　ロームブロック・炭化物中量

ピット　5か所。Pl～P4はいずれも中央に寄った位置で検出され，深さは12～28C皿である。P5は第1328

号住居跡の竃の下から検出され，深さ41C皿で，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量
5　暗褐色　ロームブロック少量

6　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片35点（椀20，聾14，甑1），須恵器片42点（杯30，蓋2，襲9，甑1），灰粕陶器片1

点（瓶），釘1点が竃の火床部や壁際の覆土下層を中心に出土している。第119図6は支脚に転用された土師器

聾で，体部に砂粒が付着し，被熱している。また，2は東壁際の床面，5は中央部の床面からそれぞれ出土し

＼、、鎚 ／
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第119図　第1322号住居跡出土遺物実測図

一一1：1：

0　　　　2cm

9［＝土∃



ている。9の釘は西壁寄りの覆土中層から出土しており，本跡廃絶後に投棄されたものと考えられる0

所見　本跡の時期は，供膳具類における土師器の割合が増加していることや出土土器の形状から見て9世紀中

葉と考えられる。

第1322号住居跡出土遺物観察表（第119図）

番号

1

2

3

種 別

須恵器

須恵器

須恵器

器　 種

杯

ゴ不

杯

口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

13．2 4．4 6．0 雲母 ・長石 ・石英 灰黄 普通 底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り 竃火床 部 P lO33 6，100％，P L53

12．9 4．4 6．5 雲母 ・長石 ・石英 にぷい赤褐 不良 底部回転へラ切り後，多方向のヘラ削り 東壁 際床 面 P lO337，80％，P L53

－ （3．1） 6．0 長石 ・石英 黄灰 普通 底部回転へラ切り後，多方向のヘラ削り 中央 部中層 P lO 33 8，4 0％

4 須 恵器 杯 ［1 4．0］ （2．8） 雲母 ・長石 ・石英 灰黄褐 普通 体部内 ・外面 ロクロナデ 南東部覆土中
P lO339， 5 ％ ，体

部外面墨書 「西 カ」

5 土師器 嚢 ［18．5］ （5．5） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 中央部床面 P lO 3 40， 5 ％

6 土師器 嚢 － （5．5） 6．5 雲母 ・長石 ・石英 橙 普通
体部外面へ ラ削 り，内面

ナデ，底部木葉痕
竃火床部

P lO341，20％，

体部外面炭化物付着

7

8

須恵器

須恵器

甑

甑

［3 0．0］ （15．1） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい褐 不 良 体部外面平行叩き，内面ナデ・指頭痕 西壁際 中層 P l O3 42， 20％

－ （4．4） － 雲母 ・長石 ・石英 暗灰 普通 体部外面平行叩き，内面げ ，補修孔有り 北西部覆土中 P lO3 43， 5 ％

番号

9

l 器 種

l 釘

l 長 さ

l （7・6）

幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

0．8 0．5 （11・り） 鉄 頭部 ・脚部先端欠損，脚部攣曲 西壁寄り中層 M lOO73

第1323号住居跡（第120図）

位置　調査区西部のPlOeO区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している0

重複関係　南側部分で第1321・1325号住居跡を掘り込み，北壁部の西寄りを第1104号土坑，東壁部の北寄りを

第1105号土坑，中央部を第1240号土坑にそれぞれ掘り込まれている0

規模と形状　長軸5．30m，短軸4．18mの南側部分が若干歪んだ長方形で確認され主軸方向はN－50－Eで

ある。壁高は6～14cmを測り，各壁とも外方向に開き気味に立ち上がっている。

床　はぼ平坦で，竃の手前から中央部にかけてよく踏み固められており，壁溝が周回している0

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅115cmである0壁外への掘り込み

は35cmほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築されている0火床面は若干掘り窪め

られ火熱を受けて赤変硬化しており，煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる0

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化物少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量
4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

5　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化物少量
6　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
7　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

覆土　9層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。各層に含まれる焼土や炭化物は粘土粒

子や砂粒とともに検出されており，竃材の一部と考えられる。

土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　褐　　色

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子・砂粒少
量

6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒
子少量

7　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
8　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
9　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・粘土粒

子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片86点（椀78，賓7，鉢1），須恵器片13点（杯7，蓋2，聾4）がほぼ全域から散在

して出土している。第120図2・4は東壁際中央部の床面からまとまって出土しており，住居廃絶時に投棄さ
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れたものと考えられる。また，竃の火床部からは5～7が出土し，そのうち5には焼土や砂粒が付着しており，

竃で使用されたものと考えられる。

所見　本跡から，ピットは検出されなかった。時期は，供膳具における土師器の出土量が多いことや出土土器

の形状から見て9世紀後半と考えられる。

第120回　第1323号住居跡・出土遺物実測図
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第1323号住居跡出土遺物観察表（第120図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 須 恵畢 杯 ［13．6］ 4．5 6．4 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通
体部下端手持ちへラ削 り，

底部一方向のヘラ削 り
覆土中

P lO3 5 1， 5 0％ ，

墨書 「川」，P L 6 5

2 土 師器 椀 ［16．0］ （4．5） － 長石 ・石英 にぷ い橙 普通 体部下端回転へラ削り，内面へラ磨き 東壁際床面 P lO3 44， 30％

3 土師器 椀 （1．7） 5．7
長石 ・石英 ・赤色

粒子
にぷ い黄橙 普通

体部下端手持ちへラ削 り，

底部多方向のヘラ削 り
北西部床面

P lO3 45， 2 0％ ，

底部 内面漆付着

4 土師器 高台付椀 － （2．7） －
石英 ・赤色粒子 にぷ い橙 普通 底部回転ベラ削り後，高台貼り付け 東壁際床面 P lO3 46， 20％

5 須 恵器 蓋 13．0 3．4 雲母 ・長石 ・石英 褐灰 普通 天井部左回りの回転へラ削り 竃火床部
P lO347，70％，内外

面竃材付着，P L 53

6 土 師器 嚢 － （4．7） 7．7 雲母 ・長石 ・石英 橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラ輯 底部木葉痕 竃火床部 P lO3 48， 10％

7 須 恵器 嚢 － （8．9） ［13．0］ 雲母 ・長石 灰 普通 体部下端へラ削り，内面ナデ・指頭痕 竃火床部 P lO3 49， 10％

第1324号住居跡（第121・122図）

位置　調査区西部のPlOj9区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　北壁部分で第1322号住居跡を掘り込み，中央部から北東部にかけて第1328号住居跡・第1286号土坑

に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．26m，短軸3．58mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－10－Wである。壁高は43～52

cmで，各壁ともほぼ直立している。

床　はぼ平坦で，壁際を除きよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，壁外への掘り込みはほとんどなく，袖部は砂質粘土で構築されている。

火床面は北半部分が確認され火熱を受けて赤変硬化しており，煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ロームプロッ　4　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・

ク・炭化物少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子少量

2　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子・砂　5　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒
粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子少量

3　褐 色　ロームブロック多量，粘土粒子・砂粒中量，焼土粒
子少量

ピット　1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは24cmである。

貯蔵穴　北西コーナー部に付設され平面形は1辺が60cmの隅丸方形を皇し，深さは23cmを測る。底面は皿状

を呈しており，覆土には竃材の一部と見られる砂粒や焼土が含まれている。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物・砂粒少量
2　極暗褐色　炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック・砂粒少量

3　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

覆土　4層からなり，レンズ状堆積を示した自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　3　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片138点（椀99，皿2，襲37），須恵器片34点（杯12，饗20，甑1，短頸壷1），灰粕陶

器片3点（皿1，瓶2），刀子1点，不明鉄製品1点，古銭1点（饅益神賓），石製紡錘車1点，炭化種子2点

（桃2）が貯蔵穴周辺と南壁際の覆土下層を中心に散在した状態で出土している。貯蔵穴内からは第121・122

図1・6が出土している。11は北西部の覆土中から出土しており，折戸53号窯式と思われる。また，16の刀子

は南壁寄りの覆土上層，17の不明鉄製品は西壁際中央部の床面，18の古銭は南西コーナー部の床面，桃と考え

られる炭化種子は南壁寄りの床面からそれぞれ出土している。
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所見　本跡の時期は，供膳具に占める土師器の割合が須恵器を大きく上回っていることや出土土器の形状から

9世紀後葉と考えられる。また，南西コーナー部の床面から出土した古銭（饅益神賓）は皇朝十二銭の一つで，

初鋳年は859年であり，住居の時期にはぼ収まるもので，都との交流を示す好資料といえる。
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第121図　第1324号住居跡・出土遺物実測図
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第122図　第1324号住居跡出土遺物実測図

第1324号住居跡出土遺物観察表（第121・122図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　！

甘：

0　　　　2cm

15　　　［二二二土∃

番号 種別 器　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 杯 12．7 4．5 6，2 長石・石英 にぷい橙 普通 棚下端手持ちへラ削星組一方向のヘラ削 貯蔵穴覆土中 PlO353，95％，PL53

2 土師器 杯 13．5 4．2 8．0 長石・石英 橙 普通 棚下落手持ちへラ削り，綿一方向のヘラ削り南東部下層 PlO354，60％，PL53

3 土師器 坪 ［15．0］ 4．5 7．0 石英・赤色粒子 橙 普通
体部下端手持ちへラ削り，

底部一方向のヘラ削り
北壁際中層

PlO355，50％，

口緑部油煙付着

4 土師器 士不 ［13．0］ 4．3 6．0 長石・赤色粒子 橙 普通 傭欄手持ちへラ削り摘一方向のヘラ削 南東部床面 PlO356，50％

5 土師器 珂こ ［14．8］ 4．8 7．6 長石・赤色粒子 にぷい橙 普通 底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り南壁寄り床面 PlO357，40％

6 土師器 高台付椀 － （3．0） 10．4
石英・赤色粒子 にぷい橙 普通 底部回転へラ切り後，高台貼り付け 貯蔵穴覆土中 PlO358，30％

7 土師器 高台付椀 － （2．9） 7．4 雲母・長石・石英 にぷい橙
普通 郎鵬へラ馴後，工具による菊花状整形痕 南壁寄り床面 PlO359，20％

8 土師器 高台付皿 13．9 3．6 6．8 石英・赤色粒子 にぷい橙 普通 底翻転へラ切腋 I具による菊榔整形痕 南東部下層 PlO360，60％，PL53

9 土師器 高台付皿 ［14．0］ （1．8） － 石英
にぷい黄橙 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 南西部中層 PlO361，50％

10 須恵器 襲 － （2．3） 16．4 雲母・長石・石英 黄灰
普通 体部欄へラ削り，底部多方向のヘラ削り北西部上層 PlO362，20％
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番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

11 灰粕陶器 皿 ［14．0］ （1．9） 緻密
黄灰，粕色

不 明
良好 口緑部 ・休部ロクロナデ 北西部覆土中

P lO 3 6 3 ， 5 ％ ，

折戸53号 窯式 カ

12 須恵器 短 頸 壷 － （15．0） － 黒色斑点 灰 良好 休部ロクロ整私 肩部自然粕 両壁寄り中層 PlO 364，30％，PL53

13 須恵器 嚢 － （13．5） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい黄橙 不 良 体部外面縦位の平行叩き，内面ナデ 南壁際上層 T P lO OO 8， 5 ％

14 須 恵器 襲 － （15．3） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 不 良 休部外面縦位の平行叩き，内面ナデ 南壁際 中層 T P lO OO 9， 5 ％

番号 券 種 最 大径 厚 さ 孔 径 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

15 紡錘車 3．9 1．9 0．8 （29．0） 凝 灰 岩 無文，円錐台形。 西壁寄り中層 Q lOOll，90％，PL 67

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

16 刀　 子 （5．6） （1．3） 0．2 （3．7） 鉄 刃部の破片，切先及 び茎部 欠損 。 南壁際上層 M lOO 74

17 釘　 ヵ （3．6） 0．5 0．5 は0） 鉄 頭部欠損，脚部湾 曲。 西壁際床面 M lOO 75

番号 銭 名 径 厚 さ 孔 径 重 量 初 鋳 年 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

18 族益神賓 1．8 0．1 0．6 0．1 85 9 年 皇朝十二銭，円体方形の無背銭。 南西部床面 M lOO76，100％，PL70

第1325号住居跡（第123・124図）

位置　調査区西部のPlOfO区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　西側部分で第1321号住居跡を掘り込み，中央から北側部分を第1323号住居跡に掘り込まれている。

第123図　第1325号住居跡実測図
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規模と形状　長軸3．11m，短軸3．00mの方形で，主軸はN－150－Wである。壁高は20C皿で，各壁とも直立し

ている。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設され　焚口部から煙道部まで65cm，両袖部幅80cmで，壁外への掘り込みはほとんどな

い。袖部は床面と同じ高さの地山面の上に砂質粘土で構築されており，火床面はわずかに掘りくぼめられて，

火熱を受けて赤変硬化している。煙道は上部が削平されているために，外債して緩やかに立ち上がる様子が若

干認められる程度である。

竃土屑解説
1暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　粒千・秒粒少量
2　極暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・粘土　3　極暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化物・砂粒少量

ピット1か所。Plは深さ28cmで，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
5　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片8点（杯4，肇4）が南壁際の床面から出土している。第124図3は南西コーナー部

の床面から正位で出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　本跡の時期は重複関係及び出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第124図　第1325号住居跡出土遺物実測図

第1325号住居跡出土遺物観察表（第124図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　！

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器杯 12．5 3．8 長石・赤色粒子にぷい赤褐普通
ロ緑部横ナデ，体部外面

へラ削り，内面ナデ
南壁際上層
PlO365，70％，内

面漆付着，PL54

2土師器嚢［15月］（8．5）－雲母・長石橙 普通口緑部内風体部か外面へラ磨き覆土中 PlO366，5％

3土師器嚢 －（17．3）9．5雲母・長石・石英
にぷい赤褐普通体部外計底部へラ磨き，内面へラげ南西部床面PlO367，60％，PL53
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第1326号住居跡（第125～127図）

位置　調査区西部のPlOf9区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　本跡全体が第1321号住居跡を掘り込み，北壁際を除く覆土上層を東西に第10号道路跡が走っている。

規模と形状　長軸3．76m，短軸3．49mの方形で，主軸方向はN－0。である。壁高は18～25cmで，各壁とも外

方向に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，竃の手前から出入り口施設にかけてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで65cm，両袖部幅100cmである。壁外への掘り込み

はほとんどなく，袖部は床面より若干高く掘り残した地山を基部としてその上部に砂質粘土を貼り付けて構築

されている。火床部は20。皿はど掘り窪められた部分にローム土を主体とする暗褐色土を床面の高さまで埋め戻

して使用しており，火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・粘　6　灰黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック・焼土粒子少

土粒子・砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量
2　にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒　7　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子少量

子・砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　8　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量　9　暗赤褐色　廃土ブロック中量，ローム粒子・炭化物・灰少量
4　にぷい赤褐色　廃土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量　10　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
5　にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは23～33cmである。P5は深さ22cmで，南壁際の中央部

に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。また，壁溝内から深さ5cmほどの小ピットが40か

所検出されており，壁柱穴と考えられる。

第125図　第1326図住居跡実測図
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覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子少量

5　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，ロームブロック中量，廃土粒
子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片18点（杯10，聾8），須恵器片5点（杯1，整4），砥石1点が中央部から北西部にか

けての床面を中心に出土している。第126・127図1はP3の覆土中から出土している。2～4は中央部南寄り

の覆土下層からの出土で，いずれも破砕された状態でまとまらて出土しており，住居廃絶時に投棄されたもの

と考えられる。5の砥石は南西コーナー部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は出土土器から8世紀前葉と考えられ　この時期の住居は1辺が4m前後の方形で，ピット

が規則的に配されるものが多く，住居の規模や形態に規格性を窺うことができる。

0　　　　　　　5cm

！　：　！
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第127図第1326号住居跡出土遺物実測図（2）

第1326号住居跡出土遺物観察表（第126・127図）

11

位

0　　　　　　　　　10cm

！　　；　　」

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1須恵器杯 －（2．2）7．3長石・石英 褐灰 普通
体部ロクロ整形，底部回転へラ削りP3覆土中PlO368，40％

2 土師器整 －（24．0）－雲母・石英 にぷい黄橙普通休部外面へラ磨き，内面へラナデ
中央部下層PlO369，20％

3 土師器嚢 17．0 37．9 10．2雲母・長石・石英にぷい橙普通体酎緬へラ磨狛桶げ・摘痕・給積み痕中央部下層PlO370，70％，PIj4

4 須恵器嚢 －（21．7）18．0雲母・長石 黄灰 普通体部外面同心円状の叩き，内面摩滅
中央部下層PlO371，50％

番号器種長さ最大幅厚さ重量 材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

5砥　石（16．3）（5．9）（4．1）（391．0）凝灰岩方柱状，砥面4両，端部片側欠損，中央部が薄い。南西部下層QlOO12，PL68

第1328号住居跡（第128・129図）

位置　調査区西部のPlOj9区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　北壁部分で第1322号住居跡，東壁際を除くほぼ全体が第1324号住居跡を掘り込み，南東部を第1286

号土坑に掘り込まれている。

規模と形状1辺が2．75mはどの方形で，主軸方向はN－20－Eである。壁高はいずれも35cmほどで，各壁

とも直立している。

床　はぼ平坦で，中央部から西壁際にかけてよく踏み固められており，壁溝が南壁際を除いて巡っている。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで70cmで，燃焼部幅60cmである。天井部，東袖部は

遺存しておらず，西袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は5cmはど浅い皿

状に掘り窪められており，火熱を受けて赤変硬化している。煙道の立ち上がり部には雲母片岩が下部を埋め込

まれて直立した状態で据えられており，火熱を受けて脆くなっている。また，煙道は火床部から急な傾斜で立

ち上がっている。

竃土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化物・灰少量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子

砂粒少量

4　極暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ートlT

5　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
6　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

7　にぷい赤褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
8　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量



ピット　1か所。Plは深さ12cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられ，付近の床面が特に硬化している。

また，壁際から深さ5～7cmの小ピット8か所が検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第6層からは竃から流出した砂粒や焼土

が検出されている。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
6　暗赤褐色　ロームブロック中量，廃土ブロック・炭化粒子・砂粒少

＿⊆L

－

遺物出土状況　土師器片25点（椀16，聾9），須恵器片6点（蓋1，嚢5），灰粕陶器片1点（長頸瓶），土製

紡錘車1点，鉄釘1点，石製支脚1点が出土している。遺物はほぼ全域に散在しており，竃からは第128・129

図1・5，北東コーナー部の床面からは3・4がそれぞれ出土している。6は中央部の覆土上層から出土して

おり，黒笹90号窯式と思われる。また，7の紡錘車は南西コーナー部の床面，8の釘は中央部の床面から若干

浮いた状態で出土している。

所見　本跡は1辺が3m未満の小形の住居跡であり，時期は須恵器がまだ若干見られることや出土土器の形状

から9世紀末葉から10世紀前葉と考えられる。

第128図　第1328号住居跡・出土遺物実測図
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第129図　第1328号住居跡出土遺物実測図

第1328号住居跡出土遺物観察表（第128・129図）
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番号 種 別 器　 種 口径 器高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 杯 14．5 4．6 6．0 雲母・長石・石英 灰褐 普通 榔下端手持ちへラ削り，底部一方向のへラ椚 竃火床部 PlO373，80％，PL54

2 土師器 高台付椀 （5．4） 7．0 雲母・長石・石英 にぷい褐 普通
底部回転へラ切り後，

高台貼り付け

東壁際床面・

奄手前上層
P lO374，40％

3 土師器 要 ［12．4］ （8．0） － 雲母・長石・石英 明赤褐 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ・給積み痕 北東部床面 P lO375，30％

4 土師器 鉢 ［17．2］ （8．5） － 雲母・長石・石英 にぷい褐 普通 体即摘ナチへラ削り，内面へラナチ給篇み痕北東部床面 P lO376，20％

5 須恵器 聾 － （23．6） － 雲母・長石・石英 にぷい黄橙 不良 体酢摘組位の平行叩き，内面げ・禍痕 竃火床部 P lO377，30％

6 灰袖陶器 長 頸 瓶 （5．2） 緻密
灰白・灰オ

リーブ
良好
頚部ロクロナデ，粕は流

し掛けカ
中央部上層

PlO378，5 ％，

黒笹90号窯式期カ

番号 器種 最大径 厚 さ 孔径 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

7 紡錘車 5．3 1．2 1．0 （22．4） 土　 製 ナデ，にぷい橙色を呈する。 南西部床面 DPlOO15，60％，PL67

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 準　　　　 徴 出土位置 備　　 考

8 釘　 ヵ （8．8） 0．7 0．5 （15．0） 鉄 断面長方形の棒状，一端がわずかに細る。 中央部床面 M lOO77

第1329号住居跡（第130図）

位置　調査区西部のPllbl区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　南側部分で第1327号住居跡の覆土を掘り込み，西コーナー部を第1234・1235・1243号土坑，北東壁

際を第1290号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

ー149－



規模と形状　床面が露出した状態で検出され壁の立ち上がりを確認できなかったため，竃とピットの位置か

ら判断して，N－550－Eを主軸とする長軸4．60m，短軸3．80mの横長の長方形と推定される0

床　耕作等により床面が削平され，特に硬化した部分は認められない。

竃　北東壁の中央部に付設されており，袖部の基部と火床面が確認された。袖部は砂質粘土で構築されており，

火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

ピット　9か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さ24～43cmで，東コーナー寄りに配されていたと考えられ

る柱穴は第1234・1235号土坑によって掘り込まれたため，遺存していないo P4は深さ25C皿で，竃と対噂する

位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられるo P5～P9は深さ24～37cmで，壁際から検出されてお

り，壁柱穴と考えられる。

覆土　床面がほぼ露出した状態で検出されたため，堆積状況は確認できなかった。

遺物出土状況　出土していない。

所見　本跡は出土遺物がなく時期の特定ができないが，7世紀代の住居跡の上層に構築されていることから奈

良時代以降と考えられる。
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第130図　第1329号住居跡実測図
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第1330A号住居跡（第13卜132図）

位置　調査区西部のPlOcO区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している0当初，1軒の住居跡として調査

を開始したが，立て替えが行われていることが確認されたため，内側の住居跡を第1330A号住居跡，外側の住

居跡を第1330B号住居跡として調査を実施した。

重複関係　北東コーナー部を第1298・1299号土坑に掘り込まれている。
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規模と形状　長軸4．25m，短軸4．10mの方形で，主軸方向はN－900－Eである。壁高は10～19cmで，各壁と

も外方向に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められており，壁溝は北壁際を除いて巡っている。南壁下の壁溝は

第1330B号住居跡の床下から検出された。

竃　東壁と北壁から2基確認されており，そのうち東竃は袖部が遺存せず，焚口部や火床部の上面から踏み固

められた痕跡が検出され　東竃を建て替え以前の竃と判断した。焚口部から煙道部までは105cm，燃焼部幅70

cmで，壁外へ40cmはど掘り込んで構築されている。付近の床面には竃材の流出が認められ　粘土粒子や砂粒が

散在している。また，火床面は浅い皿状を皇しており，焼け締まった感じはない。煙道は火床部から外傾して

緩やかに立ち上がる。

第131図　第1330A・B住居跡実測図
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憲土居解説
1　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物中量，ローム粒子少量
4　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物中量，ロームブロック少量

5　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物中量，ロームブロック・砂粒

粘土粒子少量
6　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは50～66C皿である。P5は深さ22cmで，竃と対時する位

置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。また，P2・3の上面からは硬化した面が検出されてお

り，本跡が拡張された際，埋め戻されて床面の一部として使用されたことが想定される。

覆土　確認された覆土は全て第1330B号住居跡に帰属するものである。

遺物出土状況　本跡に明確に帰属するといえる遺物は東竃から出土した土師器片11点（椀4，饗7），須恵器

片9点（整9）だけである。火床面直上から逆位で出土した第132図2は支脚として使用されており，体部に

は火熱を受けた痕跡が認められる。1の休部外面には判読不明の墨書がされている。また，3の須恵器大嚢片

は焼成が良好で，近在の製品ではないと考えられ　接合関係にはないが，器形や胎土から見て本跡から南へ35

mに位置する第1103号土坑から出土した須恵器片と同一個体と考えられる。

所見　本跡は南壁部分を拡張する以前の住居跡であり，拡張に伴って竃や出入り口施設，主柱穴の位置を移動

している。時期は出土土器が少なく明確にし得ないが，竃の火床部に赤変硬化した部分が見られず使用期間が

短かったことが想定され第1330B号住居跡の年代観から見て，ほぼ同時期の9世紀後薬と考えられる。また，

本跡から出土した須恵器大肇片と第1103号土坑から出土したものは同一個体と考えられ　第1103号土坑の遺物

は第90号掘立柱建物跡の廃絶に伴って投棄されたものであることと併せ見て，当該期の集落の様相を窺う好資

料といえる。

壱ご1

第132図　第1330A号住居跡出土遺物実測図

第1330A号住居跡出土遺物観察表（第132図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器杯 （1．4） 赤色粒子 橙 普通体部内面へラ磨き 竃火床部
PlO392，5％，

体部外面墨書「ロ」

2土師器賓 －（13．2）6．3雲母・長石・石英にぷい赤褐普通体都外画へラ削り，内面へラげ・指頭痕寵火床部PlO396，40％

3須恵器聾 （9．3） 長石・黒色斑点灰白 良好
休部外面斜位の平行叩き，

内面ナデ
薗火床部
TPlOO12，

外面自然粕

1－152



第1330B号住居跡（第131・133・134図）

位置　調査区西部のPlOcO区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　第1330A号住居跡を拡張して本跡が構築されている。また，北東コーナー部を第1298・1299号土坑

に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．82m，短軸4．10mの南北に長い長方形であり，主軸方向はN－00　である。壁高は10～19

cmで，各壁とも外方向に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められており，壁溝は北壁際を除き巡っている。

竃　東壁と北壁から2基確認されたため，袖部の遺存している北竃を本跡の竃と判断した。焚口部から煙道部

までは95C皿，両袖部幅90cmで，壁外へ55cmはど掘り込み，白色粘土を用いて構築されている。火床面は浅い皿

状を呈して，火熱を受けて赤変硬化しており，煙道は火床部から外債して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量　　　　　4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化物・粘土粒子少　5　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化物少量
量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子少量

3　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子・粘土粒子少　7　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック中量，炭化粒子少量
上し

j巨＿

ピット　9か所。主柱穴はPl・4・6・7が相当し，Pl・4は第1330A号住居跡の柱穴が再利用されたと

想定される。P6・7は立て替えに伴って新たに構築されたと考えられ　深さはそれぞれ42C皿と38cmである。

P8は深さ36C皿で，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P9～P12は

深さ16～20cmで，それぞれ各コーナー部に位置しており，貯蔵施設など何らかの撥能を有していたと考えられ

るが，その用途については判然としない。

覆土　8層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第6～8層には竃材の一部の流出が認め

られる。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　褐　　　色　ロームブロック中量
5　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
7　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子・粘土

粒子少量

8　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子中量，炭化
粒子少量

遺物出土状況　遺物ははぼ全域に散在しており，土師器片133点（椀83，皿6，鉢5，整38，甑1），須恵器片

51点（杯28，蓋4，整18，甑1），灰粕陶器片2点（椀1，長頸瓶1），縁粕陶器片1点（椀），砥石1点，軽

石1点，刀子1点が出土している。竃内からは第133・134図4・6・21が出土している。また，18・19の灰粕

陶器と20の緑粕陶器はいずれも中央部やや南寄りの床面から若干浮いた状態で出土しており，そのうち18の長

頸瓶は黒笹14号窯式と思われる。

所見　本跡の時期は出土土器から9世紀後薬と考えられ　第1330A号住居跡の南壁部分を拡張して建て替えら

れている。本跡の竃は白色粘土を用いて構築されており，第1330A号住居跡の竃とは材質が違うことからも，

2つの竃が同時に作られたものではなく，東竃から北竜への作り替えが行われたことが想定される。

第133回　第1330B号住居跡出土遺物実測図（1）
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第134図　第1330B号住居跡出土遺物実測図（2）
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第1330B号住居跡出土遺物観察表（第133・134図）

番号 種 別 器　 種 ． 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 ま不 13．4 4．1 6．4 雲母 ・長石 ・石英 にぷい赤褐 普通
体部内面へラ磨 き，下端 ・

底部回転へラ削り

中央部 ・北

壁際床面
P lO37 9，90％，P L54

2 土 師器 杯 12．4 4．4 6．0 雲母 ・赤色粒子 橙 普通 傭下端手持ちへラ削り，底部一方向のヘラ削り 南西部下層 P lO380，70％，PL 54

3 土 師器 杯 ［14．0］ 4．5 ［5．2］ 石英 ・赤色粒子 にぷ い褐 ‾ 普通 体部下端手持ちへラ削り，底部一方向のヘラ削り 南西部下層 P lO3 8 1， 3 0％

4 土 師器 杯 ［13．0］ 4．7 ［6．6］ 赤色粒子 にぷ い橙 普通 体部下端回転へラ削り，底部多方向のヘラ削り 竃火床部 P l O3 82， 30％

5 土 師器 杯 ［14．6］ （4．0） － 長石 ・石英 にぷい黄橙 普通 体部内面へラ磨き，下端手持ちへラ削り 南軍寄 り下層 P l O3 83， 20％

6 土 師器 杯 ［1 6．2］ 4．3 ［7．8］ 赤色粒子 にぷい赤褐 普通 ．体部下端手持 ちへ ラ削 り 竃火床部 P l O3 84， 20％

7 土 師器 杯 － （1．5） 6．6 石英 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部下舶転へラ削り，底部一方向のヘラ削り 東壁際床面 P l O3 85， 20％

8 須恵器 杯 13．5 4．8 6．4 長石 ・石英 灰褐 不良 榔下端手持ちへラ削り，底部回転へラ別 南壁際下層 P lO386，60％，P L 54

9 須 恵器 杯 ［14．2］ （4．2） － 長石 ・石 英 灰 自 普通 体部 ロクロ整形 南東部床面 P l O3 87， 10％

10 土 師器 高 台付椀 － （2．4） 6．7 石 英 ・赤色粒 子 橙 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 中央部床面 P l O3 88， 30％

11 土 師器 高 台付椀 － （2．7） 6．7 石英 ・赤色粒 子 にぷい橙 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 中央部床面 P l O3 89， 30％

12 土 師器 高台付椀 － （2．7） 6．1 雲母 橙 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 中央部 下層 P lO 3 90，2 0％

13 土 師器 高台付椀 － （2．4） ［6．4］ 赤色粒子 にぷい黄橙 普通 底部一方向のヘラ削り後，高台貼り付け 中央部床 面 P lO 39 1，2 0％

1 4 土 師器 高台付皿 13．3 2．3 7．2 石英 ・赤色粒子 にぷい黄橙 普通
体部内面へラ磨き，底部一方向

のへラ削り後，高台貼り付け

南東部下層 ・

床面

P lO 39 3，7 0％ ，

墨書「福□」，PL54・65

15 土 師器 鉢 カ （4．5） 赤色粒子 橙 普通
体部外 面ロクロ整形 ，内

面へラ磨 き・黒色処理
南東部床面

P lO 39 4， 5 ％，

外面墨書 「□」

16 土師器 嚢 ［2 1．4］ （6．6） － 長石 ・石英 橙 普通 体部外面げ 欄頭痕，内面へラげ ・縮み痕 南西部下層 P lO 39 5，1 0％

17 須 恵器 嚢 ［19．8］ （5．3） 雲母 ・石英 灰黄褐 不良
口縁部 内 ・外 面 ロク ロ

ナデ
竃火床部 P lO3 9 7，1 0％

18 灰粕陶器 長 頸 瓶 ［1 3．0］ （5．3） 緻密 灰 自 ・緑灰 良好
口緑部 ・頚部ロクロナデ，

粕は流 し掛けカ
中央部下層

P lO3 9 8， 1 0％ ，

黒笹 14号窯式 カ

19 灰粕陶器 椀 ［13．0］ （3．1） 敵密
灰 自 ・灰オ

リーブ
良好
口緑部 ・体部ロクロナデ，

粕は刷毛塗 り
中央部床面

P l O3 99 ， 5 ％ ，

猿投産 カ

2 0 緑粕陶器 椀 ［16．0］ （3．3） － 赦密 灰自 ・浅黄 普通 口緑部・体部ロクロげ ，軸の大部鯛膵 中央部床面 P l O4 00， 5 ％

2 1 須恵器 甑 （10．4） ［14．3］ 雲母 ・長石 ・石英 暗赤褐 不良
体部外面斜位の平行叩き，下端へ

ラ削り，内面ナデ・指頭痕

竃 火床 部 ・

中央 部床 面
P l O40 1， 20％

2 2 須 恵器 嚢 － （6．4） － 雲母 ・長石 にぷい黄橙 不良 体部外面縦位の平行叩き，内面ナデ 北壁 際上 層 T P lOO lO

2 3 須 恵器 嚢 － （1 1．6） － 雲母 ・長石 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き，内面ナデ 中央部 下層 T P lOO l l

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

24 浮　 子 5．2 4．1 2．3 9．3 軽　 石 表面摩滅 ，不整形 。 西壁際床面 Q lO O1 3，1 00％

25 砥　 石 （2．2） （2．7） （1．3） （7．5） 凝 灰 岩 破片のため砥面一面 を確認，全体の形状は不明。 北東部覆土中 Q lO O14

番号 器 種 長 さ 幅 重 ね 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

26 刀　 子 （4．8） 0．9 0．3 （4．2） 鉄 切先 ・茎尻欠損，両関有 り。 中央部床面 M lOO78

第1331号住居跡（第135図）

位置　調査区西部のPlObO区に位置し，平坦な台地上の南端部に立地している。

重複関係　南壁際を第1300・1301・1302号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出されたため，壁の立ち上がりは確認されず，平面形状は長軸3．50m，

短軸3．08mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－20－Wである。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は東壁際と西壁際の一部で認められる。
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竃　北壁際の中央部に付設されており，遺存状態が悪く，火床面とその周囲の床面から粘土粒子や砂粒が検出

されただけである。火床面は北壁ラインより内側に位置し，火熱を受けて赤変硬化している。

ピット　7か所。主柱穴は3か所でPl～P3が相当し，深さは26～38cmであり，北西コーナー寄りに推定さ

れる柱穴は精査したが検出されなかった。P4は深さ35cmで，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設

に伴うピットと考えられる。P5・6は深さ34clnと27cmで，位置と形状から見て補助的な柱穴と思われるo P

7は深さ26cmで，壁柱穴の可能性がある。

覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　土師器片6点（椀3，高台付皿1，賓2），須恵器片2点（杯1，整1）が出土している0第

135図1はPlの覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，須恵器の出土が少ないことや柱穴から出土した土器の形状から9世紀後葉と考えられる0
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第135図　第1331号住居跡・出土遺物実測図

第1331号住居跡出土遺物観察表（第135図）
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番号種別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1 土師器高台付皿［11．6］（2．0） 雲母・長石・石英橙 普通
体部内面へラ磨き，底部回転

へラ切り後，高台貼り付け

Pl覆土中PlO402，10％

第1333号住居跡（第136図）

位置　調査区西部のPlli2区に位置し，調査区のほぼ中央を北に向かって入り込む谷部に堆積した黒色土中に

構築されている。

重複関係　第1311号住居跡の東側部分の覆土を掘り込んでいる。

規模と形状　床面が露出した状態で検出され壁の立ち上がりが確認できなかったため，硬化面の広がりから

見て，N－00を主軸とする長軸3．90m，短軸3．30mの東西に長い長方形と推定される0

床　西側部分と北東部に硬化面が認められるだけであり，調査前に硬化面のほとんどが削平されたことが考え
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られ，壁溝も認められない。

竃　北壁際の中央部から火床面だけが確認されている。火床面は火熱を受けて赤変しており，付近の床面には

竃材の一部と考えられる粘土粒子や砂粒が散在している。

覆土　確認されなかった。

遺物出土状況　土師器片3点（聾3），須恵器片7点（杯4，整3）が竃付近の床面から出土している。第136

図1は竃の火床部から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀代と考えられる。
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第136図　第1333号住居跡・出土遺物実測図

第1333号住居跡出土遺物観察表（第136図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器嚢［22．2］（11．5）－雲母・長石・石英にぷい褐普通体部内・外面へラナデ，内面指頭痕寵火床部PlO405，10％

第1335号住居跡（第137・138図）

位置　調査区西部のPllc4区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長軸3．48m，短軸3．40mの方形で，主軸方向はN－80－Eである。壁高は24～32C皿で，北壁は

はぼ直立し，それ以外の壁は外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，竃の手前から出入り口施設にかけてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで120cm，両袖部幅100cmである。壁外への掘り込み

は40C皿ほどで，袖部は床面より若干高く掘り残した地山を基部としてその上面にローム土混じりの砂質粘土を

貼り付けて構築されている。火床面は浅い皿状に掘りくぼめられて赤変硬化しており，煙道は火床部から急な

傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1にぷい赤褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子・粘　3　暗赤褐色　焼土ブロック・砂粒中量，ロームブロック・炭化粒

土粒子・砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子・粘土粒子少量
2　暗赤　褐色　ロームブロック・廃土ブロック中量，炭化粒子・粘　4　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物中量，ローム粒子・灰少

土粒子・砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量
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5　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック・粘土
粒子・砂粒少量

6　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
7　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子・

炭化粒子少量
8　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量

ピット　2か所。Plは深さ26cmで，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。P2は不明である。

覆土　9層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
3　暗褐色　ロームブロック中量
4　暗褐色　ロームブロック中量
5　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量
8　暗褐色　ロームブロック中量
9　暗赤褐色　ロトームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子・砂粒少

良し
＿凰

遺物出土状況　土師器片9点（椀3，鉢1，嚢5），須恵器片16点（杯6，高台付杯3，整6，甑1），灰粕陶

器片1点（瓶）が竃周辺を中心に出土している。第137・138図1は竃の火床部，2は中央部東寄りの床面から

出土したものである。また，3は竃の火床部と中央部の床面から出土した破片が接合されたものである。

所見　本跡は主柱穴をもたない住居跡であり，時期は供膳具の主体がまだ須恵器であることや出土土器の形状

から9世紀中葉と考えられる。

第137回　第1335号住居跡・出土遣物実測図
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第138図　第1335号住居跡出土遺物実測図

第1335号住居跡出土遺物観察表（第137・138図）

つ　どこ

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 須 恵 器 i不 14．0 4 ．8 8 ．0 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 底部回転へラ切り後，多方向のへラ削り 竃火床部 P lO407，50％，P L54

2 須 恵器 】不 ［13．4］ 4．2 6 ，2 雲 母 ・長石 灰 普通 底錮 転へラ切り後，多方向のヘラ削り 中央部床面 P lO4 08 ， 5 0％

3 須 恵 器 鉢 ［3 8．0］ （14．2） 雲母 ・長石 ・石英 にぷい黄橙 不良
体部外面縦位の叩き，内面へ

ラナデ・指頭痕 ・輪積み痕

竃火床部 ・

中央部床面
P lO4 10 ， 10 ％

第1336号住居跡（第139・140図）

位置　調査区西部のPlOh9区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　東壁の北寄りを第1242号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．98m，短軸3．28mの東西に長い長方形で，主軸方向はN－970－Eである。壁高は18～36

C皿で，各壁とも外方向に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，北壁際を除きよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　南東コーナー部に付設されており，焚口部から煙道部まで120C皿，両袖部幅95cmで，壁外への掘り込みは

60cmである。天井部は崩落しており，土層断面図中の第8層が天井部の崩落土に相当し，粘土粒子や砂粒を多

量に含んでいる。火床面は皿状に掘り窪められて赤変硬化しており，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち

上がる。

竃土層解説

1灰　赤　色　焼土粒子・砂粒中量，粘土粒子少量
2　明　赤　褐　色　焼土ブロック・砂粒中量，炭化粒子少量
3　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量
4　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・砂粒少量

5　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量

6　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
7　暗赤　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土ブロック少

＿巨L

且

8　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒多量，焼土粒子少量

ピット　2か所。Plは深さが20cmで，竃と対噂する位置にあり，硬化面の広がりと併せて出入り口施設に伴

うピットと考えられる。P2は深さ19cmで，南壁際の中央部に位置しており，壁柱穴と考えられる。

貯蔵穴　南西コーナー部に付設され平面形は長径85cm，短径75cmの楕円形を呈している。深さは29cmを測り，

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。また，覆土下層からは竃材と同質の粘土粒子が検出されている。

貯蔵穴土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量
3　褐　　　色　ロームブロック多量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子
少量

5　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子少量
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覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。また，土層断面図中の第7層には竃から

流出した焼土や粘土粒子，砂粒が含まれている。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　　色　ロームブロック中量
4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒千・秒粒中量，

炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片107点（椀96，小皿1，璽10），灰粕陶器片1点（瓶），土製紡錘車1点，不明鉄製品

1点（絞具ヵ），不明鋼製品1点が出土しており，遣物は覆土下層を中心にはぼ全域に散在している。第139・

140図1は貯蔵穴内，4は竃の火床部から出土している。7は形状から見て餃具の可能性があり，北壁際の覆

土中層から出土している。6は出土位置を層位でとらえていないため帰属を明確にし得ないが，蓮華状の刻み

を有する輪を連結した形状であり，飾り金具の一部と考えられる。

所見　本跡はコーナー竃を有した住居跡であり，時期は出土土器から10世紀後半と考えられる。

⑥l

iI

l爾膠2
第139図　第1336号住居跡・出土遺物実測図
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第140図　第1336号住居跡出土遺物実測図

第1336号住居跡出土遺物観察表（第139・140図）

］

轡日
ここ＝二二）6 絆ア

0　　　　　　　　　　　5cm

！　　：　　！

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1土師器椀［17．6］（4．0）－石英 浅黄橙 普通体部ロクロ整形 貯蔵穴覆土中PlO411，10％

2 土師器椀［13．6］（2．8）－赤色粒子 にぷい橙普通体部ログロ整形，内面へラ磨き西部覆土中PlO412，5％

3 土師器杯 －（2．7）7．1
赤色粒子 浅黄橙 普通休部ロクロ整形，底部回転糸切り東壁際床面PlO413，30％

4 土師器賓［23．4］（8．4）－長石・石英 橙 普通体部内・外面へラナデ，外面指頭痕竃火床部PlO414，20％

番号器種最大径厚さ孔径重量 材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

5 紡錘車6．2 0．9 0．4 35．9 土師器土師器杯を転用，回転糸切り痕有り，浅黄橙色を呈する。薗手前床面DPlOO16，100％，PL67

番号券種長さ幅厚さ重量 材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

6不　明2．4 1．4 0．6 5．6 銅 蓮華状の文様有り，飾り金具の一部カ。 覆土中 MlOO79，100％，PL70

7 餃具カ（2．3）（3．0）0．7 ほ7） 鉄 弓金具の一部，片側欠損。 北壁際床面MlOO80，50％

第1338号住居跡（第141図）

位置　調査区西部のPlla3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　東側部分で第1337号住居跡，北側部分で第1345号住居跡を掘り込み，中央部の東側を第1118・1119

号土坑，南東コーナー部を第1121号土坑，西壁部分を第1237号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出され壁の立ち上がりが確認されなかったため，床面の広がりと竃や

ピットの位置から判断して，N－50－Eを主軸とする1辺が3．50mはどの方形と推定される。

床　中央部の西壁寄りと南壁寄りに硬化面が認められその他の部分は耕作等により削平されたと考えられる。

また，壁溝も認められない。

竃　北壁際のほぼ中央に粘土粒子や砂粒が散在しており，竃材の一部が流出したものと考えられる。赤変した

部分は検出されていない。

ピット　4か所。Pl～P4は主柱穴で，深さは16～36cmである。

覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　土師器片13点（椀8，小皿3，婆2）が床面から散在した状態で出土している。第141図4は

竃手前の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，10世紀代の住居跡を掘り込んでいることや出土土器の形状から見て10世紀後半以降と考

えられる。
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第141回　第1338号住居跡・出土遣物実測図

第1338号住居跡出土遺物観察表（第141図）

、＝ヒ二三

く二‥l

∈≡長⊇ク2

番号 種 別 券　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師器 小　　 皿 ［10．8］ （1．4） － 赤色粒子 にぷ い黄橙 普通 体部 ロクロ整形 覆土 中 P lO4 19，10％

2 土 師器 小　　 皿 ［8．5］ 1．8 ［5．6］ 長石 ・赤色粒子 橙 普通 休部ロクロ整形，底部回転へラ切り 覆土 中 P lO4 1 6，50％

3 土 師器 小　　 皿 ［9．6］ 1．9 5．0 雲母 ・赤色粒子 橙 普通 休部ロタロ整形，底部回転へラ切り 中央部床面 P lO4 17，40％

4 土 師器 高台付椀 －
（1．8） ［7．8］ 雲母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 忽手前床面 P lO4 20， 5 ％

5 土 師器 高台付椀 ［14．4］ 5．6 ［6月］ 雲母 ・赤色粒子 にぷい褐 普通 休部内面へラ磨き，高台貼り付け後，げ 中央部床面 P lO4 18，30％

6 土師器 杯 14．2 4．6 5．6 雲母 ・赤色粒子 橙 普通 体部ロクロ整形，底部回転糸切り 中央部床面 PlO415，60％，PL54

第1339号住居跡（第142図）

位置　調査区西部のPllb5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　西側部分で第1334号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南北軸は3．40mで，東西軸は1．08mが確認されただけ

であり，平面形状は方形または長方形と推定される。主軸方向は，西壁の指す方向から判断してN－40－W，

あるいはN－860－Eと推定される。

床　はぼ平坦であり，硬化面や壁溝は認められない。

竃　検出されなかった。

ピット　3か所。Plは主柱穴，P2は補助的な柱穴と考えられ　深さはそれぞれ22cmと30cmである。P3は

深さ15C皿で，長方形を呈しており，貯蔵穴の可能性を示すが，全容が不明のため断定はできない。
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